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　　　第一章　神魔とにぎやかなる日常





　日鎖かざり心しん真まの朝は早い。

　洗せん濯たくや朝食の用意などの家事一いつ般ぱんを行うためということもあるが、生活費を稼かせぐためにやっている朝刊配達のアルバイトがあるから、という理由が大きかった。

「……んん」

　枕まくらもとでうるさく鳴なり響ひびく目覚まし時計を止めて欠伸あくびを噛かみ殺ころす。まだ外は太陽さえ昇のぼっておらず、薄うす暗ぐらい。

「うみゃあ」

　隣となりから妙みような声が聞こえて、シンマは振ふり向むいた。そして苦く笑しようする。

　妹の奈な々なが顔をしかめていた。先ほどまで時計が発していた電子音のためだろう。しかし覚かく醒せいすることはなく、そのまままた、幸せそうに微笑ほほえみを浮うかべたまま眠ねむりへと落ちていった。

　幼い頃ころは共に寝ねていた彼かの女じよだが、小学校へ上がる頃から自分の部屋で眠るようにさせている。可愛かわいい妹だ。シンマからすれば別にいくつまでだって一いつ緒しよでも構わない。むしろそちらを全力で望むところだ。……が、やはりある程度の自立心を育てる為ためにはそういうわけにもいかない。両親がいない以上、彼女をしつけられるのは兄であるシンマしかいないのだから。

　ともあれ、そんな理由から普ふ段だんの奈々は自分の部屋で寝ね起おきしているはずだった。しかし、時折こうして寝ぼけたままシンマのベッドに入ってきてしまうのである。

　無意識下の行動であるため奈々を責めるわけにもいかなかった。というよりも、仕方がないよね、という言い訳で自分がこの状じよう況きように甘あまんじているといったほうが正しいのだが。

（……まあ、これくらいは許されるよな）

　そう考えながら、愛いとしい妹の、ふわりと柔やわらかな頬ほおを指先で撫なでた。しかし、いくら可愛いからといっていつまでも彼女の寝ね顔がおを眺ながめているわけにもいかない。シンマはそろそろ準備をしなければ、と体を起こすためにベッドに手をつこうとした。

　ふにゅ。

　その瞬しゆん間かん、なにか、とても気持ちのいい物体を掴つかんでしまう。

　ふにゅふにゅ。

　なんだろう。大福のようでもあるし、焼き立てのパンみたいでもあるし、大きく膨らんだ風船のようでもある。非常に手て触ざわりが良くてつい、ずっと揉もんでいたくなった。一体なんなのだろうか。寝る前に何かを傍そばに置いた覚えはないのだが、と視線をそちらにやって。

「おはようございます、シンマ様」

「……っ!?」

　ぶっ飛びそうになった。

　思わず悲鳴を上げそうになるが隣に奈々が寝ているのを思い出だし、慌あわてて口を塞ふさぐ。

　そこには、タンクトップにショーツ一枚という刺し激げき的てきな格好をした一人の少女が居た。

　そしてその両りよう腕うでに挟はさまれて苦しそうに圧縮しているふくよかな胸を──シンマは思い切り掴んであまつさえ揉んでいたのである。

　しかも覚えている限り三回も。

　少女は遠えん慮りよなしにまさぐられたであろう己おのれの胸部を一いつ旦たん見下ろし、次にシンマの方を向いて、しばしの沈ちん黙もくの後に言った。

「シンマ様」

「……はい」

　いささかの緊きん張ちようと共に答えるシンマへ、彼女はこう告げる。

「続きをどうぞ」

　受け入れるのかよ！

　と、思わず、心中で突っ込んでしまった。

「ご、ごめん……！」

　ともあれその素すっ頓とん狂きような反応のおかげで我を取とり戻もどし、どうにか手を離はなすことに成功する。その謝罪に対し少女はきょとんと目をしばたたかせた。

「いえ、構いません。なんでしたら直接、お触さわりになられてはいかがでしょう」

　しかもタンクトップをめくって中身を露ろ出しゆつしようとする。慌てて「いいから！　気を遣つかわずに！」と止めた後、シンマはため息をついた。

「いや、コトハ……前にも言ったけど、勝手にオレのベッドに入るのは勘かん弁べんしてもらえないかな……」

　しかしそんな台詞せりふにも、彼女はよく意味が分からないというように首を傾かしげるばかりである。じっと、その深い闇やみのような瞳ひとみでこちらを見つめてきた。

　相変わらず、その造ぞう詣けいはぞっとするほどの美に象かたどられている。しかし、どこか作り物めいても見えた。それもそのはずだ。彼女の顔には表情というものがない。まるで精せい巧こうに作られた人形のようだった。

　だがシンマは知っている。彼女とて心はある。いかに外見がそうであっても、悩なやむこともあれば苦しむこともあるのだと。

　御み守かみ紅こと刃は。とある事情から、彼女と一つ屋根の下で暮らし始めて数週間が経過していた。そして、今日のように朝起きると隣にコトハが居て挨あい拶さつをしてくるというパターンが、ずっと続いている。

「いけませんか？」

　そう真まっ直すぐと問いかけてくるコトハにシンマは頭を掻かいた。

「いけないと言えば、いけないと思うよ……」

「ですが私は、シンマ様の護衛です。そしてなにより……第一の【使徒】でもあります。故ゆえにその身辺を、出来うる限りの近くでお守りしたいと思うのですが」

　そう言われてしまうと、反論できなくなってしまう。彼女は彼女なりに、自分の想おもいでシンマの傍にいるのだ。それを無下に迷めい惑わくがってしまうのは申し訳ない気もする。

「……分かった。でも、出来るなら一緒に寝るのは考え直して欲ほしい。いつまで経たっても慣れないんだよ」

「そうですか。分かりました」

　素す直なおに頷うなずくとコトハは立ち上がった。その拍ひよう子しに胸が揺ゆれる。ブラジャーをつけていないためか非常に無防備だ。また、彼女が振り返かえる際にショーツが際きわどく食い込んでいるのが見えた。シンマは全力をもってどうにか目を逸そらすことに成功する。

「後、今度から寝る時にはパジャマを着ようね」

「こちらの方が動きやすいのですが……」

「こっちが動けなくなるんだよ」

「なぜですか」

　きりっとした顔で、コトハは自らが愛用している刀を抱だいたまま問うてくる。

「そんなシリアスな顔で訊きかれて答えられる問題じゃないんですが」

「いえ、私の行動によりシンマ様に不都合が生じているのであれば把は握あくしておく必要があります。教えてください。私の今の姿を見てシンマ様のなにがどうなるというのですか」

「迫せまんないで。やめて。これ以上オレを辱はずかしめないで！」

　ぐいぐいと近づいてくるコトハから、必死で逃にげ惑まどうシンマ。隣では騒そう動どうなど気付くこともなく奈々がすーすーと寝ね息いきを立てている。

「詳くわしく仰おつしやってください。是ぜ非ひ。さあ、是非」

「せ、セクハラあああ！」

　それら全すべてが、いつも通りの朝ではあるのだった。



「いずれ君は世界を滅ほろぼすだろう。……しかし、救うことになるかもしれない」

　突とつ如じよとして、そう告げられる。しかもその相手は、一国の首しゆ相しようだ。

　仮にそんなことがあったら──一体どうするだろうか？

　ほとんどの人間は、こう答えるだろう。

『そんなありえないことを、想像する意味もない』、と。

　確かにその通りだ。あまりに荒こう唐とう無む稽けいでイメージすることさえ馬ば鹿からしい。

　だが晴れて高校生になったその日、シンマはそんなありえない事態に巻き込まれた。

　いわくこの世には、かつて【資格者】と呼ばれる者が存在したという。

　彼かれらは【破は壊かい】と【再生】、そのどちらかの力を宿し、火・水・土・風、という四つの自然現象を自在に操あやつった。

　そしてこの世界に混乱を、あるいは救済をもたらしてきたらしい。

【資格者】の中には歴史にその名を遺のこした、誰だれもが知る偉い人じんもいた。

　だが彼らの持つ力に関しては社会の闇へと葬ほうむり去さられ、一部の人間以外に知っている者はいない。

　そして戦後以来、久しく現れていなかった【資格者】が──現代において誕生した。

　それが日鎖心真である。

　しかもシンマは【破壊】と【再生】の力を、両方とも使えるという今までにない存在だった。それが意味するところは即すなわち、神にも等しいモノである、ということになる。

　世界を救うことも滅ぼすこともシンマ次し第だい。

　たった一人の人間に、全人類の命が握にぎられたのだ。

　当然だが各国の首しゆ脳のう陣じんの間では騒さわぎが起きた。力が完全に覚醒する前に殺せという者。世界を救う存在になるかもしれないから生かしておけという者。しかし結局のところ、今は動向を見守るということでとりあえずの落ち着きを見せている。

　それは何よりもシンマ自身が、現状、世界を滅ぼすことにも救うことにも興味を持っていないということが大きかった。

　出来のいい嫁よめをもらって、幸せな家庭を築く。

　シンマにとってはそれが夢であり、【資格者】であろうがなんであろうが、まるでどうでもいいことであったのだった。

　そんなわけで周囲がどんなことになっていようと、本人的にはどこふく風。とりあえず目の前の現実は、

「平和だなあ」

　と、それに尽つきた。

「シンマ様、足元にお気を付け下さい。大きな石が転がっています」

「おっと……ありがとう、コトハ」

　指し摘てきに視線を落とすと確かに蹴け躓つまずいて転びそうな石がある。またいで歩みを続けながらシンマはちらりと隣を歩くコトハを見た。

　基本的に前方を見つめているが、その瞳は油断なく辺りを見み渡わたしている。いつ何時、どんなことが起ころうともすぐ対処できるように、とのことだろう。その全身には警けい戒かいによる緊張が目に見えるほどみなぎっていた。

「なあ、コトハ、こんな地方都市で、しかも登校途と中ちゆうにトラブルなんて滅めつ多たにあるもんじゃないって。もう少し気楽にやろうよ」

「いえ、そういうわけにも参りません。シンマ様の御おん身みをお守りするのは私の役目です。いかにシンマ様のご命令であっても、それだけはお聞き出来ません」

「硬かたいなあ……」

　そこが彼女のいいところでもあるのだが、とシンマは苦笑する。

　コトハの家系は、代々ＳＰ──要人警護の任を行ってきたらしい。その縁えんもあって、今や普ふ通つうでなくなってしまったシンマの護衛役として政府から派は遣けんされてきたわけだが。

　幼い頃から徹てつ底てい的てきな護まもり手としての修しゆ行ぎようを課せられたためか極きよく端たんに感情表現が不得手で、かつ、生き真面目まじめで気を緩ゆるめるということをしない。

　しかも今ではそこにシンマの【使徒】である自覚もあるらしく、その生真面目さに拍はく車しやがかかってしまったのだった。

　使徒……それは【資格者】の力の一部を授さずかった者のことだ。いわば彼らの部下のような存在らしいが、シンマにとってはその自覚はない。

　自分はコトハが自由になれるように、多大な力を与あたえたのだ。もう重い宿命などに従うことがないように。

　だがコトハは、そうして尚なお、シンマの傍にいることを選んだ。それも宿命などではなく、自らの意思で。御守家としてではなく、コトハという一人の人間として。

　だから、そのことに関してはなんとも思わないのだが。

　いかんせん、根本的にはあまり変わっていない気がして、シンマは少し心配なのだ。

　そのため、シンマには当面の目標としていることがあった。

「コトハ、コトハ」

「はい」

　コトハが返事をして振り向く。その拍子に、シンマはすかさず自分の鼻先を指で押おし上あげた。さらに頬を膨ふくらませ、目を吊つり上げる。

　いわゆる変顔であった。

「…………」

「……どう？」

　彼女はしばらく黙だまったままシンマを見つめていたが、やがて頷いた。

「顔面が崩くずれております」

「……そうですね」

　傷つくほどにクールな反応だった。

「っかしいなあ、奈々なら爆ばく笑しよう物なんだけどなぁ」

　なにが悪かったのだろうと腕うでを組み、悩む。その様子をコトハは不思議そうに、

「シンマ様、この間から時折、思い出したようにお顔を崩されておりますが、どうなさったのでしょう。持病ですか？」

「病名教えて欲しいよ。……いや、まあ、なんというか」

　少々照れくさいために言いよどむが、別にバレてしまっても構わないだろう。そう思って言った。

「コトハ、ずっと難しい顔してるからさ。……笑わせてあげたいなと思って」

「私を、ですか。どうしてでしょう？」

「うーん。別にどうしてっていわれると困るんだけど」

　明確な理由があるわけではない。だが……それは一歩であるような気がするのだ。

　彼女がずっと耐たえてきたもの。そこから抜ぬけ出せるための。自由になるための。

　わずかな、だけど、大切な一歩。

　それが、【笑う】ことではないか──そんな風に考えているのだった。

「笑うこと……ですか」

　首を傾げ、コトハは考え深げに呟つぶやく。

「いや、ごめん、オレが勝手に考えていることだから。迷惑だったら申し訳ない」

「そういうわけではありませんが。私が笑うとどうなるというのでしょうか？」

「どうなるって、そうだな」

　頭の中で想像してみる。歳とし相応に感情豊かなコトハ。以前、お弁当をくれた時にわずか見せたあの顔。そう、あれだ。自分はあれが見たいのだ。なぜなら、

「可愛くなる……かな」

「…………」

　コトハは、そう言ったシンマの顔へ、穴が空くほどに視線を注いでいた。こちらから口にしておいてなんだが、だんだん気き恥はずかしくなってくる。熱が上がってきた。

「な、なに。へ、変だった？　いや、なんていうか、こう……コトハが前にお弁当くれた時に、少し笑ってくれただろ？　あれが……その……結構、よかったっていうか」

　依い然ぜんとして、コトハは無言のままである。シンマはいたたまれなくなってきた。

（一応、褒ほめたつもりなのになんだろう、このやってしまった感は……）

　場を盛り上げる為に言った冗じよう談だんが、逆に滑すべって場のテンションを余計に下げてしまった時のような、微び妙みような気まずさ。なんでもない空間が、末期まで苦しむ地じ獄ごくのようになってしまった感覚。

（い、いっそ殺してくれ）

　ダッシュで逃げてしまいそうになる衝しよう動どうを必死で押し殺していると、

「……そうですか。ありがとうございます」

　ようやく、コトハはシンマから視線を外した。シンマはほっとして、「そ、そうなんだよなー」となんだか分からないがごまかすように言おうとして、

「……あれ？」

　ふと、違い和わ感かんを覚えた。

　コトハの頬が、ほんの少し──気づかない程度だが朱しゆに染まっているような気がしたからだ。それに口元も、勘かん違ちがいかもしれないがわずかに緩んでいるようにも思える。

（照れてる……？　いや、まさか）

　そんなわけはない、と思おうとしたその時だった。

「……れ」

　その唇くちびるが動き、コトハが言葉を紡つむいだ。

「練習を……しておきます」

　決してこちらに目を合わせない。まるでそうすることで、何かが決けつ壊かいしてしまうのを恐おそれるように。やがて、彼女は小さく続けた。

「笑う練習を──しておきます」

「……コトハ」

　それが、彼女が出来る精せい一いつ杯ぱいの気持ちの顕あらわれなのだと。

　シンマには分かった。

　だから、何も言わず、代わりにこう告げる。

「……うん、楽しみにしてる」

　彼女は、ただ、頷くのだった。

　と、そこへ、

「シンマくん！」

　背後からの声。走る足音が追い付いてきて、シンマの左ひだり隣どなりへと並ぶ。

「おはようございます！」

　銀色の長い髪かみが、ふわりと揺れた。コトハとは対照的なほどに満面の笑えみで、少女が挨拶をする。

　豊かな胸むな元もとで揺れるペンダントが、朝の陽光を受けて煌きらめいた。

「お。おはよう、ミンク」

　片手を挙げると、少女、ミンクはもう一度、頭を下げた。

「おはようございます、コトハさん」

　コトハもまた「おはようございます」と深々、礼をする。

「珍めずらしく今日は早いな」

「うっ……それを言わないで下さいよ」

　ミンクはのけぞり気味に下がって、頬を膨らませる。

「わ、わたくしだって努力はしているのですよ？　今日だって、シンマくんと一緒に登校しようと時計をきちんと朝七時に合わせたのです！」

「ふぅん。それでなんで遅おくれてるんだ？」

「それが変なことに、一度は起きたはずなのに、気付いたら遅ち刻こくぎりぎりの時間になっていたのですよ！　しかも、目覚ましを止めようと手を伸のばしたままの状態で意識が戻ったのです！　すごいですよね！　ミステリーじゃありませんか!?」

「それはきっと、二に度ど寝ねというごくありふれた現象だね」

　ミンクは「ええ!?　そんな馬鹿な!?」と両手を上げた。

「だってそんな……あんな気持ちのいい感覚が……」

「完かん璧ぺきに二度寝だね」

「長い長い夢まで見て……」

「堪たん能のうしていますね。二度寝を」

　二人の指摘にショックを受けたように、ミンクはがっくりとうなだれた。

「てっきり神の試練かと思いましたのに……」

「まさかの自じ堕だ落らくを大いなる存在のせいにするとは……」

　とんだ責任転てん嫁かもあったものである。

「というかミンクって【エターナル】の使者だろ。遅刻ギリギリまで寝てたのを神様のせいにしていいのか？」

　シンマの問いかけにミンクは「はわ！」と痛いところをつかれたようにショックを受けた。

「ちち、違ちがいますよ。これもきっと、神のおぼしめしなのです。きちんと起きていたらきっと、なにか不幸なことがあったに違いありません！」

「見事なプラス思考ですね」

　感心したようにコトハが頷く。

「だってそう思いませんか！　わたくし昨日、明日は起きられますように、起きられますようにとお祈いのりを続け、まあ、それが原因で夜中の三時ごろまで起きていたのですが、それはともかく、そんな熱心な行動が天のエルスタイン様に届きほどこしを授けて下さったに違いありません！」

「自分で二度寝した理由を今喋しやべったような……」

「なんてすばらしいのでしょう。こんな遠き地において尚、エルスタイン様はわたくしのことを見守って下さるのですね！　ああ、やはり信じる者は救われるのです！」

　まるで聞いていない。まあ、いつものことだが。

　ミンク＝フィナーレ。彼かの女じよは【再生】の力を持つ【資格者】が創つくった世界的に有名な大規模新興宗教組織【エターナル】の使者であり、シンマを新たな指導者におこうと日本までやってきた。

　しかもそれだけでなく、シンマの嫁になろうとしているらしいのだ。

　どうやらシンマが首相に呼び出された時、『出来のいい嫁をもらって幸せな家庭を築くから、資格者の力なんてどうでもいい』と告げたのが、曲解されて『どうやら今回の資格者は嫁を探しているらしい』という風に伝わっているらしい。

　故に嫁候補として、ミンクはシンマの下を訪おとずれたわけだが。問題はそれが、彼女だけではないということである。

「……あれ」

　ふと──そこで、シンマは何かの視線を感じたような気がして立ち止まった。

　思わず振ふり返る。が、何人かの生徒が登校しているだけで、誰も自分のことなど見ていない。

（気のせいだったか……？）

　しかし、と顎あごに手を当てる。どうも最近、誰かに見られている気がする。ここ数日ばかりの話だが。

「シンマ様？」

　コトハに声をかけられ、答えようとした。まさに、そのタイミングである。

「ハーッハッハッハ！　ハーッハッハッハ！」

　声がした。それに反応したコトハがもっていた紫むらさき色いろの布に手をかける。その中には彼女の愛刀が入っていた。

「だ、誰ですか!?」

　先ほどまで延々と一人で喋っていたミンクもシンマを守るように、コトハと共に前へ立つ。そして、ベルトに差していた宝玉のついた杖つえを抜いた。

「どこを見ているの？　ここよ、ここ！　もっと上よ！」

　シンマは言われた通りに視線を上げる。するとそこには、高い塀へいの上に立った小こ柄がらな少女がいた。

「相変わらず鈍にぶいわね！　そんなことじゃシンマを守りきれなくてよ！」

　腰こしまである長く赤い髪を掻き上げて、彼女は膝ひざを曲げる。

「やはりあんたに相応ふさわしいのは──あたししかいないというわけねっ！　とぅっ！」

　そのままジャンプした。高々と跳とび上がる姿にシンマは感かん嘆たんの息を漏もらす。少女は太陽を背にくるりと回り、そして、悠ゆう然ぜんと地上に降り立

　ぐぎり。

「みげら！」

　……つ前に、足を思い切りくじいて顔面から地面に突つっ伏ぷした。

「ああ！　アリス様！」「大だい丈じよう夫ぶか、アリス！」

　電信柱の陰かげから、二人の少女が現れる。一人が眼鏡をかけた大人しめの子で、もう一人は凛り々りしい顔をした武人風の子だった。彼女たちは慌あわてて赤髪の少女──アリスに駆かけ寄よって助け起こす。

「だから言ったんですよ、アリス様！　あんな高いところから跳んだら普通に痛いですよって！　下手したら事故ですよって！」

「言うなノンエ！　アリスは昨日、テレビで日本の特とく撮さつ物を見ていて格かつ好こいい奴やつは高いところから現れるものだと認にん識しきしてしまったんだ！　彼女が悪いんじゃない！　悪いのはきっと頭なんだ！」

「レイちゃんそれ全然フォローできてない！」

　なんだかんだと言っている内に、アリスは鼻頭を赤くさせながら、スカートの埃ほこりを払はらって立ち上がった。周囲の生徒たちがざわめき、関かかわり合あいにならないよう、足早にその場を去っていく。

「くそぅ……【夜明けの星々ロート・グランツ】の次期党首ともあろうあたしが、まさかあの程度の塀から飛び降りられないとは……」

「幹部になったら高いところでも平気になるわけではないと思うが……」

「だ、だって偉えらい奴やつほどすごいところから降りてくるじゃない！　空とか！」

　アリスとレイのやりとりに、確かにその通りだ、とシンマは妙みように納なつ得とくしてしまった。

「……おはよう、アリス」

　とりあえず朝の挨あい拶さつをすると、アリスははたとそこで、自分のやるべきことを思い出だしたように慌てて前を向く。

「お、おはようシンマ！　あたしは今まさに向こうからごく普通に歩いてきたばかりよ！」

「誤ご魔ま化かしきれないよその失敗は!?」

　まさかの強ごう引いんすぎる手であった。

「う、うるさいわね。忘れなさいよ、都合良く！」

　顔を真っ赤にして腕を組み、アリスはそっぽを向く。

　彼女の名前はアリス＝ノア＝ナンシェ。表向きは大企き業ぎよう【アルタイル】の跡あと取とり──しかしてその実態は、秘密結社【夜明けの星々ロート・グランツ】を組織している党首の娘むすめである。

　彼女の先祖は【破壊】の力を持つ【資格者】であり、かつては世界征せい服ふくを目もく論ろんでいた。いや、彼女に言わせればいまだにその夢は諦あきらめていないのだという。

　だからこそシンマを自分たちの組織に引き入れ、党首の死亡をきっかけに崩ほう壊かい状態となった【夜明けの星々ロート・グランツ】を復興させようと日本までやってきたのだ。

　先ほど言っていた「もう一人の嫁候補」とはアリスのことである。

　ちなみに、先ほどアリスを助けたのは彼女の友達であり部下でもある、レイとノンエという少女たちだ。

　コトハにミンク、そしてアリス。彼女たちとの出会いが、平へい穏おんを望むシンマの生活に波乱を呼んだのだった。

「えーとそれで。……足首、大丈夫か？」

「え、あ、うん、ちょっとひねっただけみたい」

「ちゃんと後で冷やしておいた方がいいぞ。保健室の場所、分かるか？」

「なんとかなるわよ。そろそろ学校にも慣れた頃ころだし……じゃなくて！　なにもなかったわよ！　さっきは！　足首なんて！　ひねってない！」

「どうしてあくまでなかったことにしようとするんですか、あなたは」

　呆あきれたように言うミンクへアリスは噛かみついた。

「うるさいわよ、このバストモンスター！」

「なっ！　いい、言うに事欠いて誰がバストモンスターですか！」

　バストモンスター＝乳お化け、といったところだろうか、とシンマは脳のう裏りで和訳した。

「胸が妖よう怪かい化するという話は聞いたことがありませんが、ありえるものなのでしょうか」

「多分そんなに真面目まじめに考える問題でもないと思う」

　ミンクとタメを張るほどに育った自分の胸を見て呟くコトハに、シンマは首を振る。

「だ、大体、なんの用なんですか！　あなたはいつも、車で登校しているでしょう！」

「なな、なによ！　別にいいじゃない！　別にいいじゃないなんとなく塀の上から登場したくなったって！」

「別にいいと思うけどあんまり良くないんじゃないか？」

　主に周りの迷めい惑わくとかを考えると。

「ええと……それで、なにか用か？」

　と、首を傾かしげたシンマにアリスはびくっと体を竦すくませた。

「いや、あの、その……」

　急に挙きよ動どう不ふ審しんになってきょろきょろと周りを見渡し始める。

「がんばって、アリス様！」「今日はそれが目的だったんだろう！」

「わわ、分かってるけど、分かってるけど緊きん張ちようするわよぅ……」

　アリスは顔を真っ赤にさせて目を泳がせていた。

「なんですか。……まさか、シンマくんをまたたぶらかしにきましたか？」

　ミンクが再び杖を構える。コトハもまた柄つかに手をかけていつでも抜けるような姿勢をとっている。どうでもいいが、ここは天下の往来だということを二人とも分かっているのだろうか。幸い、生徒はもう既すでに学校の方に向かっているためこの辺りに人気はなくなっているのだが。

「ち、違うわよ！　あの、その、えっと、だから……うう。うー」

　なぜか怒おこったようにこちらの方を睨にらみ付つけているアリスに、なにかやっただろうかとややうろたえるシンマ。彼女はやがて、思い切ったように叫さけんだ。

「し、シンマ！」

「は、はい」

　なぜか緊張して居住まいを正してしまう。そんな自分に、アリスは続けた。

「かか、かかか、かか」

「蚊か？」

「か、感謝しなさい！」

　未いまだ頬ほおは赤くなっているが、どうにかスタンスを取とり戻もどしたようにアリスは腕を組んだ。そして両足を開き、息を吸い込んだ後に、こう声を上げる。

「あ……あたしと──デートする権利を、あんたにあげるわっっ!!」

　その発言にノンエは拍はく手しゆし、レイはうんうんと満足そうに頷うなずいた。

「……。デート？」

　が、そんな中、どうにも意味が飲み込めないシンマは怪け訝げんな顔をするしかなかった。

　アリスは鼻を鳴らし、

「か、勘違いしないでよね。ここ、これは作戦よ！　あんたを陥かん落らくさせる上で必要なその……重要なこう……必要なものよ！　べ、別に変な気持ちはないわよ！」

「作戦をべらべら喋って作戦になるのですか？」

　コトハの放ったものすごく完璧に近い正論にアリスは「おぐ！」と奇き妙みような声を上げたまま固まった。しかしすぐさま持ち直し、

「……と、とにかく！　デートしてあげるわ！　あんたと！　感謝しなさいよね！　あたしみたいなパーフェクトかつミラクルな美少女と、で、デートできるなんて、あんたの人生では十回あるかないかなんだから！」

「パーフェクトでミラクルなのに意外と数が多いな」

「そ、そんなことはいいから、どうなのよ！　当然、受けるんでしょ？」

　ふふん？　と挑ちよう発はつ的てきな態度をとるアリス。ミンクは、事態が思ってもみない方向に進んできたためか、戸と惑まどったようにこちらとあちらを見比べていた。コトハは相変わらず無表情に、成り行きを見守っている。

　しばらく頬を掻かいていたシンマは、やがて、ゆっくりと頷いた。

「うん」

　口を開く。

「やめとくよ」

「え」

　ぎし、と音が鳴りそうなほどのぎこちない動きでアリスがシンマの方を見た。

「……え？」

「いや、気持ちは嬉うれしいけど、無む理り矢や理りデートしてもらってもアリスに悪いし……奈々の世話とかもあるから簡単に外出できないんだよ。悪い」

「え。え……え？」

　みるみるうちに、先ほどの余よ裕ゆうはどこにいったのか、おろおろとし始めるアリス。しばらく壊こわれたおもちゃのように右を見て左を見て、前を見て「え？」と呟くという行動を繰くり返かえしていた。が、やがて勢いよくシンマの方を向き、大きく片手を挙げた。

　そして、

「さ……作戦タ──イムッッ！」

　涙なみだ目でそう告げて、振り返ると、彼女は脱だつ兎とのごとくその場から逃にげ出すのだった。

「なんなんだ……一体」

　行動の意図がまるでつかめない。混乱しているシンマを余よ所そに、アリスはレイやノンエと共に円えん陣じんを組んでしゃがみこむと、なにやら話し始めた。

「ちょっと、どういうことよ！　ノンエの言う通りにしたらまさかの拒きよ否ひよ!?　あたし、変なところあったかしら!?」

「いえ、アリス様は完璧でした！　特にあの、勘違いしないでよね、という辺りは基本に忠実ながらも、求められるものをこなしていたと思います！」

「だったらどうしてあんなに淡たん泊ぱくなのよ!?」

「おかしいですね……わたしがこの間、シミュレーションで実行した際にはあの台詞せりふで完全に落ちたはずなんですが」

「確かにそうだったな」レイが言った。「好感度レベルと愛情レベルが飛ひ躍やく的てきに上がったことを私も確かく認にんしたぞ」

「ちょっと待って。……それってゲームじゃない？」

　きりり、と眼鏡を押おし上あげて決めるノンエ。

「ゲームですが──なにか！」

「なんで無む駄だに偉そうなのよ!?　シミュレーションとか、高等なことを言ったその口で、まさかの二次元頼だよりなわけ!?」

「なにを言っているんですか、アリス様！　今やビデオゲームは世界的に評価されていて、十分に信用できる高等ツールなのですよ!?」

「そうだぞ、アリス！　私もＣＧコンプリートを目指し、日夜、マウスをカチカチやっては選せん択たく肢しを選び、マウスをカチカチやっては、ディスプレイに頭をぶつける毎日だ！」

「入ろうとするんじゃないの！　画面の中に！」

　あきれ果てたというように、アリスは立ち上がった。額に手をやって空を仰あおぐ。

「……完全に失敗だわ。どうするのよ」

「こうなったら仕方ありません、アリス様。真正面から立ち向かいましょう。困難に打ち勝ち、正義の御み旗はたをその手にするのです。好きなんでしょう？　シンマさんのこと」

「すすすす、好きじゃないわよ別に嫌きらいじゃないけどだからって特に嫌いというわけではないんだけども、だからってつまり、嫌いじゃないわよ好きじゃないけども！」

　ノンエの言葉に顔を赤らめて、あたふたと両手を振るアリス。そこへレイが懐ふところから出した何かを渡わたした。

「さあ、これをもっていけ。そして正直に自分の気持ちを伝えるんだ。応おう援えんしているぞ」

「そうですよ。ファイト、アリス様！」

「……うー」

















　迷うように、目を泳がせるアリス。彼女はしばらくしてからこう言った。

「でも……あたし、男の子にこういうこと、言ったことないから……」

「それでも、君以外に事を為なせる人間はいない。そうじゃないか？」

「……そうね。レイの言う通りだわ」

　息をつく。そして、アリスは何かを決心したように頷いた。

「行ってくるわ！」

「頑がん張ばってこい、アリス！」「思い切りが大事ですよ！」

　アリスはくるりと踵きびすを返すと再びシンマの方を向き、ぎこちない動きで歩いてくる。そしてシンマの前に立ち、無理矢理な感じで腰に両手を当てた。

「ま、待たせたわね！　ちょっと、よんどころない事情があったわ！」

「いや、うん、まあ」

　所々、それも大事な部分だけ丸聞こえだったのだが。それは内ない緒しよにしておいたほうがいいだろうと、シンマは判断した。

「しししし、シンマ！」

　アリスは沸ふつ騰とうしたように、顔だけではなく首筋まで真っ赤にして、その手に握にぎった紙切れのようなものを、シンマへ差し出した。

「こ、これ……これ、受け取りなさ……受け取ってくれない？」

　その姿には先ほどまでの、虚きよ勢せいとも言える無駄な威い厳げんはどこにもない。失敗を極度に恐おそれる子どものように、縮こまり、怯おびえ、いつもの彼女からは考えられないほどにおどおどとしていた。

　シンマは手にとって、その紙を広げてみる。カラフルなイラストには観覧車やメリーゴウラウンドが描えがかれ、丸い文字でこう書かれていた。

【ドリームパラダイスランド　フリーパス券】と。

「遊園地？」

　聞いたことがあった。確か、最近できたという大型アミューズメントパークだ。とにかく多た彩さいなアトラクションや、一流シェフを呼んだ本格的なレストランで連日、大おお賑にぎわいらしい。

「う、うん。ここ、【アルタイル】の系列会社がやっていてね。それで……レイが本社に連れん絡らくして、券を送ってもらって」

　ちらり、とシンマを見て。視線が合わさろうとすると、慌てて逸そらしてしまうが、それでも一いつ生しよう懸けん命めいにこちらと向き合おうとしながら。

「も、もしよかったら……今週末とか、一いつ緒しよに、ど、どう？」

　アリスは尋たずねてくる。だが、すぐに慌てたように付け加えた。

「べ、別にその、あ、あ、あんたとでで、デートしたいんじゃなくて、その、この間、世話になったお礼とか、してないから……それで、なんだけど。ほ、本当よ？」

「そんな……いいのに」

　頭を掻いて、困ったな、と思う。先ほど、アリスへ言ったのは嘘うそでもなんでもない。奈々の世話があるので、たとえ休日であっても気軽に出歩くことは出来ないのだ。しかし、彼女の好意を無下にするのもはばかられた。

　シンマが悩なやんでいると、ミンクが声を上げる。

「シンマくん！　騙だまされてちゃいけませんよ！　これは彼女の罠わなです！」

「罠？」

　驚おどろいてシンマが振り向むくと、ミンクは鋭するどくアリスを睨み付けながら、

「そうです！　アリスはあの【夜明けの星々ロート・グランツ】の刺し客かくですよ。殊しゆ勝しようなことを言ってシンマくんをおびき寄せ、捕つかまえて本社へ連れ去る気です！　わざわざ自分の会社の系列がやっている遊園地を指定してくるなんて、その証しよう拠こじゃないですか」

「ち、違うわよ！」

　アリスは、なんてことを言うんだ、という表情で首を振った。

「あ、あたしはもう、シンマを強引な手で連れて行こうなんて……考えてない」

「信じられません、悪の秘密結社が言うことなんて！」

　ミンクはシンマの手をとって、自分のそのふくよかな胸に引き寄せる。アリスは困ったように眉まゆ根ねを寄せて、シンマを見た。

「し、信じてシンマ。確かに、あたしは乱暴な手を使ったわ。でも……お、お礼とかもあるんだけど、あ、あたしはあんたが、その……正せい攻こう法ほうでこいっていうから、そうしようと思って……本当よ？」

　その瞳ひとみは不安に揺ゆれている。一度行った過あやまちによって、信しん頼らいしてもらえない可能性を、彼女とて自覚していただろう。それでも尚なお、言い訳もせずにこうして正面から意思を伝えてくる。それはなにより、アリスが本当にそう思っている証あかしであるようにも思えた。

「……別に疑ってないよ」

　微び苦く笑しようして、シンマは答える。

「ありがとう。分かった。じゃあ、週末、遊園地いこう」

「え……いいの!?」

「シンマくん!?」

「ミンク、間ま違ちがいを犯おかしたからって、その人が絶対の悪になるわけじゃない」

　そう言って、シンマはミンクの肩かたに手を置いた。

「いくらだって、生きていれば……生きてさえいれば、人は変われるし、学ぶことだって多くなる。……だから、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　それに、と続けて。

「【エターナル】には、汝なんじの罪を許したまえっていう、そういう教えはないのか？」

「うっ……あ、ありますけど」

　痛いところをつかれたように、ミンクは顔を俯うつむけた。

「あ、ありがとう、シンマ！」

「いや、こちらこそ」と、アリスに微笑ほほえんで、シンマは言った。

「でも、あの、ちょっといいかな？」

「なに？」

「悪いんだけどさ──奈々も一緒でいいか？」

「……奈々って、妹よね？」

　頷く。そして、自分の事情を説明した。すると、アリスは少々、渋しぶい顔をしたものの、やがては顎を引く。

「そう、そういうことなら、仕方ないわね。……まあ、最初は、そっちの方があたしも緊張しないし」

　最後だけ、シンマが聞き取れないくらい小さな声で彼かの女じよはなにか呟つぶやいた。そして、

「じゃ、じゃあ、土曜日くらいに、待ってるから！　来ないと許さないんだからね!?」

「ああ、分かった」

　シンマが頷くと、アリスは後ろを向いた。そして、もろ手を挙げる。

「ノンエ！　レイ！　や、やったわよー！　あたし、こう……超ちよう頑がん張ばったわ！」

「おめでとうございます、アリス様！」

「素す晴ばらしいやりとりだった。思わず動画に撮とって世界中に配信したくなったぞ！」

「回り回って、それ、嫌いやがらせになってないかしら!?」

　アリス、レイ、ノンエの三人は、騒さわぎながら盛り上がっていた。

「……どうでもいいけどそろそろ遅ち刻こくしそうだな」

　シンマは腕うで時ど計けいを見下ろして、独りごちる。そして、先ほどからまるで反応のないコトハの様子が気になってそちらを見た。

　彼女は、なぜかあらぬ方向を見み据すえてじっと佇たたずんでいる。そちらの方角を追ってみたが、なにもいなかった。

「コトハ？　どうした？」

「……いえ。お話は終わりましたか？」

「うん、週末、アリスと出かけることになったよ。奈々も一緒に」

「そうですか。では、そろそろ学校へと参りましょう」

　その言葉に頷き、さらにシンマはミンクに声をかけた。彼女は、複雑そうな顔でアリスたちの方を見ていたが、やがて息をつき、シンマの後ろをついてくる。

　それを確認したシンマは一歩、踏ふみ出して。

「……？」

　思わず振ふり返った。また視線を感じた気がしたのである。

　しかし、辺りに人ひと影かげはない。

「気のせいかな……」

【資格者】になってから色々あったため、神経が過か敏びんになっているのかもしれない。

　そんな風に考えて、シンマは学校への道を急ぐのだった。



「……ターゲットは予定通り学校へ向かった模様です」

　廃はいビルとなった建物の屋上に、一つの影かげがある。

　その人物は遠方をじっと監かん視ししながら、その小さな唇くちびるを動かした。

「警けい戒かい対象は第一の使徒であり護衛役である御守紅刃、【アーティファクト】を有するアリス＝ノア＝ナンシェ、ミンク＝フィナーレの三名の模様。他の政府より派は遣けんされた部隊、あるいはアリス＝ノア＝ナンシェの部下二人については容易に対処可能と判断します」

　耳に嵌はめたインターカムに向かって、相手へ口伝する。

　視線の先にいる──一人の少年についての情報を。

「データは揃そろいました。……そろそろ仕し掛かけますか？」

『頃ころ合あいだろうな』

　鼓こ膜まくを打つ年若い声。それに監視者は答える。

「ヤー。それでは、時期を見て襲しゆう撃げきを行います」

　それからそっと、左手にある『それ』に触ふれた。わずかに、口端はしを上げながら。

「幻狼シイ・レアンの意思に従い──【資格者】の、速すみやかなる抹まつ殺さつを」

　空へ消え入るように、そう囁ささやいた。



　精神を集中する。

　そして、頭の中にイメージを形成するのだ。

　今回は炎ほのお。身近にあるもので置おき換かえるとやりやすい。たとえば、ライターだ。スイッチを押して灯ともす。仄ほのかな光が、闇やみを照らした。

　成功すれば後は簡単だ。それを、体の中を通り掌てのひらまで移動するように連想させれば──、

「おっと」

　空中に現実として顕けん現げんする。ソフトボールほどの大きさの火の玉が、数センチほど浮ういた状態で目の前にあった。

　それはシンマが指を振るとふよふよと移動し、その意思に従って様々な方向に踊おどる。知らぬ者が見れば高等マジックか、あるいは妖よう精せいが実在したのだと驚くかもしれなかった。

「上出来だ。段々と慣れてきたみたいだな」

　ぼさぼさの頭をして無ぶ精しようひげを生やした白衣の男が、おざなりな拍手で称しよう賛さんする。やる気の無い態度だが別にシンマのやったことに興味がなかったわけではない。彼かれはどんな時もこのテンションを崩くずそうとはしないのだ。

　訓く堂どう亮りよう真ま。密ひそかに存在する【資格者】を研究する国の機関に所属し、その面からシンマに色々とアドバイスをしてくれる人物だ。表向きはシンマの通う高校の教師という肩かた書がきをもっている。

「力の強弱は、最初より随ずい分ぶんとつけられるようになってきました。この分だと、色々応用も利ききそうですね。ピンポイントで体のある部分だけを狙ねらって、行動不能にさせるとか」

「そうだな。前にも言ったが今までの【資格者】は火、水、土、風という四元素の属性の力、そのどれかを操あやつることが出来た。だが【再生】にしろ【破は壊かい】にしろ、全すべてが大規模用のものであるわけじゃない」

「色々とバリエーションがあるってこと？」

　傍そばにある大樹の枝に腰こしかけて足をぶらぶらとさせながらアリスが尋ねる。その下には、レイとノンエが佇んでいた。

「ああ。力そのものの大小や、【資格者】自身の望みによって【破壊】と【再生】の効果は違ちがってくる。過去の資料でもその時々によって現れる力は様々だ」

　訓堂が頷くと、

「エルスタイン様は、【水】の防ぼう御ぎよ術に秀ひいでていたようです。わたくしの使う【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】の防ぼう御ぎよ壁へきと治ち癒ゆの力は現げん役えき当時のエルスタイン様の、十分の一にも満たないとか。また、他にも色々な【守る】ことに特化した力をお使いになられていたと聞きました」

　岩の上に腰かけたミンクがシンマに話しかける。コトハがそれに付け加えた。

「資格者の死後、その力を宿し、その体内に現れる不可思議な物体。それによって作られる道具──【アーティファクト】が一つずつ効果が違うのも、資格者が【使えたかもしれない】力の可能性をそれぞれ宿しているからだ、という見解の書類を以前に読みました」

　シンマは、「へぇ、色々あるんだな」と感心したように息をつく。

　学校の昼休み。シンマはミンク、アリス、レイにノンエ、コトハ、そして訓堂と共に裏庭にきていた。

　シンマに目覚めた【力】──それをより自分のものとする訓練をするためである。

　ちなみにいくら人気がないといっても学校の敷しき地ち内ないであるから、誰だれかに見つかる可能性もある。そのためシンマは訓堂よりもらったアーティファクト、【水鏡無限】を発動させていた。これを使うと限定された時間、一定範はん囲い内ないが水の膜まくによる壁かべに囲まれ、外部からは一いつ切さい侵しん入にゆうできず、また中の様子が窺うかがえなくなるのだ。

　ちなみにアリスたちのことは、少し前にシンマから訓堂へ紹しよう介かいしておいた。

「しかしお前、今いま更さら訊きくが、一体どういう風の吹ふき回まわしだ？　確かに力はある程度使いたいって言ってたが、今以上にもっと強くなりたいからって頼たのまれた時は驚いたぞ」

　タバコを口に咥くわえ、マッチで火を点つける訓堂。

「そーよ、あたしも何があったのかって思ったわ。もしかして、突とつ然ぜん【資格者】の自覚に目覚めちゃったとか？」

「それなら是ぜ非ひ、我わが【夜明けの星々ロート・グランツ】に来るべきだ！」

　アリスの発言に、レイが拳こぶしをぎゅっと握って力説する。ノンエがそれに乗っかった。

「そうですよ！　今、うちに所属すると週休二日制に有給も年四十日、季節ごとに社員旅行もあるし、危険手当も出るのですよ!?」

「なんてすばらしい会社だ！　感動で涙がちょちょぎれる！」

「優良企き業ぎようだね。二人の口調が棒読みでなく、その手にカンニングペーパーがなければ心が動いていたかもしれないと思う程ほどに」

　シンマが苦く笑しようすると、レイが「ぬぅ！」とたじろいだ。

「この程度、勘かん弁べんしてくれ！　嘘は苦手なんだ！」

「全部台無しになったよ、レイちゃん！　そりゃわたしも大分無理があるなー、正直こういうの、詐さ欺ぎっていうんじゃないかなー、みたいなことは、思わないでもなかったけども！」

「あんたら、うちの組織になんか不満があるわけ!?」

　アリスが吠ほえかかると、二人は露ろ骨こつに目を逸らして口笛を吹くのだった。

「……シンマくん、善の心に目覚めたのなら、うちの方がおすすめですよ？」

　ミンクがこそっと自己主張してくる。

「ほら、あれですよ。救世主様になると、なんと、皆みなに尊敬されてしまうのですよ!?」

「いや、そういうの苦手だからいいよ」

「しかも、い、今なら！」

　急に立ち上がると、彼女は自分の体を抱だきしめた。豊満な胸が左右から寄せられ、余計に際きわどく目立つ。その白い肌はだを上気させながら、ミンクは言った。

「わわわわ、わたわた、わたくくく、しのこの、ななないすな……ばでーも、もも、もてあそび放題でごじゃる！」

「ミンク、無理するな」

　シンマは近づいて、頭を撫なでる。必死にアピールしようとしたであろうミンクは、それで「ぷしゅー！」と口から奇き妙みような声を立てて、その場に崩れ落おちた。

「……まぁ、別に力を使いたい、と思ったわけじゃないんですよ」

　ミンクを介かい抱ほうしながら、シンマが呟く。

「世界とかそういうのに、興味がないのは事実ですから。でも……オレが【資格者】になったことでこれからそれに関かかわる騒そう動どうが大きくなっていくというのも、多分、目を逸らすことのできない現実なんです」

　目をぐるぐる回して気絶しているミンク。レイやノンエと取っ組み合いをしているアリス。シンマはそれらを見た後で、

「だったらそれに対応できるくらいの力は身に着けておきたい。もう、自分の知っている誰かが目の前で傷つくのは……ごめんですから」

　コトハを視界に捉とらえた。彼女は目をしばたたかせる。

「シンマ様……？」

「あの時、オレがもう少しこの力を操れていれば──コトハをあんな目に遭あわせることはなかった。あの時は、たまたま上う手まくいったけど、次もそうなるとは限らない」

　コトハに微笑みかけ、最後に訓堂に目を向けるとシンマは言った。

「だから強くなりたいと、そう思ったんです。運命に──何に与あたえられたか分からないモノへ逆らい続けるためにも」

「……日常を守るため、神を利用する、か」

　口端を上げて、訓堂は煙草たばこを指にはさむ。ゆっくりと紫し煙えんをくゆらせ、

「ま、いいんじゃねえか？　お前らしい考えだ」

「……私も協力させて下さい」

　コトハが近づいてきて、シンマに寄より添そった。彼女は左手に──資格者の使徒たる証である【聖痕】が刻まれたそこに、自分の指を添えて。

「私も、今以上に強くなりたく思います。他の何でもない。……シンマ様の為ために」

「ありがとう、コトハ」

　そう告げた後で、シンマは視線を逸らした。その、吸い込まれそうなほどの瞳でじっと見つめられると、妙みように落ち着かなくなるからだ。

「……今、オレが使える力は火と風ですよね」

「ああ。風の【破壊】は衝しよう撃げき波はを飛ばす、物体を浮かせてぶつける、【再生】は壁を作って攻こう撃げきを防いだり空を飛んだりってとこだな」

「火は火球を作ったり何かを燃やしたり……ってとこまでは理解出来るんですけど」

　以前、火の能力が目覚めた時にどんなことが出来るか一通り、試ためしてみたのである。

「【再生】の方はどうなんでしょう？」

「さてな。さっきも言ったが【資格者】によって得意としたり、実現できる能力もバラバラなんだ。資料にはいくつかあるが……どれがお前向きなのかは発動できるまで分からん」

「じゃあ、たとえばどんな感じになるんですか？」

「火はマイナスで言えば、何かを焼き尽つくすって感じだが、プラスで言えばそれをもってして何かを創つくり出だすって意味にも捉えることが出来る」

　元より火とは文明の象しよう徴ちようであった。人類は炎を己の手で操ることによって、初めて進化の一歩を刻んだのだ。だから、と訓堂は言う。

「炎の【再生】とはそこから何かを生む……ってことになるわな」

「なにかを生む……ですか」

　抽ちゆう象しよう的てきだが、感覚ではなんとなく分かる気もする。

「ま、その内に分かるだろ。資料を調べておいてやる。……後、いいことを教えてやろう」

　訓堂が煙草を携けい帯たい灰皿で消しながら、

「シンマ、コトハにこう言ってみろ。『汝に、その力を使うことを許す』ってな」

「え？　いや、まあ、いいですけど。ええと──コトハ、汝に、その力を使うことを許す」

　こうですか？　と言おうとしたその瞬しゆん間かん。

「っ……！」

　コトハがわずかに顔をしかめた。すると彼女の左手が淡あわく発光し始める。

「これは……？」

「コトハ、あっちの方に手をかざせ。そして念じろ。……放て、とな」

　言われた通りに、コトハが誰もいない場所に左手を向けたその途と端たん。

　──突とつ如じよとして、暴風が吹いた。

「うわっ!?」

　それは一陣じんの巨きよ大だいな刃のように、草を切り大地を抉えぐり木々を傷つける。

「これは……」

「それがお前の【力】だコトハ。正確に言えば、シンマから受け取った風の属性を持つ資格者の力だけどな」

「……もしかして、コトハがオレの【使徒】になったからですか？」

　そうだ、と、訓堂は肯こう定ていする。

「使徒は資格者よりは劣おとるがそれでもかなり強力な力を使える。だがそれには条件があってな。資格者自身が使徒に許可をしなければならないんだ」

「あ、そうか。それであの時……ヴェガコールを吹き飛とばす時にコトハに『力を貸してくれ』って言ったら、風が強くなったんですね？」

　ようやく納なつ得とく出来た。コトハもまた、理解したのか自分の手を見ながら頷うなずく。

「まあ、許可をするっていう意思があれば、言葉はさっきのものでなくてもなんだっていいんだが。とにかくこれがあれば戦いもずっと楽になって、アーティファクトを持っていないコトハもシンマを十分に助けてやれる。中々、便利だろ？」

「ありがとうございます、訓堂様」

　深々と頭を下げるコトハへ訓堂は手を振り、にやりと笑った。

「ま、二人で仲良くやれよ。記録によれば──第一の【使徒】っていうのは、資格者と恋こい仲なかになることも多いらしいからな」

「……ほへ？」

　シンマは、思わず、間の抜ぬけた声を上げてしまう。

「そらそうだろ？　一番初めに選ぶ部下なんだ。他よりも特別になるのは無理もねえさ」

「そ、そりゃそうですけど……」

　困こん惑わくして、シンマは思わず、コトハの方を見てしまった。しかし彼女は相変わらず無表情で、小首を傾かしげながら、

「つまり……私はシンマ様と結けつ婚こんするということですね」

　とんでもないことを言い放った。

「い、一足飛びですかコトハさん!?」

「不束ふつつか者ものですが、何なに卒とぞ、よろしくお願い申し上げます」

「ああ！　前回言ったことが現実になろうとしている!?」

「ちょ、ちょっと！　なに勝手なこと言ってんのよ！」

　聞きき逃のがしてはならないと、アリスがずかずかと迫せまってくる。

「どういうことよ、リョーマ！　よよ、よりにもよって、こ、こんな奴やつとシンマがけ、結婚!?　認めない！　あたしは認めないわよ！」

「シンマの父親かお前は」

「シンマ！　今すぐ、あたしを第一の使徒にしなさい！」

　そう言って、アリスは鼻先数センチのところまで顔を近づけてきた。その愛らしい顔を近きん距きよ離りで直視してしまい、さすがに照れる。

「ちょっ、近いってアリス！　そんなこと言われても、もうコトハを選んだしさ……」

「け、契けい約やく解除よ！　リストラよ！　事業仕分けよーっ!!」

「無む茶ちや苦く茶ちや言うなよ！　後、それだとアリスたちもいらなくなる可能性が出てくるかもだけど!?」

「あ、あたしは必要な事業よ！　生産率ナンバー１よ！」

「なんのだよ！」

「もちろん、子どもとかだ！」

　アリスの両りよう脇わきから手を差し入れると、レイがそう叫さけんで遠えん慮りよなく彼女の胸を揉もんだ。

「ちょっ、なにすんのよレイ！　あ……やンッ！」

「確かに小さいがアリスは中々にいい感度の胸をもっているのだぞ!?　結婚すれば夜の生活はばっちりだ！」

「どうしてそれを知っているの、レイちゃん!?」

　ノンエが、驚きよう愕がくするように叫ぶ。

「決して、寝ねている時に、ちょっと色々やってみたとか、そういうわけではないぞ！」

「決して、寝ている時に、ちょっと色々やってみたとか、そういうわけではないのね!?　信用していいのね、レイちゃん!?」

「やめ……んんっ！　やぁ……！」

「……なにをやってるんだあんたらは」

　シンマは呆あきれてため息をついた。

「モテモテだなぁ、シンマ」

　にやにやと、面おも白しろがるように訓堂がからかう。

「また先生はそうやって、無責任に場を挑ちよう発はつしようとする……」

　苦笑いをしたシンマに、そっと、手が伸のばされた。そのまま、首が掴つかまれて、思い切りなにかに押おし当あてられる。むにょ、という得も知れぬ感かん触しよくに驚おどろいた。

「しし、シンマくんは、渡わたしませんよ！」

「ちょ……ミンク！」

　目覚めたミンクが顔を真っ赤にしながら、必死でシンマを抱きしめてくる。

「シンマくん！　わたくしは……わたくしは二号さんでも良いのです！　二号でも……その……ああ！　二号さんなんてそんなふしだらな！　やはり本命が……でもシンマくんにわがままな女だと思われるのも嫌ですし……ですが！　え、エルスタイン様、わたくしはどうすれば……！」

「とりあえず手て離はなして！　息できない！　死ぬ！」

　よく漫まん画がなどでヒロインの胸に顔をうずめる主人公などが出てきて幸せを感じている描びよう写しやがあるが、現実に遭そう遇ぐうすると嬉うれしいというよりもまず苦しさが先に立つ。これはまさに凶きよう器きである。

「あ、こら、でか乳女！　シンマから離はなれなさいよ！」

「い、いやです！　ここは譲ゆずれません！　め、目立って、いやらしい、わたくしの胸ですが、シンマくんを捕とらえることが出来るなら……！」

「だから息できな……ごふ！　ちょ……ミンク、意外に力つよ……！」

　まずい。本気で意識がくらくらしてきた。まさか世の中にこんな殺人方法があろうとは。

　だが、その時。

「貴女あなた方──今すぐ、シンマ様から離れなさい」

　冷れい徹てつな言葉と共に、鈴すずのような音を鳴らしてコトハが刀を抜いた。その切っ先をアリスとミンクに向けて構える。

「使徒になりたいのであればまず、シンマ様がなにを望むかを一番に考えなさい。現状は本当に、シンマ様にとって好ましいものですか？」

　二人は、途端に、はたと我に返ったようだった。アリスもミンクも慌あわてたようにシンマを解放する。

「ご、ごめんなさい、シンマくん」

「わ、悪かったわね……ちょっとエキサイトしちゃった」

「いや……分かってくれればいいよ、はは」

　ふらふらしたままで、よろめくとコトハが後ろで支えてくれた。

「助かったよ、コトハ」

「いえ、シンマ様の為になるのであれば」

　そこで、シンマは気付いた。コトハのその指が、自分の服の裾すそを、ほんの少し──握にぎっていることを。

　まるで自分に言い聞かせるような口調で。コトハは唇を引き結んで囁いた。

「……私はそれで、いいのです」










　　　第二章　神魔と奈な々なとトリプルデート





　アリス＝ノア＝ナンシェは緊きん張ちようしていた。

「…………」

　息を吸い込んでは吐はき、気持ちを静めようとする。先ほどから、その繰くり返かえしだ。

　ドリームパラダイスランドは相変わらずのにぎわいを見せていた。休日とあってかその度合いはより増しているようにも思える。

　門の前にある、ランドのキャラクター【パラダイスくん】が口から水を吐いている噴ふん水すい前。そこがシンマとの待ち合わせの場所だった。

「大だい丈じよう夫ぶかしら……」

　口に出す。途端、不安が増してきた。

「だ、大丈夫かしら。あたし、変じゃないかしら!?」

　振ふり返って、尋たずねてみる。するとそれに心強く、レイとノンエは答えてくれた。

「大丈夫だ、アリス！」「バッチリですよ、アリス様！」

　その無意味とも言える自信に少し元気づけられるが、アリスは自分の格好を見下ろしてまた心配そうな顔になる。

「で、でも、こんな格好したことないし……全然似合ってないかもしれないじゃない」

　フリルのついたシャツにチェックのスカート、頭には小さくリボンもつけてめかしこんでいた。普ふ段だん、アリスは動きやすいことをモットーに服選びをしているため、己を可愛かわいらしく演出させるなどしたことがないのだ。

「そんなことはない。まるでドールのように愛らしいぞ」

「そうですよ！　とっても保護欲をそそる姿をされています！」

　部下であり、親友の二人は交こう互ごに頷くが、それでもやはりアリスは表情を曇くもらせた。

「あああ、だ、ダメよやっぱり。こんなの。こんなのあたしには向いてないわよ！」

　頭を抱かかえてうずくまる。その姿は普段の自分からは想像もつかないだろう、と思った。

「だだ、大体、お、男の子とデートなんて、したことないのよ。興味だってもたなかったわ。だって、だってそんなの、将来の役になんて立たないもの！」

「そういえばアリス様が、異性と一いつ緒しよにいるところをわたし全然見たことないです」

「言い寄る相手は組織の中でも、向こうのスクールでも沢たく山さんいたものだがな」

　ノンエが首を傾げるのに、レイはふむと顎あごを引いた。

「そんなの、どうだっていいのよ。あたしの目標は、立派になってお父様の役に立つことだもの。だから、勉強も沢山して武器の扱あつかいもきちんと訓練して……」

「その結果が、その手のことにまるで経験のない今の状態っていうことですね！」

　ノンエがにこにこと、アリスの頭を撫でた。それにムカッとして思わず怒おこったように振り払はらう。

「なに笑ってんのよ！」

「だって可愛いじゃないですか！　いつも強気なのに恋れん愛あい面ではまるで駄だ目めなアリス様……ああ、色々ちょっかいをかけて困らせたいです！」

「やめないかノンエ。私もやりたいのは山々だが必死でこう、耐たえようとして多分無理だろうなと思っているところなのだから！」

「努力をしなさいよ努力を！　馬ば鹿かにしてんの!?」

　立ち上がって両手を振り上あげる。それに二人は逃にげていった。

「と、とにかく、わたしたちは物もの陰かげに隠かくれて見ていますので！」

「なにか困ったことがあれば連れん絡らくするんだぞー！」

　それぞれに手を振ると、彼かの女じよたちはいずこかへと去って行った。

「まったくもう……あの子たちはあたしをからかうことに関しては、比類ないコンビネーションを発揮するんだから」

　そこで、アリスははたと気づく。先ほどまであったがちがちの緊張からは解き放たれていることに。恐おそらく、レイとノンエがいつも通りのやり取りで気持ちをほぐしてくれたのだろう。

「……ありがとね、二人とも」

　微笑ほほえんで、自分の頬ほおを叩たたいた。

（そうよ、しっかりしなさい、アリス。今日は……この前のお詫わびをするのが、まず第一なんだから）

　少し前、アリスは組織の秘蔵であるアーティファクト【ヴェガコール】を持ち出し、シンマを無む理り矢や理りに連れ去ろうとした。

　結果的にそれは、彼かれの活かつ躍やくにより失敗となったのだが。そのことに関して、シンマは一度たりとてアリスを責めなかった。父親の期待に応こたえたい。そのプレッシャーで自じ暴ぼう自じ棄きになっていたことを見み抜ぬかれ、その上で仕方のないことだと許してくれたのである。

　今まで出会ってきた、どんな異性よりも強い包容力だった。おまけに彼はこう言った。

　どうせ自分を落とすならもっと正せい攻こう法ほうできたほうがいい。アリスは可愛いんだし。

　……と。

　そんな直接的なメッセージを、なんの照れもなく、また下心なく冗じよう談だんで言ってしまえる人物などこれまでいなかった。

　それからだ。アリスが妙にシンマのことが気になり始めたのは。

　恋こいかどうかは、わからない。だけど、少なくとも気が強く意地を張りがちなアリスが素す直なおに機会を設けて謝あやまりたいと思えるほど、シンマという男は特別になりつつあった。

（……うん。後、それが終わったら、普ふ通つうにデートするのよ。こ、これは、あいつを【夜明けの星々ロート・グランツ】に迎むかえ入いれる為に必要な作戦なんだから）

　変な小細工なしに、あくまでも正直な気持ちで心を掴んでみせる。

　アリスがシンマに対するアプローチとして決めたことだった。

　それはいいのだが、いかんせんアリスはその手のことにうぶ、である。

　異性を恋に落とすためにどうすればいいのかなど、分からなかった。

　前に相当、頑がん張ばって下着姿になって籠ろう絡らくしようとしたが無む駄だに終わったことがある。

（そ、その時あいつにしょ……処女ってバレたのよね）

　急に、思い出して恥はずかしくなってきた。

（ああああ。だめ。なんかだめ。それはダメ。わ、忘れなきゃ。忘れなきゃ……！）

　熱で顔が真っ赤になりそうで、慌ててアリスは自分の顔を両手で覆おおって隠したのだった。

「あら？」

　その時、声がした。アリスはきょとんとそちらの方を向く。そして、

「……うげっ」

　思わず汚きたない声を出した。

　そこには、事もあろうにアリスの宿敵でもある【エターナル】の使者──ミンクが立っている。

　空色のワンピースに身を包つつみ、清せい楚そでありながらお洒落しやれを意識した飾かざり付つけなどをして、まるで一枚の絵画のごとくそこに佇たたずんでいた。

　ミンクはにっこりと微笑んで、

「……偶ぐう然ぜんですね？」

　平然とのたまった。

「な、なにが偶然よ！　完かん璧ぺきに狙ねらってきてんじゃない！　あんたは招待してないわよ!?」

「あなたに招待されたいとは思いません」

「だったら、なんでここにいるのよ！」

「だから、偶然です」

　浮うかべた笑えみを絶やさずに、まるで聖女のような表情で、

「偶然、わたくしもこの遊園地に行きたくなって、偶然、チケットを買って、偶然、アリス、あなたがシンマくんと待ち合わせをする時間に来てしまった、ということです。偶然ってすごいですね。これもエルスタイン様のおぼしめしです！」

「そこまで意図的に計画された偶然ならむしろ邪じや魔ましにきてやったって言う方がよっぽど可愛げがあるわよっ!!」

　一気に叫んだ後で、アリスはぜえぜえと息をつく。

「ひ、卑ひ怯きようよミンク！　これはあたしが頑張ってシンマと約束したのよ！」

「ひ、卑怯とはなんですか！　だから偶然だと言っているではありませんか！　あなたなんかに抜け駆がけされるわけにはいきませんから！」

「あんた善人ぶってる振りしてやることえげつないのよ！　この前だってその化け物みたいなおっぱいでシンマを誘ゆう惑わくして！　この色しき魔ま！」

「ししし、色魔とはなんですか！　下着姿でシンマくんを籠絡しようとしたあなたには言われたくありません！」

　痛いところを突つかれた。ついでにさっき忘れようとしたことを掘ほり起おこされた。

「あ、あたしはいいのよ！　その……こう……にゃー！」

　上う手まく言い返せなかったので、混乱したアリスは妙みような声を出だした。

















「とにかく……これは偶然ですから。どうせだから、シンマくんやアリスと一緒に遊ぶことにします」

「嫌いやよ！」

「あなたには頼たのんでません。シンマくんに訊きいてみます！」

「そんなのあいつなら絶対にオッケーするに決まってるじゃないのよ！」

　地じ団だん駄だを踏ふむと、ミンクは勝かち誇ほこったように「ふふふ、きっとそうでしょう」と笑みを漏もらした。

（ほんとにどうしてくれようこの女狐ぎつね……このままいいようにしていたら、あ、あたしには出来ない技わざでシンマに色んなことをするに決まっているわ！　今のうちに何かしらの対策を考えないと）

　と、自分のやけに平たい胸に手を当てる。

「……だ、大体、それにあんたはねぇ！」

　そして再び、ミンクに舌ぜつ戦せんを挑いどもうとしたが、

「ありゃ、もう来てたのかー」

　アリスの耳に聞き馴な染じんだ、のんびりとした声が入り込んできた。

「し、シンマ!?」

　慌ててアリスはその場からわずかに飛びのくと、自分の服装に変なところがないか急いでチェックする。横目で見るとミンクも同じようにしていた。

　シンマはジーンズに薄うす手でのシャツ、その上からパーカーというラフな格好でぶらぶらと歩いてくる。

「おおおおお！　これがれじゃーらんどかあ！」

　その隣となりには、小さな子が居て彼の手を握っていた。おかっぱ頭に太い眉まゆが特とく徴ちよう的てきな少女だ。恐らくはあれが、シンマの妹である奈な々ななのだろう。だが、それはいい。奈々がくることはアリスも承知していたのだから。

　しかし、見み逃のがせないものがその隣にはあった。

「これが、シンマ様の仰おつしやっていた『あみゅーずめんとぱーく』というものなのですね」

「ああ。すごく楽しいところだから、コトハもいい経験になると思うよ」

　シンマが笑え顔がおで話しかけているその、紫むらさき色いろの長い包みを持った人物を見み紛まがうことはない。

　御み守かみ紅こと刃は。彼の護衛である。

　……いや、そこまではまだ想像ができた。シンマの【資格者】という立場上、コトハはそれこそ二十四時間ずっと、安全のため彼の守り手として傍そばにいる。だから、アリスとのデートであろうとついてくることはあるだろう、と思っていたからだ。本心から言えばそれも嫌だったのだが、ともかく。

　問題は、シンマが左にいて、奈々を挟はさみ、その右にコトハが居るということだ。

　しかも──空いた方の、奈々の手を握って。

（ちょ……ど、どういうことよ!?）

　互たがいに奈々と手を繋つないで、一緒に歩いてくる。まるでその姿は、仲睦むつまじい家族。

　いや……もっと言えば、

（ふ、ふ、ふ）

　認めたくない。それを口に出してしまえば、こちらの出で遅おくれた感が尋じん常じようではなくなるからだ。しかしアリスより先に、

「ふ、夫ふう婦ふみたいです……！」

　ミンクが声にして言ってしまっていた。思わずそちらに視線をやる。彼女もまた、顔面蒼そう白はく状態で唇くちびるを震ふるわせて、その両手を祈いのるように握っていた。

「ごめん、待たせちゃったかな？」

　愕がく然ぜんとしているこちらが、遅ち刻こくして気を悪くしているのだとでも思ったのだろう、頭を掻かきながらシンマが頭を下げる。

「って、あれ、ミンクまでいるのか。アリスが誘さそったとか？」

　そんなことに答えている場合ではなかった。

「し、し、シンマ、それは……」

　訊きたくはない。だが訊かないわけにはいかない。そう思ってアリスが指を差した。

「そ、それはなにをやっているの!?」

「それ？　どれ？」

「こ、コトハさんが、奈々ちゃんと手を繋いでいることです……！」

　ほとんど悲鳴のような音量で叫ぶミンク。それにシンマは目をしばたたかせて、「ああ、これ？」と軽く手を持ち上げた。コトハもまた同じようにし、奈々がゆっくりと空中に浮かぶ。

「うあー、おてがるマジックだー」

　呑のん気きに喜ぶ奈々に笑いかけた後で、彼はこちらを向いた。

「いや、奈々がこうしたいって言うもんだからさ」

「な、奈々ちゃんが……？」

「うん、奈々が言った！　おねーちゃんたち、はじめまして！　奈々は奈々です！」

　地上に降りた奈々が、行ぎよう儀ぎよく頭を下げる。それにミンクははっと我に返ったように、

「あ、は、初めまして……ミンクって言います。よろしくね、奈々ちゃん」

「……よろしく。アリスよ」

　アリスもまた、その場は普通に挨あい拶さつをした。

「そ、それで奈々ちゃん、どうして、あなたはコトハさんと……手を繋いでいるんですか？」

　腰こしを屈かがめて目線を合わし、ミンクは真しん剣けんな表情で問いかける。すると彼女は「おー？」と目をしばたたかせて、

「あのなー。奈々が、コトハと手を繋ぎたかったからだ！」

「どうして、繋ぎたいと思ったのよ」

　アリスが尋ねるのに、彼女は頷うなずいた。

「コトハが、好きだからだー！」

　一点の曇りもない、純じゆん粋すいな気持ちの発はつ露ろである。彼女はそのまま、隣のコトハへ抱だきついた。ぐりぐりと顔を押し付け、

「コトハは奈々のはんりょだー！」

「家族な。兄ちゃん、お前とコトハを結けつ婚こんさせるつもりはないぞ」

「そんな、おとうさん！」

「君にお父さんと呼ばれる筋合いはないというかお兄ちゃんです！」

「い、いつのまに……」

　くらくらとめまいがしたかのように、ミンクはその場に膝ひざをついた。

「あんた……どうやったのよ。随ずい分ぶんと懐なついてるみたいじゃない」

　アリスが睨にらみ付けるとコトハは、小首を傾かしげる。

「別になにも。ただ……私はシンマ様の護衛です。ずっと同じ家で暮らしていますから、必然的に距きよ離りも近くなるものかと思われます」

「いけしゃあしゃあとこの女……」

　どうやら、敵はミンクだけではないようだった。

「アリス、ちょっとお話いいですか」

　と、ミンクが腕うでを引っ張ってくるので、アリスは「なによ」とついていく。それから少し離れたところで、二人してしゃがみこんだ。

「どう思いますか？」

　率そつ直ちよくな質問にアリスはすぐに察しがついて、ため息をつく。

「正直、わからないわね。家族……ってところがちょっと引っかかるけど、シンマのことだから何かの事情があってコトハをそういう風に迎え入れたのかもしれない」

「わたくしもそう思います。ですが……奈々ちゃんとあそこまで仲良くなっている以上、要注意人物かもしれませんね」

「かもしれないわ。気を付けた方がいい。ああいう、大人しくて消極的な女ほど男は惹ひかれるものよ」

　と、昨日必死で読んだ恋愛マニュアルにそう書いてあった。

「……。アリス、ここは一時休戦といきませんか？」

　そう、考え深げに黙だまり込んだ後、ミンクは持ちかけてくる。アリスは、一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまった。

　が……確かにここは、いがみ合っている場合ではなさそうだ。

「そうね。今日のところは、お互いに相手を潰つぶしあったり、邪魔したりするのはやめましょう。まずはコトハよりもシンマの心を掴つかむ。それにはあの子……奈々と仲良くなるのが先決よ」

「わたくしもそう思います。それじゃあ──共同戦線といきましょう」

　ミンクが手を差し出す。それを、アリスは渋しぶ々しぶながら握り返したのだった。

「奈々！　兄ちゃんと抱きつきたくはないのか!?　今日、兄ちゃんとは、二回しか抱き合あっていないぞ！」

「さいきん、奈々はコトハと抱きつきたい気分なのだ」

「うそだああああああ！　世の中は絶望に満ちているうううううう！」

　背後で、どうしようもない叫さけび声ごえを上げている、シンマを振り返りながら。



「にいくん、奈々はあれにいくぞおおおおおお！」

　奈々は、叫びを上げると突とつ発ぱつ的てきにテンションが上がり、その場から駆かけだした。

　アリスからチケットを渡わたされ、シンマたちは門をくぐった。ちなみにコトハの分は彼女が予備で持っていたものをくれ、ミンクは自分で購こう入にゆうしたらしい。

「こら、ちょっと待て、奈々！」

　慌あわててシンマは追いかける。彼女が辿たどり着ついたのは、見た目から怪あやしそうなボロボロの一いつ軒けん家やだった。【殺さつ人じん鬼きのいる家】という名前が書かれた看板が掲かかげられている。ただ、かなりの人気なのか長ちよう蛇だの列が出来ていた。フリップには『ただ今、三十分待ち』と書かれている。

「ああ、こりゃダメだ、奈々。随分と混こんでるよ」

「なぎたおせばいい」

「とんでもないことを言うな」

「にいくんならあるいは……！」

「兄に邪じや悪あくな希望を持つんじゃありません！」

　実際に、やろうと思えば出来ないこともないのだが。いくら奈々のためであったとしても、もちろん、実行するつもりはない。

「と言ってもシンマ、この遊園地はどこもこんなもんよ。人が多いからどうしたって並ぶのよね」

　隣に立ったアリスが腕を組む。それにシンマは「へぇ」と感心した。

「じゃあ、しょうがない、ちょっと立ってるか……」

　奈々に「みんなも待っているから待つように」と言い聞かせると、彼女は素直に「わかった！」と返事した。こういう聞き分けのいいところが彼女の長所でもある。早さつ速そく、奈々はコトハと一緒に暇ひまつぶしの『あっち向いてホイ』をやり始めた。動体視力に優すぐれているためかコトハはジャンケンが異常に強く、未いまだに奈々は彼女に勝ったことがない。それが悔くやしくて、事あるごとに挑んでいるのである。

「ああ、そうだ」それを見ながらシンマは口を開いた。「アリス、今日はありがとうな」

「へっ？　え、い、いきなりなによ？」

　驚おどろいたようにアリスは目を丸くする。それに苦く笑しようした。

「いや、わざわざ誘ってくれてさ。普段、あんまり外出とかしないから奈々も喜んでるよ」

「……べ、別に、あんたに感謝されるいわれはないわよ」

　アリスはぷい、と横を向く。だが、その頬は赤かった。

「そ、それに、あたしだって……その。謝りたかったし」

「この前のことか？　それはもういいって」

「よくないの！　あ、あんたがよくても、あたしは収まりつかないんだから。ええと……前にも言ったけど、改めて」

　アリスはおずおずとシンマの方に向き直ると、頭を下げた。

「ごめん。やりすぎだったのは……認めるわ」

「ん、なら、それでいいんじゃないか。もう、これで終わりにしよう」

　シンマはそう言って、アリスの頭を撫なでる。すると彼女は、「ちょっ……！」と飛びのいて、ゆでだこのように赤くなった。

「い、い、いきなり女の子の頭撫でるなんてどんな了りよう見けんよ！　失礼でしょ！」

「あ、ご、ごめん。つい、妹にやるみたいにやってしまって……」

「……べ、別にいいけど」

　スカートの裾すそをぎゅっと握にぎって、朱しゆに染まった顔で、少しだけシンマを見上げるアリス。

「つ、次から許可とりなさいよ……？」

「あ、ああ。わかった」

　その、いつもとは違ちがう妙に大人しい反応に少しどきりとする。

（……アリスも普通の女の子みたいになる時があるんだな）

　そう思って、なんだか、じろじろと見てしまった。

「み、み、見んなー！」

「のぶしっ！」

　思い切りグーで殴なぐられる。反射的な行動だったのかアリスは「あっ」と言ってバツの悪そうな顔をした。

「シンマ様になにを……！」

　コトハが刀を抜ぬこうとするのを、シンマはすかさず手で制す。

「いや、いい。今のはオレが悪かった」

「しかし……！」

「大だい丈じよう夫ぶだって。……ところで、ミンクはどこいった？」

　話題を逸そらすために言ってみた。先ほどトイレにいく、と言い残して去ったまま戻もどってこない。

「うんこじゃないのか」

「そうかもしれないけどものすごく自然に、うんことか言うのやめような」

　奈々の頭を軽くこづいた。そこへ、

「お待たせしました！」

　ミンクが戻ってくる。その手には、ソフトクリームが握られていた。

「あんた、自分だけそんなの買ってきたわけ？」

「ち、違いますよ、全員分買ってこようと思ったんですけど、人気があったのか随分並んだ上、一つしか残ってなくて……」

　アリスがじと目で見るのに、ミンクは焦あせったように説明する。

「つまりそれを……見せびらかすわけだな？　ミンクはひどいなぁ」

　シンマがからかうと、彼かの女じよは首をぶんぶんと振ふる。

「ひ、ひどいですよシンマくん！　わたくしはそんな女じゃありません！」

　そして、腰を屈めると、「はい！」とソフトクリームを奈々に差し出した。

「奈々ちゃん、今日、ちょっと暑いし冷たいものが欲ほしいでしょう？」

　奈々は目をしばたたかせて、それを見る。

「これ、奈々にくれるのか？　わいろか？」

「わ、わいろじゃありませんよ、ええと、プレゼントです。その、奈々ちゃんとはせっかく会ったし、仲良くしたいなあって思って……お近づきの証です」

　アリスが、「なっ！　しまった！」と高く声を上げた。出し抜かれた、とでも言いたげな口調だ。

「そうかー。奈々にぷれぜんとかー！」

　にこにことする奈々。

「そうですよー。ぜひ、食べてください！」

「ありがとう！」

　ミンクに向かって、笑顔のままで彼女はこう叫んだ。

「いらんっっ!!」

「ええっっ!?」

　予想外だったのだろう。そのままミンクは尻しり餅もちをついた。

「な、なぜですか!?」

「知らないのか、ミンクおねーちゃん。甘あまいものは、いちにち、一つだけなんだぞ！」

「……あー。ごめん。オレがそう教えてるんだよ」

　頭を掻く。伝えておくのを、忘れていたようだ。

「お菓か子しとかそういうのは、一日に一つまでって決めないと奈々は際限なく食べるからな」

　それに、彼女に欲しいと言われると自分もまた、限界なくあげてしまう。そのためお互いにそれを防ぐためとしてボーダーラインを引いたのだ。

「なー。今日はもう奈々食べたもんなー、コトハ」

「はい。奈々様はここへ来る途と中ちゆうに、シンマ様の買ったクレープを食べております」

「そ、そんな……！」

「だからおねーちゃん、ごめん、いらない！」

　快活にそう言われ、ミンクはショックを受けたように何歩か後ずさり、シンマを見る。

「ちゃ……ちゃんとした教育を、しないでくださいっっ!!」

「ええ!?　ごめん!?」

　なぜか、涙なみだ目で怒おこられてしまった。

「さあ、さあ、あんたたち、ぎゃーぎゃーやってないで。やっとあたしたちの番が回ってきたみたいよ」

　なぜかすこぶる嬉うれしそうに、アリスがそう言って皆みなを先導した。



『この世には常識では計り知れないものが数多くあります……。この家に棲すまう男もその一人。彼かれは、これまで何百人もをその手で殺あやめた恐おそろしい殺人鬼なのです』

　おどろおどろしいナレーションが、天てん井じよう近くから響ひびいてくる。

　どうやらこの『殺人鬼のいる家』は探たん索さく型のアトラクションらしい。自分の足で家の中を冒ぼう険けんし、出口までたどり着く。それまでの間、色々こちらを怖こわがらせる演出が仕し掛かけられているという寸法なのだろう。

　殺人鬼が住むという家は見事なまでに荒あれ果はてていた。床ゆかは腐くさりかけ（ているように見せかけており）一歩進むごとに、ぎしぎしと嫌な音を立てる。壁かべは苔こけむし、あちこちに血ち飛沫しぶきがあった。全体的に照明が絞しぼられ薄うす暗ぐらく、数歩先がどうにか見通せるくらいだ。半開きになった扉とびらや、曲がり角に何かが潜ひそんでいても決して気付けない──そんな不気味さがあった。時折、どこからか聞こえてくる悲鳴もその雰ふん囲い気きに拍はく車しやをかける。

『そして今日もまた彼は、獲え物ものを引き連れて家へと帰ってきました。無力な犠ぎ牲せい者しやを、その手にもった大ナタで……叩たたき切るのですっ！』

　だんっ！

『ぎゃあああああああああああああああああああ！』

　鈍にぶい音が鳴った瞬しゆん間かん、まさに絶ぜつ叫きようとしか表せない声が家中に轟とどろいた。タイミングとしてはばっちり、こういったことにあまり驚かないシンマでさえわずかに体を竦すくませたほどだ。しかし、

「あるこー！　あるこ！　奈々がー！　あるけばー！」

　愛すべき妹は、まるで気にした素そ振ぶりもない。元気よく手を振りながら、意い気き揚よう々ようと歩いていく。

「奈々様は平気のようですね」

　隣で、その奈々以上に冷静でいるコトハが告げた。シンマは苦笑する。

「どうしてだか分からないんだけど、今までホラー映画だの、その手の漫まん画がだのを観みたり読んだりしても、あいつはまるで怖がらないんだよ。でもこういうところに来るのは好きなんだ。コトハは大だい丈じよう夫ぶ？」

「私は問題ありません。明らかに作り物であることは一目で分かりますから」

　確かにそうだが、そう言ってしまってはなんだか元も子もない気がした。ミンクを見ると、彼女もまた平気そうに真まっ直すぐと前を見て変わらぬ表情で歩いている。

「は、ははは。そうよ。造りものよ。観て分かるわよ全然怖くなくてほんと拍ひよう子し抜ぬけしちゃうわ大したことないわねがっかりよ」

　それに比べて、アリスはと言えば明らかに無理をしているのが分かるほどの恐こわがりっぷりだった。顔面は蒼白だし歯根はかみ合っていないし、小刻みに体は震えているし先ほどから歩くとき、手と足が同時に出ている。

「アリス、本当に平気か？　なんだったら戻ってもいいんだけど」

「ななななな、なに言ってるのよ！　【夜明けの星々ロート・グランツ】の次期党首であるあたしがこんな子どもっぽいアトラクションでビビるわけないじゃない！」

「だったらいいんだけど……明らかに限界っぽいからさ」

「馬ば鹿かにしないでよ！　あ、あたしはねぇ！　こーんな、こーんなこと日にち常じよう茶さ飯はん事じなんだから！　殺人鬼の友達なんていっぱいいるんだからね!?」

「それはそれで問題ある気がするよ!?」

「と、とにかく、大丈夫なのよ！」

　と、アリスが胸を反らしたその時だった。

「泣く子はいねがああああああああああああああああ！」

「いやあああああああああああああ！」

　突とつ然ぜん、先にある部屋から扉を開けて、鬼おにの面と蓑みのを被かぶり、その手に包丁をもった怪かい人じんが二匹ひき、飛び出だしてくる。するとアリスはあっさりと虚きよ勢せいが崩くずれ、跳とび上あがってそのままシンマに抱きついてきた。

「なんかきたなんかきたなんかきたああ！」

　コトハがアリスをはがそうとするが、シンマはそれを手で押おしとどめる。

「泣く子はいねがああああああああああ！」

















　怪かい人じん達たちは尚なおも脅おどしをかけるように両手を振り上げた。

「おおおお！　なんだこれ！　鬼マンか!?」

「泣く子はいねえのがああああ！」

「いねえぞおおおお！」

　奈々のテンションがフルになり、その場ではしゃぎ始める。

「っていうかこれ、なまはげじゃないのか……」

「なまはげってなんです？　シンマくん」

　ミンクが尋たずねてくるのに、シンマは「確か秋田県の伝統行事だったかな」と答えた。

「オレも詳くわしくは知らないけど、冬に家を訪おとずれて子どもや女性を脅しつける役目をもってるとか、なんとか」

「しかし殺人鬼の家になまはげとは妙みようですね」

　コトハが小首を傾げる。

「彼らに殺人の前科はなかったはずですが」

「空想上の存在に前科って言われても……」

　それはともかく、と、シンマは目の前でひたすらに泣く子はいないかと主張しているなまはげを観察した。先ほどからどうにも引っかかるものがある。

「泣く子がいたら連れてくぞおおおおおお！」

「いやああ！　泣いてない！　泣いてないからあっち行ってよおおお！」

　思い切りシンマの体に顔をうずめて泣きじゃくっているアリスをとりあえずあやしつつ、シンマはしばらく怪け訝げんな顔をしていたが、

「貴女あなた方、一体なんのつもりですか」

　先にコトハが気付いてそう告げた。

「ノンエ。──それにレイでしょう」

「あ、やっぱりか」

「…………え？」

　どうにも聞き覚えのある声だと思ったら、当たっていたらしい。するとアリスがきょとんとした顔でなまはげに視線を向ける。

「あ、ほんとうですね。言われてみればそんな感じです」

　ミンクが合が点てんいったように、ぽんと手を打った。それに、なまはげ二人は明らかにたじろぐ。

「な、泣く子は………その。レイとかノンエではないはげよ！」

「そ、そうなま！　オレたちは二人合わせて殺人鬼の家の番人、なまはげブラザーズなま！」

「無む理り矢や理り語ご尾びでキャラを統一しようとしてるけど、怪しさ半はん端ぱないよあんたら……」

　シンマが呆あきれてため息をつくと、なまはげの右が左に耳打ちした。

「どうしよう、レイちゃん、なんだかバレてるよ……」

　それに対して左は唸うなる。

「なぜだ……変装は完かん璧ぺきであったはず。これでは『アリスを怖がらせてシンマと密着させよう計画～ヴァルハラの彼方かなたに～』がわずか数分足らずでパーだ！」

「怒られる！　これは怒られるよレイちゃん！　そもそもなぜなまはげなの!?」

「なんか、日本独特ですごく恐かったからだ！　だって、生で剥はぐんだぞ!?」

「その気持ちはすごくわかる！　でも、やっぱりどう考えてもこれはミスマッチよ！」

「あ、あんたたち……！」

　地じ響ひびきの効果音でも聞こえてきそうなほどの迫はく力りよくで、アリスが二人を睨み付つける。今にも怒いかりが大だい噴ふん火かしそうな勢いだった。

「こうなれば！」「行くのね、レイちゃん!?」

　二匹のなまはげ……もとい、レイとノンエはお互たがいに頷うなずいた。

『全軍、撤てつ退たいー！』

「待てこらああああああああああ！」

　凄すさまじい速度で家の奥おくへと逃とう亡ぼうしていく二人を、アリスもまた全力疾しつ走そうで追いかけていく。途中で様々な仕掛けが彼女を襲おそうが、もはや目にも入っていないらしくまるで暴走車のように次々と撥はね飛とばしていった。

「あー。鬼マンどっか行っちゃったぁ」

　奈々が残念そうに言うのに、シンマは苦笑して頭を撫でる。

「一体なんだったんでしょう、彼女たちは」

　コトハが不思議そうに言うのに、肩かたを竦めた。

「まったく、困った人たちですね。従業員の方たちも迷めい惑わくだったでしょう」

　ミンクがつと息をつく。その姿は、毅き然ぜんとしていてまるで揺ゆるぎがない。

「しかしさすがだな、ミンクは。全然動じないんだから」

「そんなの、奈々ちゃんやコトハさんもそうじゃないですか」

「この二人は特別だろ……コトハは訓練しているし、奈々はなんかこう……なにがあってもノリで突つっ走ぱしるタイプだし」

　前方で飛び出してきた生首に爆ばく笑しようしている奈々を見てミンクはくすくすと笑いながら、

「確かにそうですね。でも……わたくしはか弱き人々の為ために働く、エルスタイン様の子です。どのような危ない目に遭あっても、平然としていなければ、護まもるべき人たちを不安にさせてしまうでしょう？」

「……そっか。すごいなあ、ミンクは」

　素す直なおに感心して、シンマは再び歩き出した。が、

「……ん？　どうした、ミンク？」

　立ち止まって振り返かえる。彼女はなぜか、立っている場所から一歩も動いていなかった。

「あ。いえ、その……なんでもないんです。先に行っていて下さい」

　なぜか苦笑いで手を振る彼女に、シンマは怪訝な顔で問いかける。

「なんかあったの？　どこか怪け我がしたとか？」

「いえ、ほんとに大丈夫ですから！　どうぞ、お気に為なさらずに！」

　そう言われても、放っておくわけにはいかないと、シンマは近づいた。露ろ出しゆつしている肌はだの部分を見るが、どこも傷ついている様子はない。いや、そうだとしてもミンクは治ち癒ゆ能力を持つアーティファクトを持っているのだから、それで治せばいい話である。

「なにか事情があるのか？　いや、話せないならそれでいいけど」

「……そういうわけではないんですが」

　顔を俯うつむけるミンク。なぜか、照れたように頬ほおを染めている。

「──腰こしが抜けたのではありませんか」

　コトハが唐とう突とつに指し摘てきすると、彼女はびくりと震ふるえた。

「え、そうなの？」

「ち、違います！　そんな……わたくしは！　決して、その……」

　あたふたと手を振りながら、ミンクは必死で説明する。

「わ、わたくしは別に、先ほどのなまはげに驚いて足が動かなくなったとか、そういうことではなく……。だ、だって、わたくしは偉い大だいなる方の子であるわけでして、こ、こんなので怖がってはいけないのですし……その」

　みるみるうちに、彼女の顔は耳まで真っ赤になっていた。取とり繕つくろおうとする様が、言葉とは裏腹にその事実を雄ゆう弁べんに語っている。

「なんだ、それならそうと、言えばいいのに」

　シンマは微笑ほほえんで、しゃがみこむと背中を向けた。

「ほら、乗って」

「い、いけません、シンマくん！　シンマくんにお、おんぶしてもらうなんてそんな！　も、もったいないです！」

「なにわけのわからないこと言ってんの」

「そうだぞ！　にいくんのおんぶは元気一発だ！」

「天下一品、な。まあ別にその表現でも間ま違ちがってはいないけども」

　奈々の応おう援えんもあって、ミンクは迷うような間を空けていたが、やがて「で、では……」とおずおずその体を預けてきた。シンマは「よっ……」と掛かけ声ごえを一つ、立ち上がる。

「お、重いですよね。重いですよね、ごめんなさい……」

「別に大丈夫だよ」

　といったところで、シンマは背中越ごしに、柔やわらかい二つの感かん触しよくを覚える。

（うっ……これは。言うまでもなく、なんていうか……）

　なるべく、意識しないように心こころ掛がけた。紳しん士しになれ、と言い聞かせる。妹が、妹が見ているのだぞ、と。

「そ、それじゃいこうか」

「……はい」

　首に手を回してくるのを確かく認にんして、シンマたちは再度、アトラクションの中を進み始めた。するとミンクがその顔を肩の上に乗せてくる。

「ありがとうございます……。情けないですね」

「そんなことない。誰だれだって苦手なものはあるさ」

「でも、わたくしは何事にも強くあらねばならないのです。そう、教えられてきましたから。偉大なる【エターナル】の使者として……」

　まるで己おのれを叱しかりつけるような言い方だった。シンマはミンクが抱かかえているもの、その一いつ端たんに触ふれた気がする。だから少し、黙だまった後で口を開いた。

「……なあ、ミンク。初めから神様になれる人なんて、いないんじゃないかな」

「え？」

「だって、オレたちは人間だからさ。怒ることもあるし、憎にくむこともある。欲しいものはあるし、弱音だって吐はく。それでもがんばり続ければ、いつかは神様にだってなれるかもしれない。だけど、それにはやっぱり、時間がかかると思うんだよ」

　微笑みかけながら、シンマは続ける。

「だから、すごく辛つらいこともあるし、なんで自分はこんなにダメなんだろうって責めることもあると思う。そういう時は、頼たよっていいと思うんだよ」

「……頼る、ですか？」

「オレでもいいし、コトハでもいい。アリスでもいいし、奈々でもいい。頼るっていっても、内容はただの愚ぐ痴ちでも、なんだっていい。オレはなんにも出来ないかもしれないけど、話くらいは聞けるよ。ミンクがそれで憧あこがれの人に近付けるようまた頑がん張ばれるのなら、いくらだって協力する。神様じゃないオレたちが、寄より添そって暮らしているのは、そういう為なんだと思うからさ」

　前方を歩く奈々、コトハを見ながら、

「だからオレたちには、弱い部分を見せて欲しいな。ミンクががんばっているのはすごいけど……無理をされるのは、辛いから」

「……シンマ、くん」

「うん。……いや、なんか、ミンクの生き方に水を差すようなことを言って、ごめん」

　苦く笑しようする。ミンクはしばらく無言だった。なにか、まずいことを言っただろうか、と思っていると、

「……いいえ。ありがとうございます」

　シンマの肩へ置かれた手に、少し力がこもる。ミンクは、囁ささやくように言った。

「やっぱり、シンマくんは変わっていませんでした」

「え、そうか？」

「はい」

　心の底から嬉しそうに、

「あの時と同じ。……わたくしを、たった独りのところから、助けてくれるんですね」

















　ミンクは、そう、静かに呟つぶやいた。



「お疲つかれ様さまでした」

　ベンチで休んでいると、そう声をかけられる。視線を傾かたむければ、そこにはコトハがいた。

「うん、コトハもな」

　隣となりに腰かけた彼女に微笑むと、軽く会え釈しやくする。

【殺さつ人じん鬼きのいる家】を楽しんだ後、いくつかのアトラクションで遊び、午後を大きく過ぎた後に昼食をとった。その後、少し休きゆう憩けいをとるために広場へ来ていたのだ。

　目の前では、奈々とミンク、アリス、それにレイとノンエが一いつ緒しよに鬼ごっこをして遊んでいる。元から人に懐なつきやすい子ではあったが、彼女たちとは特に打ち解けたようだった。

「シンマ様は、奈々様とお遊びにはなられないのですか？」

「ん？　ああ、せっかくアリスたちと仲良くなったんだし、そっちの方がいいだろ」

　その言葉に、コトハは目をしばたたかせる。それを見てシンマは苦笑した。

「なに。独どく占せんするだろうと思ってた？」

「いえ、そういうわけではありませんが。……少々、意外でした」

「奈々には、出来るだけ色んな人たちと触れ合あってもらいたいんだ」

　そう言って、無む邪じや気きにはしゃぐ妹を眺ながめる。

「うちには両親がいないから、どうしても人と会う機会っていうのが他のうちよりかは少なくなるからさ。その埋うめ合わせっていうわけじゃないんだけど……」

「……そうでしたか。納なつ得とく致いたしました」

　コトハはぴったりと合わせた両ひざの上で、手を組んだ。そうして黙り込んでいたが、突然に、

「シンマ様、来週末はお暇ひまでしょうか」

「ん？　特に予定はないけど」

「では、買い物に付き合っては頂けないでしょうか。もちろん、奈々様とご一緒に」

「いいけど……珍めずらしいな。コトハから言ってくるなんて」

　とにかく己というものを主張しない彼かの女じよは、何かを要求するということを今までしたことがない。驚おどろいていると、

「少し、揃そろえなければならないものがありますので」

「そうか、了りよう解かい。そういえば、コトハの服とかも買わないといけないよな」

「……服、ですか？」

「今は、コトハが自分の家からもってきたものを着てるけどさ。いつまでもそういうわけにはいかないだろ」

「いえ……しかし。そこまでして頂くわけには。私はただの同居人ですから」

「……えーと」困ったシンマは鼻を掻かく。「ダメかな？」

「ダメ、というわけではありませんが……」

　コトハもまた、表情からは分かりにくいが当とう惑わくしたようにわずか眉み間けんに皺しわを寄せた。

「いや、迷惑だったらごめん。でも、ほら、コトハも家族みたいなものだし……。ええと、ほら、それにさ」

　どうにか、遠えん慮りよしないような言い方を考えて、口にした。

「オレも、コトハが可愛かわいい服着たところとか……見たいし」

　きっと、奈々もそう思っている。そう付け加えようと、コトハの顔を覗のぞき見みて、

「……コトハ？」

　シンマはきょとんと目をしばたたかせた。コトハの動きが、こちらを向いたまま止まっていたからだ。そして、顔を伏ふせると同時、自分の今着ている服をじっと観察する。

「……これではいけませんか？」

「いや、いけないってことはないよ！　ないけど……あの。違ちがう服とか着てみたら、もっといいんじゃないかなって……」

「……そうですか」

　再度、前を向いた時にはもう元のコトハに戻もどっていた。なんだったんだろう、と思っていると、彼女は視線を逸そらした。まるで何かを誤ご魔ま化かすように。そして、

「シンマ様、あれをご覧ください」

　広場の中央を指差す。そこには、人だかりができていた。奈々たちもいる。その中心には何人かの、派手目の服を着た者達が立っていた。

「なんだ、あれ？」

「恐らく、雑技団の巡じゆん業ぎようでしょう」

　コトハの台詞せりふを裏付けるように、彼らはそれぞれ、礼をすると共に様々な曲芸を見せ始める。

　ある者は巨きよ大だいな球に乗って巧たくみに動き、ある者はボウリングのピンをジャグリングし始めた。と思えば一人が口に液体を含ふくむと同時、勢いよく火を噴ふきだす。その隣では、アクロバティックな動きで踊おどりを披ひ露ろうする者達もいた。

「へえ、初めて見たよ、ああいうの」

「私もこの目にするのは初めてです。見事なものですね」

　それぞれが余興で盛り上げた後、不意に彼かれらは動きを止めた。さっと分かれると、そこには二人の男女が現れる。

　一人はシンマより少し年上であろう背の高い男性だった。フレームレスの眼鏡に青白い肌、円の中で白と黒が入り混じった奇き妙みような文様がポイントとして描えがかれた服を着ている。

「陰いん陽ようですね。古代中国の思想を元にした、森しん羅ら万ばん象しようを顕あらわす文様です」

　コトハが説明してくれた。それに頷いていると、今度は一人の少女が男の前に立って片手を挙げる。

　年の頃は十代前半ほどだろうか。ぼさぼさの髪かみを、頭の上で左右に分けてくくっている。顔自体の作りは整っているが、全体的に薄うす汚よごれているためにあまり美しくは見えない。鋭するどい目が特とく徴ちよう的てきだった。全身を覆おおうマントのようなものを身に纏まとっている。

「あんな小さな子までやっているのか……」

「雑技団ではそう珍しい話ではありません。……どうやらナイフ投げのようですね」

　少女がその腕うでを露出させると、手には二本のナイフが握にぎられていた。対して男は、頭と左右へ突き出した両手にリンゴを乗せている。

「さあ、これより見せますは我わが団の妖よう精せい、無ウーによる華か麗れいなナイフ投げです！　彼女が狙ねらうはたった一人の兄、蒼ヤン！　果たして見事、無の刃やいばは愛する者の命を奪うばうことなく、獲え物ものを貫つらぬき相成りますでしょうか！」

　司会らしき男が告げると拍はく手しゆが弾はじけた。無、と呼ばれた少女はなにも言わず、ナイフを構えた。そして、躊躇ためらいなく、

「……っ！」

　投げる。鋭く風を切って進む刃は、まるで吸い込まれるようにリンゴに突き立った。起こるどよめき。続けて放った三本のナイフも、全すべて正確無比な動きで果実を貫いていく。

「お見事っ！　でも、これで終わりではありません！」

　次に蒼、と呼ばれた男が懐ふところから取り出したのはピンポン球くらいの小さな玉だった。さすがに周囲からはそれは無理だろう、というような声が上がる。だがそれでも先ほどと同じように頭と両手に置いていく。

「さてさて、お次は小さな小さなボール球、目の悪い方ならそこにあることすら気づかないかもしれません！」司会の発言に笑いが起きた。「果たしてどうして、無は成功せしめるでしょうか!?　こうご期待です！」

　先ほどと違い、ざわめきは一いつ切さいなかった。誰もが、あの、おしゃべりの奈々でさえ口をつぐんで事の成り行きを見つめている。無はしかし、顔色一つ変えず。蒼もまた、まるで動どう揺ようしている節はない。二人の間には、なにか、目に見えない強い信しん頼らい関係があるように思えた。シンマが、どうなるものか、と喉のどを鳴らす。

　すると、それが合図となったかのように──、

「……疾っ！」

　無が、ナイフを投とう擲てきした。それは緩ゆるやかな軌き道どうを描き、次の瞬しゆん間かん。

　音もなく、ボールに突き立った。

「……すげえええええええええええ！」

　奈々が大声を上げると、ミンクやアリス、レイやノンエもまたつられて騒さわぎ始める。これには皆みなも度ど肝ぎもを抜ぬかれたようだ。おまけに周囲が盛り上がる中、彼女は冷静な動きで次々とナイフを投げ、そしてその全てを的の中央に当てていた。

「うはー。すごいなありゃ」

「ええ、確かな腕です。よほどの訓練をしたのでしょう」

　コトハもまた、表情少なではあるものの驚きを示している。

「ブラボオオオオ！　皆さん、無嬢じようにもう一度、盛大な拍手をおお！」

　司会の声に合わせて、万ばん雷らいの拍手が鳴なり響ひびいた。無と蒼は、それぞれ頭を下げて退場していく。

「見事だな。コトハもああいうの、出来る？」

「どうでしょう。やったことがありませんが。シンマ様、やって頂けますか？」

「ええ、的を!?」

　真面目まじめに、コトハはこっくりと頷いた。

「いや、それはちょっと……」とさすがに断ろうとしていると、

「にいくーん！」

　奈々が駆かけ寄ってきて、抱だきついた。

「にいくんにいくんにいくん！　今のすごかったなー！」

「ああ、すごかったな。兄ちゃんもびっくりしたよ」

「奈々、観覧車乗りたい！」

「すごい話題転てん換かんだな!?」

　これが若さというものだろうか。

「あれ！　あれ、乗りたい！」

　そう言って奈々が指差したのは、彼方にそびえるこの【ドリームパラダイスランド】の名物である大観覧車だった。

「ああ、よさそうだな」

　そろそろ時間も時間だ。あれを最後にして帰るのがいいだろう。

「んじゃ、あれに乗ってみるか」

「うん！」

　奈々が笑え顔がおで頷くのに、

「ちょっと、シンマがいくならあたしも乗るわ！」

　アリスが焦あせって寄ってきて、

「わ、わたくしもです！」

　ミンクもまた名乗りを上げる。

　それに対して、シンマはにっこりとしながら言った。

「わかった。それじゃあ──」



「……で、なんなのよ、この状じよう況きよう」

　狭せまい観覧車の中で、アリスがふてくされた顔をする。

「それはわたくしの台詞です……」

　アリスの横ではミンクが大きくため息をついた。

「シンマ様の申し出です。致いたし方かたないと言えるでしょう。私も不本意ですが」

　コトハはそう言って窓の外を──正確には地上を見た。

「にいくーん！　みえるかー！」

　コトハの膝ひざに乗った奈々が大きく手を振ふると、遙はるか下に居る人物が同じように返す。

　もちろん、この場にいない日鎖かざり心しん真まその人であった。

「すごいなー！　にいくんがけしずみのようだな！」

「奈々様、それは豆まめ粒つぶのことでしょうか。その表現ですと、シンマ様が燃えつきていることになってしまうのですが」

「もくず？」

「なんであんたはお兄ちゃんを消し去ろうとするのよ……」

　アリスのツッコミも気にせず、奈々はひたすらに眼下の光景へ見入っている。

「どうでもいいけど、普ふ通つう、信じられる？　女の子二人から観覧車に誘さそわれて、平気な顔して『それじゃあ、せっかくだから奈々とコトハも入れて、四人で乗ってくればどうだ？　オレはまだ少し休んでるからさ。女性同士じゃないと出来ない話もあるだろ』って言うなんてさ」

「シンマくんらしいと言えば、そうですが……」

　さすがにフォローしきれないのかミンクが苦笑した。

「恐おそらくは奈々様を含めて私達たちがもっと親しん睦ぼくを深められるように、というシンマ様のご配はい慮りよなのでしょう。普ふ段だんは、シンマ様抜きでお話することなどないでしょうから」

　初め、提案をしたシンマにコトハは反対した。せめて自分だけでも傍そばにおいていて欲ほしいと。己の役目からすれば当然のことだった。しかし彼が、

『離はなれているといっても、十分くらいだから大だい丈じよう夫ぶだよ。コトハが自分の仕事をしなきゃいけないのは分かるけど……たまには少しくらい羽目を外して誰かと話をしてみるのも、いいんじゃないかな。な、頼たのむよ。オレのお願い』

　と手を合わせて何度も頼んでくるので、本来なら許されないことではあるが、護衛対象から離れることを承知したのだ。四六時中、シンマのために働いている自分に気を遣つかってくれたのだということが分かったから、ということもある。その彼の気持ちを無下にはしたくなかった。

（ですが、以前なら……考えもしなかったことですね）

　たとえシンマの望みでも譲ゆずりはしなかっただろう。かつての、課せられた定めのみを背せ負おって生きていた自分なら。

　しかしシンマの【使徒】となり、自由に生きてもいいのだと彼に言われて──どこかコトハは変わった。どこがどう、というわけではないが。確実にどこかが。あえて形にすれば、目に見えない部分で、【人】になろうとしている、とでも言えばいいのか。だからそう生きてみようとしたのだ。こんな時、道具ではなく、人であればどうするのかと。

　とにかく。そんなわけでコトハは、初めて自分に与あたえられた役目とは別の場所に居た。

「まあ、あんたの言うことも分かるけど……この女となに話せってのよ」

　コトハの発言に、アリスがじと目でミンクを見る。それに彼女もまた、

「別に……わたくしだって、世界征せい服ふくを狙うなんて公言する組織と、仲良くする義理はありませんから」

　頬を膨ふくらませて、明後日の方を向いた。

「こっちだって別に仲良くなんてしたくないわよ。【エターナル】の偽ぎ善ぜん者しやなんかと」

「【エターナル】のどこが偽ぎ善ぜんですか!?　今も世界中のか弱い人々を助けて回っているのですよ！」

「あー、はいはい。でもその真意はどこにあるのかしらねー。エルスタインはどーか知らないけど、今のあんたらってぶっちゃけ、善行の振りしてお金儲もうけすることしか考えてないんじゃないの？」

「なんですって！　そ、そういう、あ、あなただってどうなんですか！　シンマくんをたぶらかしておいて、平気な顔でデートなんて誘って！　いい加減、本音を吐いたらどうなんです！」

「本音ってなによ！」

「どうせまた、シンマくんを力ずくで籠ろう絡らくしようとしているんでしょう！」

　むっとしたように、アリスは睨にらみ付つける。

「だから、もうそういうことはしないって、そう言ってるでしょ？　あんた、宗教徒の癖くせに全然人の言うこと信じないわね」

「あなた以外のことなら信じます！」

「へー！　信じる人間を区別するんだ！　大した神の子だこと！」

「ぐっ……も、もう！　ああ言えば、こう言う！」

　二人の言い争いを、奈々はぽかんと見つめていた。コトハに「お姉ちゃんたち、喧けん嘩かしてるのか？」と尋たずねてくる。

「本音のぶつけ合いという意味では、的確ではありませんね。これから乱らん闘とうに発展する可能性もないわけではありませんが」

　コトハの説明に、奈々は首を傾かしげて難しい顔をする。だが、「喧嘩してないなら、いいんだけどなー」とまたシンマに向かって手を振り始めた。

「だ、大体あなた、正せい攻こう法ほうでいくってシンマくんのこと別に好きでもないんでしょう!?　だったら、どちらにしろ不ふ埒らちじゃないですか！　愛情のあるポーズなんてとって！」

「べ、べ、別に好きじゃないなんて言ってないじゃないっ！……まあ、好きだなんて、ことも、その、言ってなかったり……言ってないからといってそういうわけでもなかったりするんだけど……」

　最後の方だけ顔を赤らめてぼそぼそと言っていたアリスだったが、やがて切り返すようにミンクへ食くって掛かかった。

「そ、それにあんただってそうじゃない！　シンマを自分の所に引き入れるためにやってきたんでしょ!?　別にあいつが好きだから迫せまってるわけじゃないわよね！」

「ち……違います！　わたくしは！」

　すると彼女もまた、最初こそ勢いはあったが徐じよ々じよに声こわ音ねが弱くなっていく。

「わたくしはその……小さい頃ころの約束で……。それに別に……シンマくんならお嫁よめさんになっても……」

「……とにかく。別に。その。ただあいつを利用しようとしてるってわけじゃないから。そこのところだけ、誤解しないで」

　ふん、とアリスは鼻を鳴らした。ミンクはしばらくそんな彼女を見て考えていたが、やがて、ふっと表情をやわらげる。

「……分かりました。そこだけは信じましょう」

「べ、別にあんたなんかに信じてもらえなくてもいいけどね」

「でも、シンマくんは少しその──その手のことには疎うといですから。大変ですよね」

「……まあね」

　そのことに関しては、アリスも異論はないのだろう。複雑な表情で腕を組んだ。

「あいつってどれだけアプローチかけてものらりくらりだし、今回のこれだって、相当頑張って、挑いどんだのに……。なんで女四人で観覧車乗って、当の本人はのんびり地上で待ってるのよ」

「まったくですね。……まさか、女性に興味ないんでしょうか？」

　はたと、大事なことに気付いたかのようにミンクは目を見開く。それに、アリスは引きつった顔で、

「ま、まさか……そんなわけないわよ」

「で、でも、もしそうだったらわたくし達は非常に困ったことに！」

　ばっと、ミンクはコトハの方を見た。

「こ、コトハさん!?　どうなんですか、そこのところ！　一緒に暮らしているのでしょう!?」

「そ、そうよ、あんただったら分かるんじゃないの!?　あ、あれくらいの年ごろの男の子って、え、えっちな本を隠かくしたりしてるんでしょう!?」

　意気込んで尋ねられ、コトハは目をしばたたかせた。奈々が「なんのことだ？」と見上げてくる。それに小さく首を振って、

「シンマ様の部屋には何度か出入りしておりますが、それを口にすることは出来ません」

「な、なんでよ！」

「そうですよ！　ま、まさか、本当に……!?」

「シンマ様に関する個人情報を吹ふい聴ちようするわけにはいきませんから」

　まったくもっての正論だったことが分かったのか、その台詞は、二人をすぐさまに黙だまらせる威い力りよくを持っていた。

「……ま、そうだけど」

「そう言われてしまえば、返す言葉がありませんが……」

　アリスに続いてミンクが微び苦く笑しようをし、そして、「……そういえば」と続けた。

「コトハさん、前々から気になっていたことがあるのですが」

「なんでしょう」

　なぜかミンクは居住まいを正し、真しん剣けんな顔をする。

「コトハさんは……シンマくんのことを、どう思っているのですか？」

　目をしばたたかせる。質問の意味を計はかりかねた。

「資格者であり、護衛対象だと捉とらえておりますが」

「そうじゃなくて！　その……個人として、どう思っているのかってことです」

　アリスが、興味を惹ひかれたのかミンクと一いつ緒しよにこちらを覗きこんでくる。コトハは、自分の胸に手を当てた。

「個人として……私が、シンマ様のことをどう思っているか、ですか？」

「好きとか、嫌きらいとか、色々あるじゃない。だ、だって、一つ屋根の下なんでしょ？　なんかないわけ？　そういうの。も、もしかして、あるの？」

　そうアリスに問われ、黙り込む。日鎖心真。自分と同年代の男の子。とぼけたところもあるが、誰だれにも曲げることの出来ない真まっ直すぐな芯しんをもっている。コトハに力を与え、あらゆる束そく縛ばくから解き放ってくれた人。強そうで、弱そうで、情けなくて、優やさしくて。

「コトハは、にいくんのこと、好きだよな？」

　奈々が、見上げたままで尋ねてくる。

「奈々と一緒で、大好きだよな！」

「……私は」

　どうなのだろう？　実は少し前から、時たま、考えることはあった。

　彼のことは、決して嫌いではない。どうとも思っていないということでもない。

　だが好きかと言われれば、途と端たんに、わからなくなる。

　そもそも好きとはどういうことだろう。理解不能。そもそもそれは、もっとも自分とは縁えん遠どおい場所にあったことだ。

　だから、わからない。ただ、

「大切な人です」

　それだけは確かだった。

「私が付き従う方。任務ではなく。仕事ではなく。御守家の末まつ裔えいとしてではなく」

　はっきりと宣言する。

「私が、私の意思で、自らの命を賭かける方。──それだけです」

「……よくわかんないわね」

「で、でも、はっきりしなくて逆によかったかも……」

　ミンクは、ほっと胸を撫なで下おろした。

「だって【使徒】に選ばれて、しかも、シンマくんのことが好きで一番傍にいるなんて……勝ち目、ないですもん」

「そ、そんなことないわよ、まだ分からないわよ。……でも、まあ、確かにそうかもね」

　アリスもまた、安あん堵どのような息をつく。周囲にどことなく和なごやかな雰ふん囲い気きが漂ただよい始めた。

「ところで、お姉ちゃんたちは、皆、にいくんの【あいじん】なのか？」

『──えっ』

　──が、それをぶち壊こわすような奈々の発言が響き渡わたった。

「コトハは、にいくんの、【あいじん】なんだぞっ！」

『…………』

　アリスとミンクは、固まったままでコトハの方を見る。

「ど……」

「ういう……」

　二人同時に、大声を上げた。

「どういうことなんですか！　コトハさん！」「説明しなさいよ、コトハー！」

　そのまま、飛びかかるようにして迫ってくる。だがコトハが答えることはなかった。

「あれ、にいくん、誰かと話してるぞ」

　奈々の台詞せりふにコトハは視線をやる。確かに、シンマの近くに誰かがいた。その瞬間、

「ミンク、アリス、奈々様をお願いします」

　そう言って、奈々を抱き上あげてミンクに預けるや否いなや。

「え、ちょ……コトハ!?」

　アリスの驚きよう愕がくする声を背に、コトハは──、

「行って参ります」

　そのまま、観覧車の床ゆかを蹴けった。



「みんな仲良くしてるかなー」

　シンマは空を仰あおぎ、観覧車の一つを見ようと目を細める。さすがに名物とあってか観覧車の大きさはかなりのもので、頂点近くまでいくとコトハたちの姿は見えなかった。

　できればシンマも奈々と共に乗りたかったが、同性同士の方が盛り上がる話もあるだろうと遠えん慮りよしたのだ。奈々にもいい経験になるだろう。

「さて、オレはどうしようかな……」

　観覧車が地上に降りてくるまでは十数分ほどかかるそうだ。さらに近くでパレードが行われているためか、周囲から人はいなくなっていた。おかげでゆっくりと出来る。

「……ん？」

　シンマがどこかで飲み物でも買って休きゆう憩けいしようかと考えていると、不意に物音が聞こえた。振り返かえると、少女が一人、佇たたずんでいる。油気のない髪かみに鋭するどい目、漆しつ黒こくのマントを身に纏まとったその姿には見覚えがあった。先ほど、見事なナイフ投げを披ひ露ろうした無という人物だ。

　彼かの女じよは手にもったナイフを構え、ふっ──と息をついた直後。軽かろやかな動作で、それを投擲した。ナイフは遠くにある空あき缶かんへ、吸い込まれるように軌き跡せきを描えがく。

　そして、その切っ先は見事に缶の中央を貫いた。

「おおー！　すごい！」

　シンマが思わず拍手をすると、少女がこちらを振り返る。……が、すぐにまるで興味がないという風に、むっつりとした顔で前を向いてしまった。

　そのまま、ナイフ投げを再開する。その黙もく々もくと事を行う様は機械的といってよく、少しこちらが心配になるほど、感情というものが見えなかった。

　しかし、

「よし、無。いいぞ、その調子だ」

　その時、低い声がした。視線を傾かたむけると、眼鏡をかけ、白と黒の混じった紋もん様ようの入った服を着た青年がいる。無の的になっていた、彼女の兄だ。名前は確か、蒼。

　少女が手を止めた。ゆっくりと彼かれの方を振り返る。そして、

「あに様！」

　先ほどとは別人かと思う程ほど、輝かがやかしい笑顔を見せた。そのまま小走りで近付くと、目の前で蒼の顔を見上げる。

「いかがでしたか。無は上う手まく出来ましたか？」

「ああ、上出来だ。やはりお前には才能があるな」

　微笑ほほえんだまま無の頭を撫でる蒼。彼女は頬ほおを染め、嬉うれしそうに目を細めた。

「ほら、ジュースを買って来たぞ。少し休憩しなさい」

「あ、ありがとうございます！　大事に飲みます！」

　蒼から手て渡わたされた缶ジュースを、無は本当に大切そうにその両手で包つつみ込む。その姿を見て、シンマは、ふっと微笑んだ。ほんのわずかな触ふれ合あいではあったが、無がいかに兄のことを愛しているかがよく分かったからだ。

「おや……あなたは？」

　ふと、シンマのことに気付いたかのように蒼が目をしばたたかせる。

「あ、ああ、すみません。妹さんの腕うで前まえが見事だったものでつい、見物してしまって」

　慌あわててシンマが説明すると、彼は口元を緩めて首を振った。

「いえ、構いませんよ。元々、僕らの技わざは誰かに見せるためにやっているものですから」

　微笑んで、蒼が近づいてくる。手を差し出だすのに、シンマは握にぎり返した。

「初めまして、蒼です。蒼・幻狼ヤン・シイ・レアン。こっちは妹の無ウーといいます」

　蒼に促うながされた少女、無は軽く頭を下げる。それにシンマも会え釈しやくして、

「日鎖心真です。さっきのナイフ投げも拝見させて頂きました。それにしても、まだ小さいのにすごい技ですね」

「有あり難がとうございます。妹はこれだけが取とり柄えで……尤もつとも、僕ぼくも似たようなものですけど」

　照れたように笑う蒼に対して、無はむっつりとしたまま黙り込んでいる。兄に対するものとは百八十度違ちがうその態度に苦く笑しようし、シンマは少し手を振った。だが彼女は、ついと避さけるように横を向く。

「おい、無、その態度はなんだ。僕以外の人にも愛あい想そ良くしなさいと、いつも言っているだろう？」

「でも、あに様……」

「でもじゃない。仕方のない奴やつだな……」

　困ったように息をつく蒼へ、無はおろおろとしたようにシンマと彼のことを見比べる。

「ああ、いや、いいんですよ」フォローするために、シンマは手を振った。「知らない奴からいきなり馴なれ馴れしくされたら、気持ち悪いですもんね」

「申し訳ない。妹は、少し人見知りで……」

「いえ、いいんですよ」

　シンマがそう返すと、苦笑する蒼の服の裾すそを握り、無は隠れるようにして彼の背の後ろへ行った。それは、妹が兄を何よりも信しん頼らいしていることの証しよう拠こであることを、シンマは知っている。奈々もまた、幼い頃はそうやって自分の後ばかりついてきたものだった。

「……ところで蒼さんは、ご家族で雑技団に？」

　シンマの問いかけに、彼は一いつ瞬しゆん、黙り込んだ。不ま味ずいことを訊きいただろうかと思っていると、少し言いにくそうに口を開く。

「……両親と祖父母は幼い頃に亡なくなりまして。僕は無と二人で生きてきました」

「ああ、そうだったんですか……。ごめんなさい。失礼な質問でしたね」

「構いません。それに、無がいれば僕は幸せですから」

　微笑んで無の頭を撫でる蒼。彼女はくすぐったそうに首をすくめたが、やがてにっこりと笑って兄のことを見上げた。その姿に、シンマも顔を綻ほころばせる。

「可愛かわいいですね。オレも、妹と二人暮らしだから蒼さんの気持ち、わかります」

「そうでしたか。……ところで日鎖さん、お一人で遊園地に来られたんですか？」

「ああ、いや、友達と妹がいるんですけど。今はあそこにいます」

　そう言って、シンマは観覧車を指差した。

「ああ……では、戻もどってくるまでお時間がかかりそうですね」

「そうですねえ。今、多分、てっぺんくらいですから」

「……そうですか」

　その時……。

　シンマは、言いようのない感覚を覚えた。

　まるで周囲の空気が、ぐにゃりと歪ゆがんでいくような。

　確実にそれまであった平へい穏おんな世界が、変質していくような不気味な体験。

（なん……だ？）

　シンマの肌はだが、ぞわり、と粟あわ立だった。まさに、その時。

「それは……都合が良い」

　凍こおれるような声と共に、

「──それでは、サダメを始めるとしよう」

　突とつ如じよとして剥むき出しになった【殺意】が、牙きばを剥いた。

「日鎖心真」

　無の、その身に纏う空気ががらりと変わる。

「お前を──殺す」

「はっ……!?」

　ほとんど奇き跡せきのようなものだ。いや、幾いく分ぶんか修しゆ羅ら場ばをくぐったが故ゆえに学んだ経験からくるものか。とにかく、混乱の中、それでもシンマは咄とつ嗟さに半歩下がって跳とんでいた。

　それが生死の境目となる。

　目の前を唸うなるような音を立て、何かが切きり裂さいた。

　無が手に持ったナイフだ。シンマがそれに気づくより前に彼女は走り出し、立て続けに刃やいばを振ふるう。

「と、た、おわ、な、なに!?　ちょ、待って！　か、風よ、唸れ！」

　慌ててシンマは右手を前に出し、意識を集中した。その瞬しゆん間かん、轟ごう、と疾しつ風ぷうが吹ふき荒すさんで周囲の木々をざわめかせた。シンマの眼前、虚こ空くうに【壁かべ】が生まれる。無の刃はそれに防がれ身動きが取れなくなった。

「ちっ……！」

　彼女は素す早ばやく距きよ離りを取ると再び構え、戦せん闘とう態勢をとる。

「な、なんだよ一体！　なんのつもりだ!?」

「日鎖心真。……お前は、世界の害悪だ」

　蒼が呟つぶやく。彼も先ほどとはまるで違ちがっていた。そこにいたのはただの兄と妹ではない。素人しろうとのシンマにさえ分かる明確な殺気。そして冷ややかな覚かく悟ご。

　何があっても、目的を果たそうとする者の執しゆう念ねんがあった。

「幻狼の意思に従い、貴様を──殺す！」

　無が叫さけぶ。違い和わ感かんがあった。そう、それはとてつもなく大きな違和感。

（全く不思議がってない……オレの【力】を見ても）

　彼女が何者かは分からない。しかし一つだけはっきりしたことがある。

「あんたら……まさか【資格者】の関係者か!?」

「答える義理はない！」

　再び、無が地を踏ふみきろうとしたその時。

　はるか上空で、ぱりん、という高い音が鳴った。

「シンマ様！」

　その声に空を振り仰ぎ、シンマは驚愕する。

　コトハだ。御守紅刃が、観覧車の窓ガラスを突つき破やぶって真っ直ぐ落ちてくる。

「コトハ!?　む、無む茶ちや苦く茶ちやだぞ！」

「力を使う許可を！」

　そう言われて、ようやく合が点てんがいった。シンマは頷うなずいて、こう告げる。

「コトハ！　力を──貸してくれ！」

　刹せつ那な、コトハの左手が光ひかり輝いた。彼女はそれを振るい、一陣じんの風を巻き起こす。それがクッションとなって彼女を一いつ瞬しゆん押おし返し──無事に、柔やわらかな足取りで着地した。

　素早く彼女は紫むらさきの布を取り払はらうと、自らの得物を抜ぬく。

「何者ですか！　名乗りなさい！」

「害悪に名乗る名など持ち合わせていない！」

　無が地を蹴って襲しゆう来らいするのと、コトハが前に出るのはほぼ同時だった。

　切り結ぶ鉄と鉄。何度も甲かん高だかい音が鳴って交差する。

「シンマ様、アーティファクトを！」

「あ、そ、そうか！　よし！」

　慌ててシンマはポケットから取り出した水すい晶しよう──【水鏡無限】を握り締しめる。輝きに満ちるそれから放たれる光が四方を、透すき通とおる壁で囲っていった。これで空間内は誰からも見えないし、音も聞こえなくなる。しばらくはなにかあっても大だい丈じよう夫ぶだ。

　コトハが刀を振るうのに、無もまた応こたえる。リーチの短さから言えば無の方が不利なはずだが、彼女は巧たくみに動いて刃を逸らし、懐ふところに入り込もうとしていた。だがコトハもそれを許さず、素早くかわして刺突の構えをとる。

「──ッイヤァ！」

　突き出された切っ先はしかし、虚空を貫つらぬいた。無が旋せん転てんして横手へ回り込み、脇わきからの攻こう撃げきを開始する。コトハの動きについていっている時点で彼女がただ者ではないことは明らかだった。

「……。あんま怪け我がさせたくないけど……仕方ない！」

　シンマは右手を出し、叫んだ。

「風よ──唸れ！」

　獣けものが咆ほう哮こうした。暴風が大気の弾だん丸がんとなり、真っ直ぐと無を直ちよく撃げきする。

「……っ！」

　吹き飛とんだ。しかし彼女は素早く後転すると、ふわりと地に降り立つ。そして、その鋭い目でシンマを睨にらみ付つけた。

「恐おそろしい力を……やはりそれは人が持つには過ぎたモノ」

「……貴女あなたもまた、シンマ様を引き入れようとする組織の人間ですか？」

「引き入れる？　ふざけるな。そのような悪あく魔まの力など無達たちには……いや、世界には必要ない！」

　無はその手に握ったナイフを、シンマに突きつける。

「我は無。無幻狼ウー・シイ・レアン！　古代より、日鎖心真、お前のような【資格者】を粛しゆく清せいしてきた誇ほこりある──幻狼一族の、末裔なり！」

　コトハが、その名乗りに静か刀を立てた。

「……となると、貴女でしたか。数日前からシンマ様を監かん視ししていたのは」

「え、じゃあ、あの視線は気のせいじゃなかったのか!?」

　コトハは、ゆっくりと頷いた。シンマでさえ薄うつすら感づくものだ。彼女からすれば、とっくの昔に承知していたのだろう。

「動きを見せるまでは警けい戒かいするに留とどめていましたが……遂ついに実行に移りましたね」

「腕うでのある護衛がついているとは聞いていたが予想以上……これは無も本気にならなければならない」

　口端はしを上げて。無は、羽織っていたマントを振り払った。

　そこにあったのは、陶とう器きのように白い肌をもつ腕。狼おおかみのようなタトゥーが彫ほられており、手首には細かな装そう飾しよくの施ほどこされた腕うで輪わが巻かれていた。中央には、巨きよ大だいなルビーにも似た宝玉がはめ込まれている。

「……あれは、アーティファクトか!?」

　シンマの言葉に応えることもなく。無は、静かにこう告げる。

「目覚めよ──」

　厳おごそかで、神聖な言葉を口にでもするかのように。

「【天啓火烏カウ・ジン】！」

　その瞬間、宝玉が反応するかのように光り輝き、周囲を照らした。

　彼女は即そく座ざにマントを翻ひるがえし、そして、再び旋転する。

「シンマ様！」

　コトハがシンマを撥はね飛ばすと刀を振るった。鈍にぶい金属音。地面にいくつかの、先の尖とがった菱ひし形がたをした物体が落ちる。

「な、なんだこりゃ」

　押おされた勢いでたたらを踏みながら尋たずねると、コトハが言った。

「ヒョウ。中国にある暗器の一つです」

　次々と少女がマントを払い、その度に無数の影かげが飛ぶ。コトハは的確にそれらに向かって刃を薙ないで次々と防いでいった。間断なく放たれる攻撃に、攻せめへ転じる隙すきがない。彼女は無表情ながら短く息をつき、わずか眉まゆ根ねを寄せた。

「風よ、唸れ！」

　シンマが右手を突き出す。生まれた壁が無の得物を次々と飲み込んでは、真下に吐はき出した。

「感謝致いたします！」

















　コトハの足が地を踏み、上段からの斬撃を放つ。

「……っ！」

　舌打ちした無の体が空中へと踊おどった。そして、彼女の身に纏った漆黒のマントが、またもや音を立てて舞まう。

「無む駄だです。いくら数があろうとその程度の武器、私やシンマ様には通じません」

　コトハがそう告げた直後。

「無を、甘あまく見みるな！」

　空を走り影が牙を剥く。

　──ただし、その影には蛇へびのごとく長い胴どうがあった。

「これは……っ！」

　回転する影がコトハの刀へと巻きつき締め上げる。頭は先ほどの武器、ヒョウだがその後ろには硬かたくしなやかな縄なわがついていた。無が強く引くのに合わせ、コトハがにわかにたじろぐ。

「暗器ジョウヒョウ──金こん剛ごう石せきを混ぜた特別製の縄だ。容易たやすくは破れまい！」

　言葉の通り刀で断たつことは難しいのか、コトハは手を離はなすかこのまま押し込むかで逡しゆん巡じゆんしているようだった。そこに若じやつ干かんの間が生まれる。それを見み逃のがしては、くれなかった。無が踊るようにマントを回すと共に、二匹ひき目の蛇が声を上げる。

　否いや、それは【獣】であった。先ほどのジョウヒョウのような縄がついた、鋭い爪つめを持つ獣の手が放たれ、コトハの顔面目め掛がけて襲おそい掛かかる。

「飛ひ爪そう……？　こんなものまでどこに！」

　動きようのないコトハが顔をしかめた。だが、

「風よ──呼び寄せろ！」

　シンマは右手をかざし、精神を集中する。その体に刻まれた【聖痕】が疼うずき、風が生まれる。ただしそれはこれまでのようなただの衝しよう撃げき波はではない。コトハの体の周囲を疾風が取り巻き、彼女を包み込む。そしてシンマは腕を引いた。すると、コトハの体が浮ういて力により後方へ──つまり自分の方へと飛んでくる。

「なにぃ……っ!?」

　彼女を抱だきとめると共に、シンマは視線を上げた。コトハがこちら側にきたということは当然、ジョウヒョウで繋つながった無もまた引っ張られたことになる。

　それも、極きわめて強ごう引いんに。

「風よ！　切り裂けえええ！」

　こちらへとやってくる無に向かってシンマは声を張り上げた。ヒュン、という虫の羽ばたきにも似た音が鳴なり渡り、目に見えぬ風の刃──研とぎ澄すまされた衝しよう撃げきの波動が縄を切り刻む。無が唖あ然ぜんとした顔で空中へと放ほうり投なげられた。

「今だコトハ！　峰みね打うちで気絶させてくれ！」

「御ぎよ意い！」

　下段から跳ね上がる。コトハの逆向きとなった刃が豪ごうと唸り弧こを描いた。その刃は的確に無の体を打ちのめし彼女の意識を奪うばう、

「ほざけええええ！」

　かと思われたその刹那、無のマントが翼つばさのごとく広がると、その中から銃じゆう口こうが覗のぞいた。

　その数──ゆうに数十。

　コトハが目を見開く。シンマとて、とてもではないが信じられない。その全すべてが、ことごとくして轟ごう音おんを鳴らした。

「……っ！」

　すんでのところで横手に転がったコトハの判断力と、それに伴ともなう身体能力の高さは評価されてしかるべきだろう。それでも、いくつかの弾丸が彼女の体を無情に貫いた。

「コトハ！」

　急いで向かう。そして、意識を失い横たわる彼女に向けて手をかざして【癒いやし】を望んだ。すると指先が光り、彼女の体にある傷を跡あと形かたもなく消していく。シンマの【再生】の、基本的な力の一つである治ち癒ゆ能力である。

「単なる剣けん士し如ごときが無に……いや、幻狼の血筋に勝とうなどとは愚ぐの骨頂」

　地面に降り立った無が嘲あざけるように口くちの端はを上げる。

「無数の武器にて単独なる圧あつ倒とう的てきな目標の殲せん滅めつ──それが無たち幻狼が課せられた使命なり。大人しく諦あきらめて狩かられるがいい、害悪なる資格者め」

「お前は何が目的なんだ？　なんで資格者を敵対視する？」

「知ってどうする。これより死にゆく者が」

「……ほら、冥めい土どの土産みやげっていうだろ」

　無がその鋭い目を細め、息をついた。

「下らん。だが……一つだけ教えておいてやろう。無たち、幻狼の一族は──」

「無！　油断をするなとあれほど言っただろう！」

　背後からの声。それに無が体を竦すくませた。

　蒼が、眼鏡越ごしに無へ厳しい目を向けている。

「あ、あに様、無は別に油断していたわけでは……」

　先刻まで見せていた態度はどこへいったのか、振り返った無はひどく怯おびえた様子でそう言った。しかし彼は尚なおも強い口調で、

「処分する対象と会話する必要などない！　速すみやかに抹まつ消しようせよ！　相手は【資格者】だぞ！　少しの隙が命取りになる！」

「は、はい！」

　その台詞せりふで弾はじかれたように無は前を向き、悔くやしそうな表情を見せる。

「くそ……あに様の言う通りだった。もう無駄な会話はしない」

　無が手を上げる。そこには先ほど見せた腕輪があり、宝玉が輝きを見せていた。

　ぱちん、と彼女は指を鳴らす。

　刹那、炎ほのおが弾けた。中空に、何の種もなく火が燃え盛る。

　するとそこから、ずるり、と音もなく何かが──生まれた。

　武器だ。長い柄えを持った槍やりのようにも見えるが、その左右には三日月型の側そく鋒ほうがついており、それぞれ小さな尖った棘とげのようなものが生えている。

　無はそれを掴つかみとると、勢いよく引ひき抜いた。ぶん、と大気を打うち砕くだく音がする。

「覚悟─！」

「うわあっ！　ちょ！　待った！」

　攻撃が当たる直前、シンマは手を振り払う。そして風のガードを纏まとうと、コトハと共に飛び立った。

「おのれ……！　降りてこい！」

　眼下で無が歯ぎしりをして、怒ど号ごうを上げる。が、それよりコトハの様子が気になった。

「……鏜とう……ですか。中国の古い武器ですね。先ほどのヒョウといい、彼らは本当に歴史ある部族のようです」

　その時、目を覚ましたコトハが呟いた。

「コトハ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「はい。問題ありません。……まだ自在に動ける、とまではいきませんが」

　シンマに向かって、囁ささやきかける。

「恐らく彼かの女じよのあれは火の力を持ったアーティファクト──それもどうやら無制限の武器を瞬しゆん間かん的てきに創つくり出すことが出来るようです」

「そうか、火の再生……【生み出す】ってやつか。とんでもない代しろ物ものだな……」

「このまま、アリスたちを連れて逃にげることが得策かと思われますが」

　確かに、その通りだ。まともに戦うと厄やつ介かいなことになりそうな相手である。出来ればこのまま飛んで逃げたい。だが、

「いや、彼女をどうにかして行動不能にしよう」

「……なぜですか？」

「とりあえず連れ帰って事情を聞きたい。そうじゃないといつまで経たっても安心できないだろ？　それに話し合えば考え直してくれるかもしれない。出来れば彼女を止めたいんだ」

　コトハはしばし黙だまった。だが、やがて口を開く。

「お言葉ですが、少々甘い見通しかと思われます。その可能性は低いかと」

「だろうね。オレもそう思う」

　相手の言葉を聞く限りは、完全に明確な殺意を持ち、尚なお且かつ冷静に事を運ぼうとしている。それに対して会話を交かわせばなんとかなる、などというのは善人を通り越こして馬ば鹿かの言うことだ。

「だけど──低くても可能性があるならそっちに賭かけてみたい」

「事情を伺うかがっても宜よろしいですか」

「彼女が、奈々とそう変わらない年の子だからだ」

　シンマは、きっぱりと断言した。

「それだけでオレは、無む茶ちやをやるのに十分な理由だと思う」

「……シンマ様」

「まあ、自分でも、馬鹿だとは思うよ。コトハが反対するなら、逃げることを選せん択たくする。これはただのわがままだ」

　言って、シンマは苦く笑しようした。だが、コトハはその表情を、ほんの少しだけ──シンマにだけ分かるほどわずかに緩ゆるませる。

「……いえ、そうしましょう」

「いいのか？　コトハ」

「はい。それに元より、私はシンマ様の使徒。なれば御守紅刃の意思は、日鎖心真の意思。貴方あなたがそれを望むなら、私が異論を挟はさむ余地も、つもりもありません」

　まるで揺ゆるぎのない、強くそして気高い言葉。

「──やりましょう、シンマ様」

「……。ありがとう、コトハ」

　微笑ほほえんで、シンマは頷いた。

「……シンマ様、どんな方法でも構いません。一いつ瞬しゆんだけ、彼女の注意を引くことは出来ますか？」

　しばらく何かを考えていた後、コトハが尋ねてくる。

「出来るかもしれないけど、なにか考えでもあるのか？」

「はい。シンマ様が力を貸して頂ければ。私を信じて頂けますか？」

　その問いかけに、シンマは、躊躇ためらいなく首しゆ肯こうする。

「──もちろんだ」

　コトハもまた、顎あごを引く。そしてシンマは、地面へと降り立った。

「臆おく病びよう者ものめ……！　ようやく覚悟を決めたか」

　その鋭するどい目で睨み付けてくる無へ向けて、シンマは言った。

「ああ。……戦う覚悟がね」

　拳こぶしを握にぎり、はっきりと告げる。

「そっちがなんのつもりかは分からないけど、このまま黙ってやられるつもりはないよ」

「無駄な抵てい抗こうはやめろ。無の【天啓火烏カウ・ジン】はどんな獲え物ものもその嘴くちばしで貫く！」

　鏜を振り回まわし、無はその切っ先をシンマへ向けた。

「日鎖心真！　お前は、世界の害悪だ！」

　そして、地面を蹴けると共にこちらへ向けて疾しつ走そうする。その手にもった得物を、シンマ目掛けて突き入れた。

「風よ！　唸れ！」

　衝撃波。まともに受けた無の体が翻ほん弄ろうされるが、彼女は素早く体勢を整えるとヒョウを投とう擲てきする。シンマは更さらに風の力によって壁を作りそれを防ぐも、それが途と切ぎれたタイミングを狙ねらって無の二撃目が撃うち込まれる。今度はジョウヒョウと飛爪のセットだ。タイムラグがあり咄嗟に反応出来ず、シンマは慌あわてて無造作に転がった。そこへ、無の掲かかげた鏜が狙いを定めて襲い掛かる。

「風よ！　吹き飛ばせ！」

　再度、後方へと吹き飛ぶ無の体。その後、シンマは衝撃波を連続させ、小刻みに放った。それら全てをステップでかわした無が舌打ちして、マントを翻した。

（──来る！）

　覚悟していた通り、何かが飛来する。鎖つきの小さな鉄球だった。風によって逸らすも、それだけでは終わらない。無の体が旋せん回かいすると同時、一度に複数の物体が放たれた。鳥の模型にも見えるが、それぞれに火花を散らす爆ばく薬やくのようなものが仕し掛かけられている。

「やばっ……！」

　さすがにあれは不ま味ずい。空中に手をかざし、力を発動。風によって自らの体を逃がした。一瞬後、先ほどまでシンマの居た場所が大だい爆ばく発はつを起こす。

「無茶苦茶だな、おい……」

　早々に決着をつけたほうがいいかもしれない。シンマはコトハの方をちらりと見た。彼女が頷く。それに同じようにして返し、

「それじゃあ……新技わざを試ためしてみるか」

　濛もう々もうと立ち込める煙けむりが晴はれ渡わたったそこ、悠ゆう然ぜんと佇たたずむ無へ向けて、

「炎よ……顕あらわれろ！」

　シンマが叫んだ。聖痕が熱せられたように疼き、硬いものが弾けるような音を発して目の前に、炎の球が現れる。それも複数。それらを、シンマは無へ向けて放つ。

「そんなものを喰くらうと思うか！」

　嘲ちよう弄ろうするかのように言って、無は滑すべるように左方へと移動。炎球はそのまま、目標を捉とらえきれずに通過した。が、

「そして──風よ」

　シンマは、ぐ……っと拳を握る。

「炎と、踊れっ！」

　刹那。炎球が、後方にある木々へと当たるその直前で軌き道どうを変えた。そのままＵターンするように、無を目掛けて迫せまりくる。

「……っ!?　まさか！」

　さすがに予想外だったのだろう。それでもどうにか避さけるが、シンマが手を振ふり払うとまたも無の逃げたところへと合わせて、複数の炎球が揃そろってその方向を修正する。次にそれぞれが別角度から次々とシンマの言葉通り、踊るようにして無を攻め立たてた。

「どうだ、風と炎の合あわせ技──名付けて【踊る炎魔球ダンシング・ボール】だ！」

　ちょっとした洒落しやれっ気けで、技の名をつけてみる。無は歯は噛がみしてどうにか、手持ちの武器で炎球を落とそうとするがそう簡単にはいかせない。彼女が行動に移ろうとするとその隙を狙って、別のものを差し向ける。

「くそ！　この！　この！　このー！」

　焦あせっているのか、段々と動きが雑になってくる。しかも攻撃に集中しているためかこちらへの対応がおろそかだ。

「無！　いい加減にしろ！　それくらい対処できないでどうする！」

　蒼が叱しつ咤たする。それを聞いて無は更に動どう揺ようし、遂にその肩かたへと火球が当たってしまった。

「あうっ……！」

　それ自体の大きさはたいしたものではないため、ダメージもそれほどではない。せいぜいが少し火傷やけどする程度だろう。だが、彼女の動きはほんの少しの間だけ止まった。

　そしてそれこそが──シンマの狙っていたことだった。

「コトハ……！　今だ！　力を使うことを、許可する！」

　声をかけて、その場から退く。その背後に控ひかえていたコトハが、短く答えた。

「仰おおせのままに」

　わずかに身を捻ひねり、その右手では刀の柄を。左にて鞘頭を掴み、息を吸い込む。そして、

「御守流、秘ひ奥おう義ぎ──」

　その足で強く、何よりも大きく前を踏ふみしめた。コトハの左手が、強く光を放つ。

「──颶風・鎌威絶ッ！」

　凄すさまじい風の奔ほん流りゆうが、空を駆かけた。

　それは正に不可視の大太刀。尋じん常じようならざる力の体現。大ぶりに放たれた刃やいばが天をも揺るがす神風となって大地を抉えぐり、狂くるったような叫さけびを上げて相手を打ちのめす。

「……っ！　ああああああっ！」

　為なす術すべもないまま、無は無造作に吹ふっ飛んだ。そのまま背後の木々へと激げき突とつしようとする。その直前、シンマは風の力を使って彼女の体を包つつみ、わずかに勢いを殺した。それでも尚、受け身さえとれずに背後の木にぶち当たり、無はずるずるとその場に落ちる。

「……く……そ」

　短く、呟つぶやいた台詞が最後。がっくりと項うな垂だれて、そのまま沈ちん黙もくした。

「……やった！」

　どうにか上う手まくいったようだった。振り返かえって、シンマはコトハに喜びを伝える。

「成功だ！　てか、すごいなコトハ！　さっきの、一体なんだ!?」

「元々は御守家に伝わる抜ばつ刀とう術の一つです。それにシンマ様から授さずけて頂いた風の力を加え、一点集中型の遠えん距きよ離り攻こう撃げき法ほうに仕上げました。残念ながら対象が個人に限定される場合にしか使えませんし、集中するのに時間がかかるため、おいそれとは扱あつかえない技ではありますが。シンマ様のお役に立てて何よりです」

　コトハは深々と頭を下げた。

「ですが、シンマ様を利用するような形となってしまい申し訳ありません」

「なに言ってんだよ、オレなんか利用するだけ利用すればいいんだ。それにしたって、さすがコトハだな！　ありがとう！」

　そう言って、コトハの肩を叩たたいて笑う。そんなシンマに、彼女は目をしばたたかせて、

「……はい。ありがとうございます」

　硬い口調ながら、どこか嬉うれしそうな響ひびきを含ふくませた言葉で返した。

「くっ……馬鹿な。ありえない」

　焦しよう燥そうするような声が聞こえ振り返る。蒼が顔をしかめ、眼鏡を指で押し上あげていた。

「話には聞いていたがまさか、資格者と使徒の力がこれほどとは……」

「ところで、あんたは戦わないのか？」

　シンマが風の力を発動させ、無を自らの下に引き寄せる。完全に気を失っていた。

「この子、妹なんだろ？　それなのにこの子ばっかり戦わせて、自分は高みの見物か。正直、あんまり好きじゃないな、そういうの」

「ほざけ。無と僕ぼくは一心同体。無は戦うことで己おのれを証明し、僕はそんな彼女を育て上げることで血族の誇ほこりを保つ。そうやってずっと生きてきたんだ」

「……どういうことだ？」

「フン。話す必要はないな。──失礼する」

　蒼は手を上げた。そこには、黒い球のようなものが握られている。それを地面に向かって投げつけると、爆ばく裂れつ。途と端たんに辺りが濛々と煙に包まれる。

「しまっ……おい！　待てよ！」

　シンマが、慌てて風の力で目の前を覆おおう灰色の壁かべを追おい払はらった。

　が、晴れ渡ったそこへ、既すでに蒼の姿はない。

「くそ……逃げたか」

　悔しそうに言って、

「つか、妹、敵のところに置いてくのかよ……」

　シンマは、複雑な顔で、無を見下ろしながらそう呟いた。










　　　第三章　神魔と刺客、その事情





「……どうするつもり？　この子」

「どうすんのって、言われてもなぁ……」

　アリスの投げかけた問いへ、シンマは思案に暮れた。

　目の前には気を失ったままの無ウーがいて、まるで眠ねむっているかのように安らかな表情を浮かべている。

　遊園地での騒そう動どうから数時間後のことだった。シンマたちは学校の裏庭にいる。

　ひとまず無の背後にあるモノを知らなければ、とシンマは始めに訓く堂どう亮りよう真まを頼たよることを思いついた。【資格者】を専門的に研究する機関に属ぞくしている彼かれならばあるいは──そう考えての行動だったが、当たりであったと言えよう。事情を話したシンマに、訓堂は思い当たることがなくはないから学校まで連れて来いと告げたのだ。

　ひとまず事のあらましをアリスとミンクに説明した後、無を彼女たちへ預け、シンマとコトハは奈な々なを家まで送り届けてから取って返した。ちなみに観覧車の窓を突つき破やぶったことに関しては、アリスが経営側に説明をして事なきを得た。問題は奈々だったが、彼女もまたコトハは遊園地のイベントに参加するために演出としてああいうことをしたと、かなり苦しい言い訳だったが説明したところ非常に容易たやすく納なつ得とくしてくれた。シンマは自らの妹が、純じゆん粋すいで良かったとこの時ほど思ったことはない。ともあれ、

「資格者を即そつ刻こく抹まつ消しようなんて、かなり過激な連中なのは確かよ。そう簡単に自分のことを話すとは思えないけど」

「幻狼シイ・レアンの一族って、そう言ってたな」

　シンマがそう言うと、ミンクが首を傾かしげる。

「聞いたことがありませんね。しかし一族というからには、組織ではないのでしょうか」

　無の顔を見つめたままで、シンマは唸うなった。訓堂ならば、知っているのだろうか。

「……ん、うぅ」

　その時、くぐもったような声を上げて、無が薄うつすらと目を開いた。

「あ、目が覚めた。よぉ」

　呑のん気きに手を振ったシンマを見て、彼女は最初、よく現状を飲み込めないのか不思議そうな顔をしていた。しかし、すぐに理解したのか目を見開くと共にその場からばっと退く。

「お、お、お前！　資格者！」

　無はすぐにマントの下に手をやるが、「あれ!?」と驚おどろいたように自分の腕うでを確かめた。

「貴女あなたのアーティファクトならばこちらで預かっています」

　コトハがポケットから出だした腕うで輪わを見せる。それに無は呆あつ気けにとられたような表情をした後に、きっとコトハを睨にらみ付つけた。

「お前！　それは無の……幻狼の至宝だぞ！　返せ！」

「悪いけど、そういうわけにはいかない。とんでもなく厄介な代物だからな、これは」

　苦笑してシンマはしゃがみこむ。警けい戒かいするよう体勢を低くする無に、視線を合わせるためだ。背後でコトハが刀の柄に手をかけているため、無の方もさすがに動きたくとも動けないらしい。

「無、だっけ。ちょっとオレと話でもしないか？」

「ほざけ！　敵と話すことなどない！　この害悪め！」

「あんたねえ。どんな事情か知らないけど、人のこと捕つかまえて害悪はないでしょーよ」

　アリスがむっとしたように言うと、ミンクも同調するように、

「そうですよ。それにシンマくんは、あなたが言うような悪い人じゃありません！」

「結構、したたかなところはあるけどな」

「そうですね。後、無意識で女の子をたらしこむ癖くせもあります」

　せっかくのフォローを、レイとノンエが台無しにしてしまう。

「あんたら！　そういう悪口は聞こえないところで言いなさい、陰かげとかで！」

「いや、それも結構、意地悪いぞ……」

　一部が当たっているだけに反論が出来ず、シンマはアリスの発言に頬ほおを掻かいた。

「後、オレは別に女の子をたらしこんでなんかないけど」

「それに関してはノーコメントだわ」

「そうですね、わたくしもさすがに否定できません」

　いつもは仲が悪い癖にこんな時だけタッグを組むアリスとミンクにきっぱりとそう言われ、シンマは思わず「そ、そうか？　そうなのか？」とたじろいだ。

「うううー」

　まるで犬のように唸って威い嚇かくする無に、困ったなとシンマは息をつく。

「なあ、お前が言うようにオレは本当に害悪なのか？」

「当たり前だ！　なにをいまさら！」

「どうしてそう思うんだ」

「害悪だからに決まっている！　ずっとずっと、ずっと昔から決まってたってあに様から無は言われてきたんだ！」

　ずっとずっと昔、というところが、シンマは引っかかった。それにあに様、というところも。つまりそれは一つの事実を指し示している。

　シンマを──というより【資格者】を世界の害悪だと断じているのは、決して彼女の意思ではないのだ。

　もっと連綿と受うけ継つがれてきた大きな意思がある……そんな印象を持った。

「良かったら聞かせてくれないか。その、ずっとずっと、ずっと昔から決まってたことっていうのを」

「ふん、お前なんかに話してたまるか。またあに様に怒おこられてしまうだろう」

　ぷい、と横を向いて無はそのまま押おし黙ってしまった。

「予想以上に頑がん固こだな……」

　あるいは、よほどの【教育】をされているのか。

「シンマ様、やはり正せい攻こう法ほうでは難しいのではありませんか。少々の実力行使に出てもよろしいかと」

「……ま、それはやめておこう。話したくないなら、話す気になるまで待つだけだ」

　どっかと胡坐を組んで、シンマは無と真正面から向かい合った。彼女は歯を剥むき出しにして、

「脅おどすなら脅してみろ！　無は絶対に口を割らないぞ！　殺すなら、早く殺せ！」

「そんなこと簡単に言うもんじゃないわよ。死ぬって意味ほんとに分かってんの？」

　腰こしに手を当てアリスが眉まゆ根ねを寄せた。ミンクが頷うなずいて、

「そうですよ。死ぬっていうのは、とっても、とっても辛つらいことなんですよ。美お味いしいものも、楽しいことも、二度と味わえなくなってしまうんです」

「バカめ、無は死なんて怖こわくない。幻狼の一族は使命を果たすためにはその命さえ、容易に投げ出せるんだ！　それが無達の誇りだ！」

　嘲あざけるようにしたその無の発言に、シンマは静かに言う。

「……そんなことない。確かに命は容易に失われることもある。だけど、簡単に自分から投げ出せるもんじゃない」

　真しん剣けんに伝えなければならないことだ。だからあえて強く、厳しい口調にした。

「容易く自らの命を犠ぎ牲せいに出来る人は、そこに辿たどり着つくまでに自分が決めた、とてつもなく大きな覚かく悟ごがある。そうでなければそれはただの逃げだ。あるいはお前みたいに何も考えていないだけ。少なくとも、立派な誇りなんかじゃない」

「……なんだ、お前」

　急に態度が変わったシンマへ、無は圧あつ倒とうされるように身を引いた。シンマは、そこで視線を感じて振り向むく。コトハがじっと見み詰つめていた。わずかに頷くと、彼かの女じよもまた同じように返す。再び、無の方へと向き直るとシンマは続けた。

「無、今、お前がやろうとしてることは本当に自分で決めたことなのか。もしそうなら、謝あやまる。だけど、そうでないなら……考え直して欲ほしい。そして、自分自身の頭で、判断して欲しい。オレが害悪か、そうでないのかを」

「う、無は……」

　先ほどまであった、年ねん齢れい不相応なほどの剣けん呑のんさは薄うすまっていた。シンマを直視できないのか、目を泳がせている。だが、彼女はそこで唇くちびるを噛かんだ。そして、

「う、うるさい！　無の意思に決まっている！　幻狼の一族は、資格者を世界の害悪だと断じる。故ゆえにこそ即そく時じの処しよ罰ばつを実行するのだ！」

　何かを誤ご魔ま化かすように、殊こと更さら、強い反応を返す。そこへ、しわがれた声が割り込んだ。

「幻狼の一族か……また懐なつかしい奴やつが出てきやがったな」

　その場に居た全員が、振り返る。訓堂が、火のついていない煙草たばこを口に咥くわえたままで佇んでいた。シンマが頭を下げると、彼は頷き、こちらに向かって歩き始める。

「火の再生のアーティファクトを使う、資格者専門の殺し屋──それがお前らだったな」

「な、なぜそれを……！」

　訓堂は無の前に立つと、白衣のポケットに手を突っ込んだ。

「一応、資料にはあったからな。覚えてたよ」

「資格者専門の殺し屋……ですか？」

　シンマの問いかけに訓堂は頷く。

「資格者は世界の害悪であり、即そつ刻こく、抹まつ殺さつしなければならない。そんな考えを持った連中だよ。……だが元々の始祖は、【資格者】だってんだから奇き妙みような話だ」

　その場にざわめきが起こった。コトハが尋たずねる。

「資格者が、資格者を殺す一族を生み出した……ということですか？」

「そうだ。事の起こりは随ずい分ぶんと昔になるが……」

　そう口火を切って、訓堂は、語り始めた。

　現存する資料によれば、今より数百年ほど昔。日本で言えば江え戸ど時代の初めごろ、中国に近いある国に紅幻狼フオン・シイ・レアンという女性がいた。

　彼女は黒幻狼カイ・シイ・レアンという名の知られた武術家一族の血を継ぐ男、その一人ひとり娘むすめである。彼女は幼い頃ころより父親の厳しい教えを受けて育ったと、記録にはあった。その甲か斐いあってか成長した紅は、十代の若さにして既にあらゆる武術に精通し、国内の名のある格かく闘とう家か達たちを次々と倒たおしていったという。

　そんな紅が父親より独り立ちを命じられたのは、彼女が成人を迎むかえた日のことであった。紅はその場で、父親よりこれから歩むべき道の指針としてある言葉を授けられる。

　それは、力とは世の調和を守るためにある、ということだった。

　調和とは即すなわちバランスであり、それは平等ということにもつながる。

　平等が成り立つ故において、平へい穏おんな世があるのだ。そして力とは、それを維い持じするために使われるべきである。

　この場合、平等とは誰だれしもが同じように生きる、という意味ではなかった。

　ありていに言えば、善と悪との相そう互ご作用である。

　光と闇やみがちょうど半分、多くもなく少なくもなく存在することが、世界が変化なく続いていくことの条件だ。

　このどちらかのバランスが崩くずれたその時、この世は偏かたよった方向に進む。

　故にこそ……力持つ紅はそれを見守り、調和を保つように努めなければならない。

　それが父親の、いや、連綿と続いてきた幻狼の名を継ぐ者の使命でもある──。

　紅はその教えを、従順なまでに守った。今以上の強さを身に着けるため、武む者しや修しゆ行ぎようの旅と称しようして世界中を巡めぐる傍かたわら、バランスを崩す者を戒いましめ続けることを自らに命じたのだ。

　だからある程度の悪は見み逃のがすが、それを越こえた者は厳しく罰ばつした。

　逆にある程度の善は良しとするものの、行き過ぎた場合にはそれをやめるよう行動した。

　紅は常に、そうやって生き続けた。

　そして。そんな──ある日。彼女に、力が芽生えた。

　資格者の力である。

　その後、彼女は、自らのあずかり知らぬところでこれまで何度も、己のような力を持った者がいたことを知った。

　調和を守るべき使命を持つ彼女が得た、大きく世界の秩ちつ序じよを乱すモノ。

　紅は悩なやんだ。悩み、苦しみ、いかにして生きるべきかを模も索さくした。

　やがて、深き葛かつ藤とうの果てに彼女は決断する。

　自分のような【資格者】は、世界に在るべきではない。これほどの強大な力を、人がもつべきではないのだ。もし持てば、世は必ず、光と闇、どちらかへ傾かたむく。それは、絶対にあってはならない。

　そして、紅はその時から鬼おにとなることを誓ちかった。

　自らより後、資格者が生まれたその時には、その存在を速すみやかに亡なき者ものとする、と。

　それより数十年にわたり、紅は資格者の力と幻狼の武術を組み合わせた技を極きわめた。

　そして時が経たち、彼女は自らの血を分け、武術を教え込んだ者たちに、こう伝える。

　自分の死後も、使命を忘れてはならない。必ず資格者は消せ。

　それが幻狼の、力を得た者の意思を継ぐ一族の使命であると。

　世界の、秩序を保つのだと──。

「そして、幻狼一族は処しよ刑けい人となった。紅が没ぼつした後も、アーティファクトを使い、資格者を狩かり続けていたんだ」

「……そうだったのか」

　シンマは呟いて、無を見た。彼女は悔くやしそうに歯噛みしている。

「その実力は確かに大したものだったようだ。独裁国家を築こうとした男や、死神と恐おそれられるほどの大量虐ぎやく殺さつを行った殺さつ人じん鬼き、あるいは奇き跡せきの超ちよう能のう力りよくと称してショーを開き名声を得た女や、【エターナル】のエルスタインのように多くの人々を救おうとした者など……。いずれも資格者の力によって自らの目的を果たそうとした人間だが、記録に残っているだけでも、そういった奴やつ等らを十人以上狩っている」

　すらすらと述べた後、訓堂は「だが」と続けた。

「いくら鍛きたえ上げていたとしても、相手は資格者だ。そう簡単にやられはしない。幻狼一族は少しずつ、その数を減らしていった」

「じゃあ、それが原因で、姿を消したんですか？　少なくともわたくしは、幻狼一族なんて名前、聞いたことないですけど」

　ミンクが尋ねると、訓堂は首を振ふった。

「それもある。が、それだけじゃない。幻狼一族が表おもて舞ぶ台たいからいなくなった、最大の理由がある。それは──」

　ちら、と無に視線をやって。

「──ある時から、受け継がれてきた戦せん闘とう用アーティファクトを、誰も使えなくなったことだそうだ」

「使えなくなった……？」

「原理はいまだに不明だが、アーティファクトってのは使用者を選ぶ道具だ。人によっちゃ扱う力の大小があるし、もちろん、まるで効果を示さない奴もいる。となれば……なにかの気まぐれでこれまで使えていた奴が使えなくなることもあってもおかしくない」

　アリスが、わずかに顔を伏ふせた。彼女もまた、【夜明けの星々ロート・グランツ】の党首と違ちがい、自らのアーティファクト【ヘカトンケイル】を上手く扱えない一人でもある。固まった彼女の拳こぶしを、そっとレイやノンエが握にぎる。

「じゃあ、そのせいでいなくなってしまったってことですか」

　シンマが言うと、訓堂は「恐らくはな」と答えた。

「だから、こっちじゃ幻狼ってのはもう滅ほろび去さった一族ってことになってたんだ。それなのに……まさか現代に出てくるとはな」

「……確かに」

　それまで黙だまっていた無が、不意に声を出す。

「確かに幻狼はアーティファクトを使えなくなった。だから使命を果たすことが出来なくなった。無のじじ様、ばば様、ちち様も、はは様も、そして、あに様も。ご先祖の意思を継げなくてすごく、すごく辛そうだった。だけど、無は扱えた。あの火のアーティファクト、【天啓火烏カウ・ジン】を起動出来たんだ」

　気を張はり詰つめた表情で。シンマたちへ食ってかかるように、

「だから無は日鎖かざり心しん真ま、お前を殺すんだ！　みんなが出来なかったことを無がやる！　あに様も期待してくださっているんだ！」

「……あんた、家族は兄貴だけなの？　お父さんとかお母さんは？」

　アリスがそう問いかけると、無は押し黙った。しばらくしてから、

「いない。ちち様もはは様も、じじ様もばば様も無が小さい頃に死んだ。だからあに様と無は二人だけだ。二人でずっと生きてきた」

　蒼ヤンの言っていたことは本当だったらしい。シンマは息をつく。

「どうやって、オレのことを知ったんだ」

　資格者の存在は、秘ひ匿とくとされているはずだった。しかし無は、鼻を鳴らす。

「あに様は資格者の存在を感知できるアーティファクトを持っている。ご先祖の……紅様が最初の資格者を殺した時に奪うばったものだ」

　そうか、と合が点てんがいった。そういえば、コトハも似たようなものでシンマの存在を知ったのだと以前、説明していた。

「だから、幻狼一族は誰の助けを借りることなくやってこれた。そして、ずっとこの時を待っていた。ずっと……ずっとだ。お前に、無とあに様の苦労が分かるのか！」

「だからと言って、シンマを殺していいわけではないだろう」

「そうですよ！　どんな事情があろうと、悪いことなんてやっちゃいけません！」

「あんたら……一応、突っ込んでおくと、それ、全部自分たちに返ってくると思うよ？」

　シンマがそう言うと、レイとノンエは「うぐっ！」と胸に手を当ててうずくまった。その姿を見て苦く笑しようしながら、

「まあ、大体、事情は分かった。どうしたって、資格者を殺したいんだな、無は」

「そうだ。だから大人しく、そのアーティファクトを返せ！」

「……そうだなぁ」

　顎あごに手を当てて、考え深げにするシンマ。その姿にアリスとミンクは慌あわてた。

「ちょ、なに納得しようとしてんのよ。あんたをこんな小こ娘むすめに殺させなんかしないわよ!?」

「そうですよ！　シンマくんにはわたくしと共に【エターナル】へと帰り、偉い大だいなる指導者へとなる道が！」

「違うわよ【夜明けの星々ロート・グランツ】の新しい党首となって世界征せい服ふくするのよ！」

「いい、今ならわわ、わたくしもついてきますのよ!?」

「あ、あたしもよ！　後、洗せん濯たく機きとか、プリンターとか、何なら、もう一人あたしもつけるわよ!?」

「二人とも、落ち着いてくれ。特にアリスは、一番に落ち着いてくれ。日本語がおかしい」

　どうどう、とアリスとミンクを手で抑おさえつけると、シンマは再び無の方を向いた。

「無、お前の気持ちはよく分かった。なんでそこまで、思おもい詰めてるのかも」

「見かけよりは理解が速い。なら、覚悟を決めるんだな」

「ああ。──じゃ、オレんちに行こうか」

「そうしよう。安心しろ、無もそこまで非道ではない。せめて苦しまずに一いつ瞬しゆんで……え？」

　あまりにもナチュラルに言われたので意味が分からなかったらしい。戸と惑まどうように、無は目をしばたたかせる。

「う、ういんち？」

「いや、オレんち。なんでここに動力機械が出てくる。オレの家だよ」

「な、なぜお前の家にいかなければならない！」

「いいか、無。オレは【資格者】なんかじゃない。日鎖心真だ」

　この上なくきっぱりと、そう断言した。

「お前にはそれを知ってもらいたい。だから、オレの家に行く。一いつ緒しよに晩ばん御ご飯はんを食べよう。しばらく一つ屋根の下で暮らそう。いいか？」

「い、いいわけないだろう！　なにを考えているんだ!?」

「……シンマ様？」

　窺うかがうような素そ振ぶりを見せたコトハに、立ち上がり様シンマは言った。

「多分、これが一番いい。言葉でいくら説得しようとしても無む駄だだ」

「で、ですがシンマくん、敵を自らの懐ふところに誘さそい入れるなんてそんな……」

「そうよ、危険よ。なにかあったらどうすんのよ！」

　止めようとするアリスとミンク。彼女たちに、「んー……」と首を傾げた後に、伝える。

「じゃ、みんなで来れば？」

『はいっ!?』

　二人同時に、固まった。

「ついでだから、レイもノンエも、来ればいいよ。皆みな揃そろって、晩御飯食べればいい。それだったら、もしなにかあっても大だい丈じよう夫ぶだろ？」

　呆気にとられたようなメンツを前にして、シンマは笑う。そして、無の方を見つめ、

「──うん、我ながら、いいアイディアだ」

　自分で自分を、そう褒ほめ称たたえるのだった。



　エビフライに鳥の唐から揚あげ、ハンバーグに餃子ぎよーざにシーザーサラダ、エビマヨ、麻婆まーぼ豆どう腐ふ、焼き魚とほうれん草のおひたし、ナスの一いち夜や漬づけ……。

　おおよそジャンルにこだわらず、節操なく作られた料理の数々がテーブルの上に所ところ狭せましと並んでいた。

「さ、どんどん食べてくれ」

　エプロンをとったシンマが、それぞれ椅い子すについたコトハ、アリス、ミンク、レイにノンエ、奈々、それにもちろん──無に向かって笑え顔がおを振りまく。

「みんな、何が好きか分からないから手て当あたり次し第だいに作ってみた」

「こ、これ、全部シンマくんが作ったんですか……？」

　ミンクが驚いたように目を丸くしていた。

「料理がお上手とは聞いていましたけど、これほどとは……」

「すげえええー！　そうかー！　今日は祭りかぁ！」

　テーブルに両手をついて料理を覗のぞきこみ、奈々が歓かん喜きの声を上げる。

「ああ、新しいお友達がきたからな。そのお祝いだ」

「おお、無だなー。よかったな、無。おいしいぞ、今日のめしは！」

　シンマが言うと、奈々は振り返かえって無に笑いかけた。椅子には座さず、部屋の隅すみに座すわった彼女は、それには応こたえず視線を逸そらす。

「ふ、ふん、まあまあね。あたしが食材費を出したんだから、これくらいとーぜんだけど」

「ああ、ありがとうな。感謝してるよ」

　素す直なおに礼を言うとアリスはかっと赤くなり、フォークを手にとった。

「でで、でも、肝かん心じんは味よっ、味っ！」

　そして手近にあったエビフライを突つき刺さすと、そのまま口へと運ぶ。もぐもぐと口を動かした後、彼女は目を見開いた。

「こ、これは……」

「お、美味しいー！」

　アリスの心を代弁するかのように、ミンクは幸せいっぱいといった表情をする。

「すっごく、すっごく、すっごく美味しいです、シンマくん！」

「そりゃ結構」

「ふむ。一流のシェフを雇やとっている【アルタイル】の食堂よりも腕うではいいな」

　レイが満足そうにハンバーグを口にすれば、フライドポテトを咥えたノンエが至福のえみをこぼす。

「たまりまふぇん……！　アリス様が以前、シンマ様に作られたチキンとフライドポテトは、一体なんだったのだろうと思うほどの味です！」

「ちょっとどういう意味よ。自分では結構、自信作だったのよあれは!?」

「アリス、大丈夫だ。あれも中々に美味だった」

　深く頷いてレイが言った。

「珍ちん味みというやつだな」

「あ、そうか、そういう方向で見ればよかったのね。さすがレイちゃん！　ポジティブ思考は相変わらず素す敵てきだわっ！」

「結局バカにしてんじゃないのあんたらはーっ！」

　アリスが机から立ち上がって両手を振り上あげると、奈々が頬ほおを膨ふくらませた。

「おねーちゃん、おしょくじ中は席立ったらダメだ」

「……あ、ごめん」

　幼い子に叱しかられて、さすがに言い返すこともせずしおしおと腰を下ろす。

「よく覚えてたな、奈々。偉えらいぞ」

　たまらなく嬉うれしそうな顔でシンマが頭を撫なでると、奈々は「えへー」と笑った。

「おしょくじ中に席へ座っているのは、テーブルボマーだからな！」

「うーん、そこで爆ばく破は犯はんにならなかったら、もっとよかったんだけどなー。マナーだなー」

　苦笑しているシンマを、奈々は分かっておらずに、無む邪じや気きな笑顔のまま見つめている。

「コトハ、どう？　いけるかな？」

　そうこうしてようやく席に座ったシンマが、黙もく々もくと食事を続けるコトハに話しかけると彼女は頷いた。

「はい、とても美味しいです。さすがシンマ様ですね」

　ありがとう、と礼を言うとコトハは頭を下げ、「ですが……」と続ける。

「彼女はどうやら、食べるつもりはないようです」

「……みたいだな」

　そう言って、シンマは視線を傾けた。

　そこには部屋の隅で膝ひざをかかえ、仏ぶつ頂ちよう面づらのまま一人、皆みなの輪に入ろうとしない無がいる。

「おーい、無、食べないのか？　不ま味ずくはないと思うんだけど」

　シンマがそう呼びかけると、彼女は「誰が！」と強く反発した。

「害悪から施ほどこしは受けん！」

　が、その次の瞬しゆん間かん。

　ぐぅぅぅぅ。

　見事なまでの腹の音が鳴った。

　その場にいた全員の会話が止まるほど、見事なまでの空腹の証明である。

「う……う、うう……うー！　うー！」

　みるみるうちに沸ふつ騰とうしたかのように顔を赤くさせた無は、必死で自分の腹を叩たたき始めた。

「こ、この根こん性じようなし！　根性なし！　無は平気だ。これくらい平気だ！」

「こ、こらこら、やめろって」

　慌てて止めに入ろうとするシンマを威い嚇かくするように、彼女は唸うなった。

「近づくな！　いいか、こんなことで無を籠ろう絡らくしようとしても無駄だ！」

　ぐぅぅぅぅ。

「無はあに様から訓練を受けている。ちょっと、今は、ほんの少しそれが足りず腹が減っているように見せているが、すぐになんともなくなる！」

　ぐぅぅ。ぐぅぅぅぅ。

「だから……その……」

　ぐぅぅぅぅぎゅるるるるるる。

「……うー」

　うつむいて、無は、自分自身が許せないかのように唇を噛み締しめた。

「いい加減、意地張ってないで、食べちゃえばー？」

　言って、アリスがフォークに突き刺したエビフライにかじりつく。ミンクが頷うなずき、

「そうですよ。もしかして、今日、全然なにも食べてないんじゃないですか？」

「腹が減っては戦いくさが出来ぬ、と日本でも言うぞ」

「そうですよー。ほらー、美お味いしいですよー、ほらー、ほーら」

　ノンエが前にしゃがみこんで、鳥の唐揚げを左右に振った。無の目が、知らずそちらを追うように、あっちへ行ったり、こっちへ行ったりと動く。

「あ、あ、あ、あー」

「美味しいぞー。ジューシーだぞー。……でも食べちゃう！」

　そのまま、ノンエはぱく、と唐揚げを口に頬ほお張ばった。その光景を見てようやく、からかわれていたことに無は気付いたようだ。

「こ、こ、こ、コロシテヤルッッ！」

　彼かの女じよは、憤いきどおるようにして立ち上がった。しかしあまりにも空腹だったのか、「あふぁ……」と弱々しくへたりこむ。

「ひどいことすんなよ、ノンエ」

「失敬ですね、これは教育ですよ！」

「嘘うそつきなさい。あんた、扱あつかいやすい子見つけて弄もてあそぶのほんと好きよね」

　呆あきれたように言うアリスへ、ノンエはえへへ、と頭を掻かいた。

「すぐ傍そばにそういう方がいるから、どうしても……」

「あら、そーだっけ？　そんなのうちの組織にいたかしら……」

　首を傾かしげたアリスに、レイがノンエに囁ささやく。

「本当に気付いていないみたいだな……」「この辺りがアリス様の美徳ですよね……」

　二人がひそひそと話し合っているのを、アリスはきょとんとして見つめていた。その光景を生暖かく見守っていたシンマは、改めて無に向き直る。

「さて、どうしたもんかなー……」

「やはり、無理だったのではないでしょうか。彼女の境きよう遇ぐうから考えて、シンマ様から何を貰もらっても懐かい柔じゆうしようとしているようにしか見えないのでは？」

　コトハのアドバイスに、シンマは、ふむ、と顎に手を当てた。

「オレから無理、ね。それじゃあ、ここはこの道のエキスパートに任せるかな」

　横で、ハンバーグに添そえられていたケチャップスパゲティを一心不乱に食べている奈々へとシンマは声をかける。

「奈々、ちょっと」

「なんだー、にいくん」

　口の周りをケチャップでべとべとにした奈々が近寄ってくるのに、それをウェットティッシュで拭ふいてあげながら、シンマは彼女の耳元でぼそぼそと話す。

「おう、わかった！」

　元気よく返事して、奈々は、テーブルの上にあった餃子を手にとった。そのまま、無へと近づいていく。

「奈々様、武器がないとは言えまだ彼女は危険です」

　止めようとするコトハを、シンマは手で押おしとどめた。

「……シンマ様？」

「大だい丈じよう夫ぶ。奈々に任せよう」

　その、欠片かけらも心配してはいないシンマの顔に、コトハは眉み間けんへわずか皺しわを寄せる。だが、すぐに様子見をするかのように事の成り行きを観察し始めた。

　アリスやミンク、レイやノンエもいつしか会話を止めて奈々を見つめている。

「無は、食べないのかー？」

　奈々は無邪気な顔でそう尋たずねた。ちなみに、彼女には無のことを『とある事情で一時的に預かることになった親しん戚せきの子』とだけ伝えてある。

「そんなもの、いらん」

　不ふ貞て腐くされた風に、そう無は吐はき捨すてる。

「おいしいよ！」

　そんな態度にもまるで構わず、奈々が餃子を差し出だした。

「いらんと言ったら、いらん！」

「おいしいのに？」

「いらん！」

「おいしいぞー」

「しつこいな！　いらんと言ってるんだ！」

「とってもとってもおいしいぞ。奈々、にいくんの作るぎょーざが一番好きだ！」

「そんなことは無には関係ない。いらんと言ったらいらんと言ったらいらん！」

「おいしいぞおいしいぞおいしいぞー！」

「いらんいらんいらんいらんいらんいらん！　馬ば鹿かかお前は！　馬鹿！　馬鹿！」

「おいしいぞー！」

　まるでめげない。普ふ通つう、ここまで拒きよ否ひされたらイラつきの一つも覚えそうなものだが、奈々はまるで平気な様子だ。笑顔のままで、餃子をただ勧すすめ続ける。

「……凄すごいですね」

　素直に驚おどろいた様子でコトハが言った。それにシンマは微笑ほほえみを浮うかべる。

「奈々は、どんな奴やつとでも友達になれる。それは、優やさしかったり、面おも白しろい話をしたりとか、そういうのもあるけど。なによりあいつは、相手の求めていることが直感で分かる」

　その人が何を嫌いやがって、なにを得たいと思っているか。それが本能的に理解できるからこそ、容易たやすく人の心へ入り込める。

「多分、無が本当に不ふ愉ゆ快かいに思っているなら、あいつはあんなことしないよ。でも、そうじゃないということを察してる。だからこそ、奈々はいくら断られても平気でいられるんだ。そんでいつも、最終的に、相手の方が折れる」

「さすがシンマの妹ね……」

　アリスが、呆れ半分、感心半分といった感じで頷いた。

「いらんいらん、いらんと言ったらいらん！」

「おっいっしっいっぞぉー」

　節をつけて、楽しそうに餃子の皿を持って踊おどる奈々。徐じよ々じよに、無は、反はん抗こうするのも疲つかれて来たのか大きくため息をついた。

「いらんと言っているのに……なんなんだ、お前は」

「はい、ギョーザ！」

　そこで極きわめつけと言わんばかりに、満面の笑えみで餃子を突き付つける。それをまた撥はね除のけようとした無だったが、なにを言われても、どれだけ罵ば倒とうされてもまるで堪こたえない奈々へ、

「……くっ、もう！　分かった、寄よ越こせ！」

　遂ついに白旗を上げた。皿を奪うように受け取ると、同時に渡わたされた箸はしで一つを掴つかんで口へ放ほうり込む。咀そ嚼しやくして、ごくん、と飲み込んだ。

「どうだー？」

　尋ねられ、無は、しばらく呆ぼう然ぜんとした顔で餃子を見下ろしていた。もう一つをつまんで食べる。再びもぐもぐとやって、飲み下した。そして、

「……。美う味まいな」

　生まれて初めてそう感じたかのように、目をぱちくりとさせる。

「な、美味いだろ！」

「……美味い。美味い」

　そのまま彼女は、せきを切ったかのように皿を持ち上げると次々餃子を胃へと送り込んだ。奈々が唐揚げを渡すとそれも、ハンバーグやエビフライ、麻婆豆腐に焼き魚、オムライスにポテト、ミートパスタや漬つけ物ものまで、手当たり次第に片づけていく。シンマがコトハを見て、頷いた。彼女もまた同じようにして返す。

　夢中になって食事をたいらげていく様子を見つめていた奈々を、無はようやくそこで気付いたかのようにはっとして、睨にらみ付けた。

「ど、どうだ、これで満足か！　もうどこかに行け！」

「おう、わかった！　ばいばいなー！」

　目的を果たすと、すぐに退散する。奈々は席に戻もどると、今度はミートボールと格かく闘とうし始めた。

「こ、こんなの、食べたの初めてだ。あに様にも、持っていってあげたい……」

















　目を輝かがやかせて食事をむさぼる様は、歳とし相応の少女そのものである。シンマはやっと、ほっとしたように息をついた。

「なんだ、やっぱり、いい子じゃないか……」

　美味しいものを、何のてらいもなく美味しいと言える内は、まだ戻ることが出来るはずだ。そう思って、シンマはさりげなく次の皿を無の横においた。彼女はそれを発見して、その尖とがった眼まな差ざしを向ける。

「こ、こんなもので無を落とせたと思うなよもぐもぐ！」

　しかしそう言いながらエビフライの尾おっぽを口から覗かせているのだから、説得力はない。シンマは苦笑して手を振ふった。

「そんなこと思ってないって。言ったろ。オレはただ、無に御ご馳ち走そうしたかっただけだ」

「……なにを考えている？」

「なにも。まあ、強しいて言えば、オレはこうやって皆と一緒にわいわいやる日々を送ってるってことを伝えたかったのかな」

　そう言って、口元を緩ゆるませる。

「大体、オレは世界をどうこうなんて考えてないよ。オレの夢は、いい嫁よめさんをもらって、妹と幸せに暮らすことだからな」

「……し、信じられるか、そんなもの！」

「まあ、そうだろうけどな。でも……今以上のことは望まないけど、それ以下になることも望まない。ただ今が今のまま、ずっと続いていったらいいなって……世界どうこうじゃなくて、ただ、オレはそんな贅ぜい沢たくな考えを持ってる奴なんだよ」

　無言でシンマを見つめる無。だが彼女は、またすぐに食べることに集中し始めた。それを見て、口端はしを上げたシンマは手を叩く。

「さ、どんどん食ってくれよ。デザートもあるからなー」

　その声に、その場に居た誰だれもが、ただ喜びを示していた。



「……信じられない」

　夜空に、ほんの少しばかり、星が瞬またたいている。

　無は屋根の上に佇たたずみ、その光景を眺ながめながら思っていた。

　まったくもって、馬鹿げている。

「なにを考えている……食事を与あたえたから、もう仲間だとでも思っているのか？」

　ちらと後ろを向く。その窓の向こうには、無──いや、幻狼一族の使命であり、悲願でもあった【資格者】の日鎖心真がいる。

　しかも彼かれは、無防備にも就しゆう寝しん中なのだ。

　当然だが、その傍には護衛役である御み守かみ紅こと刃はもいる。だが、いかな彼女とて完かん璧ぺきではない。隙すきをつけば、シンマの命を奪うばうことも可能だろう。

「それなのに……拘こう束そくもしないとはな」

　ふざけている、としか言いようがなかった。

　現に、彼の仲間からは自分を縛しばっておくべきだという進言もあったのだ。

　無論、縄なわ抜ぬけくらいなら容易ではあるが──それはともかく、彼があの場でやることはせめて逃にげられないように何らかの手段を講じることであったはず。

　それなのにシンマは、平然と「いや、そういうのはいい」と言い切った。

「この家から出て行きたいならそれでもいいよ。もう、見せたいものは見せた」

　ただの無思考か、あるいは、何らかの作戦があるのか。もしくは、その度量の大きさゆえか。とにかくシンマは、無の意思に任せると、一いつ切さいなにもしようとはしなかった。

　しかも彼の身を一番に案じなければならないコトハでさえ、「シンマ様がそう仰おつしやられるのであれば」とだけ言って行動しようとしなかったのである。

「なんなんだ、あいつらは」

　理解不能としか言いようがない。あるいはこちらを嘗なめ切っているのかと思ったが、無の実力は今日の戦いで充じゆう分ぶんに見せたはずだ。到とう底てい、油断できるようなものではないと分かっているはずだった。

「……ともあれ、どうするべきか」

　夜風をその身に受けながら、今後の案を練る。マントがなびき、掠かすれた音を立てた。

「このまま動いても構わない。だが、あに様と合流するのが先か」

　離はなれ離ばなれになったままでいる彼の指示を、無視するわけにはいかない。と言っても戦せん闘とうに関しては無の臨機応変で判断しているため、兄がいなくてはなにも出来ない、というわけではない。だが、無にとって兄である蒼──蒼幻狼は、そんなものとは関係なくかけがえのない存在だった。

　無は家族のほとんどを幼い頃ころに亡なくし、この世に残っている血けつ縁えんは兄ただ一人だけだ。

　幻狼一族最後の生き残りとして使命を果たすため、無は兄と共に巡じゆん業ぎようをしながら世界中を旅してきた。資格者を抹まつ殺さつするという、ただそのために。

　もう何代も前からなぜか代々伝わるアーティファクトを使えないという事態に陥おちいっていた幻狼の血族は、資格者の存在を知りながらもほぞを噬かんで耐たえる他なかった。

　始祖から連綿と受うけ継つがれてきた名めい誉よある役目。

　この世に調和をもたらし、秩ちつ序じよを守る──それを遂すい行こうできないというのは、幻狼にとってなによりも恥はじでありそして、屈くつ辱じよくでもあった。

　無の両親も祖父母もまた、自らの無力さを呪のろい、人生を嘆なげきながら死んでいったのだ。

　だが、ついに転機は訪おとずれる。

　無は物心つかぬ頃から、幻狼一族にとっての誇ほこりであり至宝【天啓火烏カウ・ジン】を自在に操あやつることが出来た。

　それを兄である蒼は、大いに喜び、一流たる幻狼の戦士として無を育てることをご先祖に誓ちかったのだという。

　そこから地じ獄ごくのような修しゆ行ぎようが始まった。

　時に血を吐くような想おもいをし、兄にしごかれ幻狼の武術を徹てつ底てい的てき、完かん膚ぷ無なきまで、骨の髄ずいに至るまで仕込まれる。

　正直なことを言えば、時にやめたいと思うこともあった。無とてまだ幼い。同じ歳の子たちが遊んでいる姿を見て、なぜ自分だけがと思うこともあった。

　だが、自分を鍛きたえることに執しゆう着ちやくする兄を見て、そんな己おのれを戒いましめたのだ。

　無はたった一人の兄が好きだった。早くに家族を失い、苦労して自分の世話をしてくれた兄が。アーティファクトを使う以外、なにも出来ず、迷めい惑わくかけてばかりの自分へ少しの不平や不満も言わない兄が。辛つらい顔を一つも見せず、無に数少ない食料を分わけ与えてくれた兄が。眠ねむれない夜、ずっとおとぎ話を聞かせてくれた兄が。

　好きで好きでどうしようもなかった。だから努力し続けた。そんな兄の期待に応こたえたいと。役立たずで苦労ばかりかける無が出来るのは、そんなことくらいだったから。

　そしてついにその時は訪れた。兄の持つアーティファクトが反応し、シンマの存在を明らかにしたのだ。今こそ使命を果たす時、そう無は思った。

　兄と共に、なにがあろうとこの大事を成なし遂とげるのだと。

「だけど……あいつは、なんだ？」

　資格者は世界にとっての害悪である。何の利も生み出さず、消し去る他、それを封ふうじる術はない。そう教えられ、生きてきた。それなのに。

　──無、今、お前がやろうとしてることは本当に自分で決めたことなのか。もしそうなら、謝あやまる。だけど、そうでないなら……考え直して欲ほしい。そして、自分自身の頭で、判断して欲しい。オレが害悪か、そうでないのかを

　真まっ直すぐな瞳ひとみ。嘘のない言葉。まるでこちらを怖こわがらず、かと言って侮あなどらず。同じ立場で、同じ視線で。無に問いかけてきたシンマの姿。

　いくらでも、こちらを止める術はあったはずだ。それこそ全員でかかってくればいい。それなのに。晩ばん御ご飯はんを共にし、自分自身がどういう人間であるかを見せる。

　シンマのやったことと言えば、それだけだ。

　殺せ、とも、殺すな、とも決して言わない。それは、自分で判断しろ、とそう告げているように思えた。

　それはとてもではないが、この世に闇やみをもたらすような人間には見えない。

　と、そこまで思ったところで、無は首を振った。

「……そんなわけない。資格者は害悪だ。だから幻狼はずっと使命を果たしてきた」

　それは間ま違ちがいない。そうでなくてはならない。なぜなら、無にはそれしかないからだ。アーティファクトを扱い、兄の──幻狼一族としての期待に応える。

　それ以外に道はないと、生まれた時から決められているのだから。

　そうでなければ、いけないのだ。

「でも……」

　シンマと、妹である奈々、二人の顔や、やりとりが浮かぶ。するとなぜか、完璧だと思っていた、絶対だと思っていた自分の考えに霞かすみがかかるかのごとく、少しずつ不安定になっていく。

「なぜなんだ。分からない。無は──」

　思わず両手で頭を抱かかえ込んだ、その時。前方に影かげが降り立った。

　痩そう躯くな体。フレームレスの眼鏡。陰いん陽ようのマークが入った服。

　蒼幻狼だった。

「あ、あに様……！」

「無事だったか、無。諸事情により離れてすまない。僕ぼくまで捕つかまるわけにはいかなかったからな」

「い、いえ、大だい丈じよう夫ぶです。そ、それよりあに様！」

　先ほどの考えを振り払はらうように、無は慌あわてて後ろを指差した。

「資格者である日鎖心真は今、就寝中です。やるなら今しかありません！」

　その時、兄がやれ、と言うのなら、無は動いただろう。つまらない想いは捨て、蒼のために働いただろう。だが、

「いや、待て。……まだ時期が早い」

「……あに様？」

「破は壊かいと再生、その両方を扱う力、こちらの予想以上の強さだった。寝ねこみを襲おそったとて御守紅刃の守りがある以上、完全な不意打ちにはならないだろう。そうなれば戦闘も長引き、こちらの不利になる場合もある。……アーティファクトを向こうへ奪われたのなら、なおさらだ」

　無の腕うでに視線を移す蒼から、無は「で、ですが……」とうろたえた。

「そ、それならばどうすれば？」

「……無、あの者たちと随ずい分ぶん、親しくなったようだな」

　その言葉で、無はびくりと体を竦すくませた。

「ち、違ちがいます、あに様！　無は別に、懐柔されたわけではありません！」

「分かっている。お前はそこまで愚おろかな人間ではない」

　微笑んで、蒼は無の頭を撫なでた。それに顔を赤らめ、小声で礼を言う。

「だが、これはチャンスだ。あいつらは、お前が従順になったと思っている。そこを突くのだ」

「……日鎖心真他を騙して、無防備になったところを狙えと？」

　蒼は頷く。そして、

「これよりしばらく、あいつらと行動を共にしろ。そして、完全に油断したと判断したところで──速すみやかに命を絶たつんだ。……いいな？」

　その言葉は、問いかけでありながら、命令でもあった。

　無に、蒼へ逆らう術などありはしない。

　いや、元より逆らうつもりなど、ありはしないのだ。

「──承知致いたしました、あに様」

　無は、冷酷な仮面を被かぶり。

　また、目的を遂行するための、道具となっていた。



　シンマはパンツを握にぎっていた。

「…………」

　右手には水玉模様でフリルのついた、可愛らしいイラストつきのもの。左手にはそっけないがシルク製の、肌はだ触ざわりが良いもの。

「……ぐぅ」

　シンマは悩なやんでいた。

　とてもとても、悩んでいた。

「ぐぅぅぅ……！」

「……あの、お客様」

　見かねた様子で女性店員が声をかけてくる。当然だろう。休日の昼下がり、ショッピングモールの服屋。それも下着コーナーで。

　挙句の果てに幼児用パンツを二枚持って、世界全すべての疑問が集結したかのごとく顔をしかめて小一時間ほど唸うなったり必死の形相で双方を見比べている男がいたら。

　誰だって怪しむ。

　というかむしろ通報されない方が奇き跡せきだろう。

　しかし、シンマは己の行動を改めるつもりはなかった。

　なぜならば、そうしなければならない大きな理由があったのだ。

「お客様……？」

　まったく反応のないシンマへ再度、店員が声をかける。まだ年若く新人なのか、どこをどう切り取っても変態の二文字しか浮かんでこないシンマを、いかに扱っていいか分からないようだった。

「お客さ」

「店員さん！」

「はいっ！」

　三度目の問いかけ、その途と中ちゆうでシンマは女性店員へ振り向むく。彼かの女じよの背後にある鏡に映った自分の顔は目が血走り、頬ほおが真っ赤で、おまけに不自然なほど荒い息が漏れていた。女性店員がそっとポケットから携けい帯たい電話を取り出すのが見える。しかしそんなことは気にせずシンマは尋ねた。

「どちらが似合うと思いますか!?」

「お客様にですか!?」

「なに言ってんですか！」

「すみません、わたしもそう思いました！」

　尋じん常じようならざるシンマの迫はく力りよくに、女性店員が姿勢を正す。もしかしたら、これはなにかよほどの事情があるのでは、と思ったのだろう。電話のボタンを押す手を止めて、真しん剣けんな顔で窺ってくる。

「どなたかへの贈り物ですか……？」

「そうなんです！」

　シンマは何の衒いもなく、真っ直ぐに、心の底から問いかけた。

「九歳くらいの女の子に穿かせるには、どちらのパンツがいいと思いますか!?」

「てて、店長ー！」

　いかん、これはガチだ。そう判断したのか慌てふためいた様子で逃げていく女性店員。シンマはその肩かたを掴んだ。

「待って下さい。違うんです。誤解です！」

「お客様、今、どう取っても言い訳のきかない発言でしたよ!?」

「違います！　妹なんです！　オレの妹に穿かせるんです！」

　と、そこで、シンマは、自分の言い方がまずかったことに今いま更さら気付いた。はっとして、言い直す。

「すみません、訂正します。今度、妹にパンツを穿いてもらうんですが、どちらがいいと思いますか？」

「てて、店長─！」

　いかん、間違いなくガチだ。もう迷いなく、そう思われたようだった。

「いやだから、違う！　妹のためにパンツを買いにきたんです！」

「そそ、その妹さんは現実に存在するのですか!?」

「するに決まってるでしょう当たり前です！」

「近所の女の子はお客様の妹さんではありませんよ!?」

「なに言ってんですか、あんたは！」

「わたしもそう思いますけども！」

　らちが明かない。シンマは少し、落ち着こうと思った。息を吸い込んで、吐はく。

「……えー。なにか多大な勘かん違ちがいを為されていると思いますが」

「そ、そうであることを祈いのります」

「本当にオレの妹です。血の繋つながった。その子の下着をそろそろ買い換えないといけないから、購こう入にゆうしにきたんですけど」

「……あ、そうなんですか」

　ようやく受け答えがまともになったせいか、女性店員は安あん堵どの息をつく。そして、

「でしたら、そちらの可愛らしい方が宜よろしいのではないでしょうか。まだ小さな子ですと、お喜びになられるかと思いますよ」

「そうですか。でも、こっちのシルクの方が肌はだにはいいんですよね？」

「そうですね、お値段も少々お高めとなっておりますが、その分、長くお使いになられますし……」

「ぐぅ！　悩む！」

　しゃがみこみ、二枚のパンツを握り締めてシンマは叫さけんだ。

「大事な大事な大事な大事な妹に少しでも良いパンツを穿かせたい！　だけど我わが家の財政上、出来るなら高額なものは避けたい！　しかし、可能ならば奈々にお金のことで困らせたくないのも事実！　くそう……くそう兄ちゃんはどうすれば奈々ああああああ！」

「ああ、あのお客様、あまり騒がれますとその……」

　別の意味で厄やつ介かいだな、というような顔で引きつった笑えみを浮うかべつつ、女性店員はシンマの肩に手を置く。

「でしたら、その、そちらのシルクの方と可愛らしい方、両方お買いになられた場合、どちらも半額に割引させて頂きますが……」

「本当ですか！　じゃあ両方、買います！」

　立ち上がるとシンマは女性店員の手を握ってぶんぶんと振る。もちろん、パンツをもったままで。

「ありがとう！　ありがとうありがとう！」

「い、いえ、それでは、その、後ほどこの券を見せてご購入くださいませ……」

　商品割引カードをシンマへ手渡すと、女性店員は、これ以上関かかわるとろくなことにならないと言わんばかりに踵きびすを返し逃げていくのだった。

「奈々……兄ちゃんはやったぞ……！」

　両手を上げて歓かん喜きにむせび泣く。無論、パンツを持ったままで。

「……シンマ様」

　と、そこで、声がかかったので振り返かえった。コトハが居る。

「ご用事はお済みになられましたか？」

「あ、ああ、コトハ。うん、なんとか」

　パンツを握り締めたままシンマが言うと、彼女は頷うなずいた。

「それでは、大変申し訳ないのですが、私の方にお付き合い頂けますでしょうか」

「ああ、分かった」

　コトハが歩き出だすのに、続く。

　先日、遊園地での提案通りシンマはコトハ、奈々、そして無と共に近くのショッピングモールへと来ていた。

　そして真っ直ぐとコトハが来たのが服屋で、シンマは「少し買うものがあるから待っていてくれ」と一人、奈々の下着を買うため離れていたのだ。

「奈々と無は？」

「あちらに」

　コトハが指差す方には、ベンチに座すわって一いつ緒しよにアイスを食べている二人の姿があった。

「おいしいなー。アイスはー、おいしいなー」

　にこにことしながらナッツ入りのアイスを舐めている奈々に、チョコミント味のアイスをもった無が話しかける。

「おい、奈々、それちょっと無にくれないか」

「やだよぉ。無はちょっとって言いながら、すごくいっぱい食べるんだ」

「そんなことない。今度は我慢する」

「ほんとだな。約束破ったら、バリ島千個、飲ますぞ？」

「そんな大規模な罰ゲーム耐えられない！」

　慄く無に、奈々は笑いながらアイスを差し出していた。彼女もまた口を綻ほころばせ、一口だけ齧って今度は自分のものを渡わたす。

　無がシンマの家にきてから一週間ほどが経たち、彼女も随分と打ち解けたようだった。シンマやコトハ、アリス、ミンクにはまだ態度が硬かたいが少なくとも、奈々に対しては屈託のない表情を見せている。

　シンマはうんと頷き、息をついた。

「最初の頃とは違って、大分と年頃の女の子っぽくなってきたな」

「そうですね。見違えるようです」

「内心、どうなることかと思ってたけど、なんとかなりそうでよかったよ」

　コトハが、はい、と答えて先導していく。そのまま、しばらく店の中を歩いてようやく到着した。

「はい、ここです」

「お、了りよう解かい。ところで、なんの用事……って」

　奈々の方を向いていたシンマは視線を前へと戻し、驚きよう愕がくする。

「こ、コトハ、ここは……」

　目に映るのは、色とりどりの華々しい生地の数々。赤やピンク、白や青、黒など様々なバリエーションが豊かに用意され、見る者の目を楽しませる。ごく普ふ通つうのものから扇情的なもの、これは既すでに紐では？　と思うものから洗練されたデザインのものまで。

　そう……ここは、下着売り場であった。

　それも当然だが先ほどシンマが居た、幼児用のものではない。

　周囲には、自分と同じ歳としから妙みよう齢に至るまで、様々な大人の女性がいた。

「ちょ、ちょい待ち。なんでここ。なんでここになんの用事!?」

「シンマ様、これをご覧ください」

　そう言って、相も変らぬ無表情でコトハが取り出したのは、二枚のショーツ。

　一枚は、紅色をした向こうが透けて見えるほどの限界に挑戦したセクシーなもの。

　もう一枚は、少々子どもっぽい、青と白のストライプ模様である。

「こ、こら、そういうのを男の子に見せたらダメだ！」

　今さっき、シンマも同じようなことをしていたのだがそれとこれとは話が別だ。妹のものを兄が買うのはなんの問題もないが、コトハは一人の立派な女の子である。

「いえ、シンマ様にこそ、ご覧いただきたいのです」

「なんで!?　目覚めた!?　そういう面おも白しろいプレイに目覚めちゃった!?」

　コトハはそれぞれの指で下着を広げつつ、至って真面目まじめに問いかける。

「隅すみ々ずみまで観察して下さい、シンマ様」

「勘かん弁べんしてくださいコトハさん！　ここ来てから視線が槍やりのように突つき刺さってます！」

「周りの目など気になさってはいけません」

「気になさるよまだそこまでの境地には至ってないもの！」

　至ったからといって許されるものでもないのだが、とにかく、これは不ま味ずいと思った。

「どど、どうしたの、一体!?」

「シンマ様はどちらがお好みですか？」

「はい!?」

「ですから、こちらと」

　と言いながら、刺し激げき的てきなショーツを持ち上げるコトハ。

「こちらでは」

　そして、今度は縞模様を見せつける。

「──どちらがお好みですか？」

















「え、えええええ。えー……え。なに、それ。……答えなきゃダメなの？」

　恐る恐る問いかける。彼女は片時も、こちらから目を逸らさずにこっくりと、頷いた。

「大事なことです。よく考えて下さい」

「そ、そうなんだ……大事なことなんだ……」

　なにがあったか分からないが、相手はコトハだ。ふざけているということはあるまい。シンマは腕を組み、「え、えーっとね……」と指先を迷わせる。

　正直、どちらがどうにしろ、それをコトハが穿いていると想像するだけでどきどきしてくるのだが、まさかそんなことは言えまい。

　数十秒ほど逡しゆん巡じゆんした結果、シンマは、縞パンツの方を選んだ。

「じゃ……こっち」

「なるほど。シンマ様はこちらがお好きですか。このように、少々、子どもっぽい方が良いのですね。健康的なエロティシズムをお求めになられているのですか」

「詳くわしく訊きかないでくれますか!?　オレも結構、限界に近いよ！」

　堪えきれずに悲鳴のような声を上げると、彼女は「分かりました」と下着を元の場所に戻した。そして、懐ふところから何か手帳のようなものを取り出すとペンで書き込み始める。

「シンマ様は、少し、幼い方が好き……と」

「……もしもしコトハさん？　よかったら、その、明らかに個人情報を書き込んでいるらしきものについて教えてくれない？」

「これですか」

　目をしばたたかせて、コトハは言った。

「シンマ様ノートです」

「シンマ様ノート？」

「シンマ様ノートです」頷いて、「シンマ様の趣味や嗜好についての様々なことを書いているものです。私は、貴方あなたの使徒となったわけですから、その要望には全て応えられるようにならなければなりません。ですからこうして、細かく記しているのです」

「……そうなんだ。ちなみにどんなことが書いてるのかな」

　コトハは、すらすらと読み上げる。

「シンマ様は奈々様のことが本当にお好きで、寝入った後にベッドの横に行き、二時間ほどじっと見ていることを日課としています。奈々様の服を洗濯する時は、宝石を取り扱あつかうかのように丁寧です。毎晩、奈々様をお撮りになった動画を見ながらとても満足げな顔をなさり、【今日の妹】と題した日記を二十ページにわたって書かれておりますね。後、性的嗜好としましては、胸は大きい方がお好きらしくそのような本が漫まん画が、写真と合わせて数冊、自室の棚と棚の間に隠かくしてあるのを先日、発見しまして。ちなみに漫画におきまして主なシチュエーションと致しましては……」

「わ、わぁ──っ！　わぁ──っ！　やめてえええ！」

　ごく普通に、自分が隠しておきたかった部分をぺらぺらと話し始めたのでその口を塞いだ。周囲からひそひそと声が聞こえてくる。シンマは嘆くように大きく息をついた。

「……真面目ですね」

「ありがとうございます。これからも精進致します故ゆえ」

「正直に捉とらえるところも変わらず真面目だね」

　歪ゆがんだ笑みをこぼしつつ、シンマはとにかく、一刻も早くこの場から逃にげ出さなくてはと思った。

「にいくーん！」

　そこに天の助けとばかりに奈々が走ってきて、懐に飛び込んでくる。シンマは笑え顔がおで抱き止めて、ぎゅっと彼女を包んだ。

「お買いものは終わったのかー！」

「おー、なんとかな」

「じゃあ、今度は奈々のお菓か子しの番だ！」

「今度もなにも、そんな予定ないよ！」

「あったぞ！　昨日、約束したぞ！」

「してないよ！」

「嘘うそだ！　した！　奈々の福ふく造ぞうじゃないぞ！」

「ねつ造な……誰だれだよそのおっさん」

　そういえば、そんなことも言った気がすると、シンマは昨夜の記憶を思い起こした。しなかった気もするが、曖昧な以上、一方的に奈々のことを否定するわけにもいかない。

「じゃあ……一個だけだぞ」

「分かった。でも奈々の一個は百個くらいある」

「一休さんかお前は」

　背中の方に回ってきた奈々をおんぶすると、シンマはコトハに言った。

「悪い、コトハ。そういうわけだから、ちょっとお菓子売り場行ってくるよ」

「行ってらっしゃいませ。それでは、無は私の方で面倒を見ておきます」

「頼たのんだよ」

　そう言って、シンマはやれやれと、歩き始める。

「にいくん、奈々、あれ食べたい。なんだっけ……ぼっき」

「ポッキーね！　ポッキー！　それ一番間違えたらダメなところだから！」

　それでも無む邪じや気きにせがんでくる妹が可愛かわいく、シンマは微笑ほほえみながら目的の場所へと向かうのだった。



　奈々がお菓子を買いに行くと言い、シンマと共に向かってしまった。一緒にこないかと誘さそわれたのだが、無は断り、場に残る。

　そして、所在なさげに広場のベンチに座っていた無は、不意に、声をかけられた。

「隣となりに座ってもよろしいですか」

　ちらりと見ると、御守紅刃が佇たたずんでいる。

「……勝手にすればいい」

　そう告げると彼女は、わずかに頭を下げると隣に腰こしかける。

　なにか話しかけてくると思ったが、彼女はただただ、黙だまって一点を見つめていた。

　楽しそうにお菓子を選ぶ、シンマと奈々の姿を。

　しばらく、そのまま無言の時が流れていた。

　だが、やがて、

「……お前は、あの男について長いのか」

　ふと無が尋たずねると、コトハは、こくりと小さく頷いた。

「シンマ様ですか。そうですね、と言ってもまだ、一か月ほどになりますが」

「変な奴やつだと、思わないか」

　足をぶらつかせながら、尋ねる。

「自分を殺しに来た相手を平気で家に置いて、食事を与あたえ、こんなところに連れてくる。おまけにさっきは、大事だと言った妹を無に預けていったぞ。普通ならありえない」

「確かにそうですね。いささか、配はい慮りよに欠ける行動かと思います」

「お前もやはり、そう思うのか」

　ええ、と答えたがしかし、コトハは続けた。

「ただし、シンマ様でなければ、の話ですが」

「あいつは、特別だとでもいうのか？」

「はい。あの方は決して、考え無しに動く人間ではありませんから。シンマ様には、ご自身が経験されたことを基盤として培ってきた、揺ゆるぎのない信念があります。あの方の選択は、全てそれに基づいているのですよ。だからシンマ様がやられるのであれば、それは何か目的があってのことです」

「信念とは、無防備に、人を信じることか？」

「正確には、その人を信じた自分を信じることですよ」

　コトハは言う。ただ、淡々と。

「あの方は何よりも、自分というものを大切にします。他の何でもなく、自分自身が選んできたものを、絶対だと考えているのです」

「利己的だな」

「あるいはそうかもしれません。……ですが、盲目的なまでに己以外のなにかを信じ、大切なことを見失ってしまうよりは、よほど素す晴ばらしいことではないかと私は考えます」

「あいつは、無もそうだと言った。……幻狼の使命もまた、誰かにやらされていることではないかと」

　奥おく歯を噛み締め、無は吐き捨すてるように、

「そんなわけない。あいつは幻狼の長い歴史を知らない。無や、あに様が、どれほどそれを大切に生きてきたのかを。だからあんなことを言えるんだ」

「いいえ、残念ですが、それは違ちがいます」

　静かに、コトハが首を振ふった。

「シンマ様は決して一方的な否定はしません。ただ、こうして尋ねているだけです。……それは本当に、自分が心の底から、望んでやってきたことか？　と」

「当たり前だ！　資格者を抹まつ殺さつするのはあに様の……いや、幻狼の悲願だ！」

「幻狼の、あに様の……あなたが目的を語る時にはいつもそれが付きまといます。それが正しく、シンマ様の言う……意思の依存ではないのですか？」

「……意思の依存、だと？」

　その、涼やかな目が、無を見た。

「他から与えられたものを、自分自身で手にとってきたものだと信じ、ただ、遂すい行こうする。自分にはそれしかないから。それ以外に生きていく方法がないから。……唯一、己へ何かを与えてくれた人が、そうしろと言ったから」

「無がそうだと言うのか」

「……シンマ様なら、自分はそう思う、と仰るでしょう。しかし、私は違います」

　はっきりと、コトハは断言した。

「──そうです。貴女あなたは、歴史や、誇ほこりや、そして、兄である蒼……即すなわち【血】に縋る以外に道はなかったから。己を活かせる道がなかったから、それを自分自身の意思だと思っているだけです」

「お前……！　無のことを侮辱したな！」

　無が手刀を、コトハへと突き付つける。その尖とがった爪つめが、喉のど元にわずか食い込んだ。

「……侮辱したわけではありません」

　しかしそれでも平然と、コトハは言った。

「これは、単なる自己分析です」

「……自己分析？」

「無幻狼。……貴女は、少し前の私に似ています」

　怯おびえの一つも観られない瞳ひとみが、無を鮮明に、映していた。

「私は歴史ある御守家という鎖くさりに縛られ、己を道具と断じ、感情を失くすことを良しとした。そうして生きることを、当然であると受け入れてきた。そうする他、自分には許されないのだと」

「…………」

「ですがシンマ様は仰おつしやられた。死にかけた私に。彼かれを守るために命を投げ出し、使命を全うし、これでいいのだと笑った私に。──ふざけるな、と」

　コトハは左手をそっと覆おおう。その甲には、風を顕あらわすような紋章があった。

「私の運命を縛るのは他の誰でもない。私自身だけなのだと。だから自由に生きていいんだと。……そう仰ったのです」

　無は見つめた。仲睦まじく、お菓子を選ぶシンマと奈々を。その姿に、自分の兄をダブらせる。幼い頃ころ、貧しい中でも決して自分を見捨てようとはしなかった蒼を。アーティファクトが使えると判明する前、弱くて泣き虫で、どうしようもなかった自分を、それでも可愛がってくれたその人を。

「よく考えて下さい、無。正しいのか正しくないのか。やるべきかやらざるべきか。そうではありません」

　その言葉はまるで、心へ染み入るように無の内へと響ひびいた。

「自分がどうするべきなのか。それをよく考えて下さい。そして自分の目をしっかりと開き、よく見て下さい」

　コトハは、落ち着いた声こわ音ねで、ただこう口にした。

「日鎖心真。彼は……妹の為に世界を必要ないと断じた、ただの優しい兄に過ぎませんよ」



　ただ青い空が広がっていた。

　無はぼやりと屋根に寝ね転がり、それを見つめている。

「……変だ」

　呟つぶやいた。反応する者は、いない。

　シンマたちとショッピングモールに行ってから更さらに数日が経っていた。

　当然だがその間も無は彼らと共に暮らしている。何度も寝食を共にし、語り合い、時には遊んだりもした。全すべてはシンマを油断させるため。こちらを味方だと思わせるため。そう言い聞かせながら。

　しかし、無は未いまだに使命をまっとう出来ずにいた。

　確かに四六時中、傍そばにいるコトハが邪じや魔まであったということもある。

　だが、彼かの女じよとて完かん璧ぺきではない。その気になればいくらでも寝首を掻かくチャンスはあった。実際、寝入っている時や作業をしている時に真後ろに立っていたこともある。

　なのに、いざ動こうとするとなぜか心のどこかがそれを拒きよ否ひした。

　頭に奈々の顔が思い浮かぶ。にいくん、にいくんとシンマを慕う彼女の姿が。

　そうするともうダメだった。あれほど訓練を受けて来たのに。固く誓ちかったというのに。

　殺そうとする意思が。大義のためだと鼓舞する気持ちが。どんどんと萎えていく。

「無は変だ」

　コトハの言葉が蘇る。

　自分がどうすべきなのか。それをよく考え、己の目で見て判断せよ。

　それが頭から離はなれない。まったくどうかしている。

　シンマが人間らしいところを見てしまったからか。自分と同じように仲良くしている兄妹を目撃してしまったからか。

　そんなものは、ただの甘さだ。

　資格者の力は強大にして凶悪であり、即そく座ざに抹まつ消しようしなければならない対象である。

　そんなもの、とうの昔に分かり切っている。相手がどんな人物であろうとその事実は変わらないというのに。

　甘さ。甘さ。甘さ。同じ言葉が回った。

「……くそっ」

　独りごちて、無は体を起こす。拳こぶしを握にぎった。なによりも強く。

「やらなきゃ……やるんだ」

　小さく言った。形にすれば決意も固まるかと思い。だが、

『無、大だい丈じよう夫ぶか』

　兄の台詞せりふを思い出だす。

『無、腹は減っていないか？　役目をまっとうするための大切な体だ。きちんと食べるんだぞ』

　優やさしくしてくれた兄の顔が。

　この厳しい世を、幼い二人で生きていくというのは簡単なことではない。父や母から教えを受けた武術はあったが、それとて見世物くらいにしか使うことは出来なかった。幻狼の技わざは資格者に対してか、罪ある者にしか使ってはならない。始祖より厳然と在る戒いましめにより、小手先の術で見世物を売りにするくらいしか、無たちには生きる方法がなかったのだ。時には飲み水にさえ事欠く有様となり、飢えて死ぬことさえ現実的になることもあった。だが、そんな時でも兄である蒼は無のためにどこからか食料を手に入れては、そのほとんどを与えてくれたものだ。

　その時のことが脳のう裏りを過ぎり……やはりシンマと奈々に繋がる。そうすると、やはり、揺らぎないはずの誓いが自分の中で弱まっていくのを感じた。

「あに様……」

　一体、自分はどうすればいいのか。心細く呼びかけると、

「どうしたんだ、無」

　降り立つ気配と共に、蒼が姿を見せた。「あに様！」と立ち上がると、無の兄は、いつものように冷れい徹てつな顔で問いかける。

「いつまで経たっても結果を出せないようだが」

「ご、ごめんなさい、あに様」

　謝罪の意は示したが、もはや、言い訳が出来ないことは明らかだった。

「慎重であることを悪いとは言わない。だが、機会を物に出来ないのも問題だ。分かるな」

「……はい」

「こちらの武器が向こうにある以上、不意打ち以外に方法はないのだ。それが理解出来ないお前ではないだろう？」

　無は頷うなずく。蒼はその後、無言となった。だが、それなら、なぜ、と追及する空気が漂っているのを、無は肌はだで感じる。

「……あ、あに様」

　口にしてはならないことである、とは自覚していた。だが、もう一人で考えるのは無理だった。ひょっとして、兄に相談すればどうにかしてくれるのではないか。そう思って、無は言った。

「あに様……シンマは、殺さなくては……ならない人間なのでしょうか？」

「……どういうことだ」

　怒おこられなかった。それで、無は、顔を上げる。

「無はしばらく、シンマと共にありました。そして全てを見ました。彼の言動。行動。嗜好と思考。ですが……どうしても、シンマがあに様の言うようなこの世界の害悪だとは思えないのです。あいつは、お人好しで、間が抜けていて、のんきで……そして妹が好きな、ただの平凡な人間にしか見えないのです」

　必死で縋りつくように。

「あに様……無はおかしくなってしまったのでしょうか？　大切な使命があるというのに、こんなことを考えてしまうことは──やはり、許されないことなのでしょうか……？」

　返答はなかった。レンズの奥にある、その澄すみ渡わたるかのような瞳が、ただ無を見ている。いつも自分に優しい言葉をかけてくれたその口が、真一文字に引き結ばれている。

　そして、

「無。……幻狼の一族が、遙はるかなる昔から受け継いできたことを、お前は否定するつもりなのか？」

　その、重い言葉に、無は体を竦すくませた。

「ち、違います。そんなつもりはありません。ただ……ただ、無は。あに様、無は……！」

　無は蒼の服を掴つかんだ。そして、訴えかける。兄が間ま違ちがっているなどとは思っていない。先祖のやってきたことに異を唱えるつもりはないと。失望されたくない。蒼にだけは見放されたくないという、ただその一心で。

　その結果──蒼は。

「……分かっている」

　ゆっくりと、微笑んだ。無は、それで全身の力が抜ぬけるような気がした。ああ、よかった。兄は自分のことを嫌きらってなどいない。安心させようとしてくれている。

「無、よく聞け。お前がおかしくなったわけでも、あの男──日鎖心真がただ、ごく普ふ通つうの人間であるわけでもない」

「そ、それでは一体……？」

「簡単な話だ」

　手を伸のばし、蒼は優しく無の頭を撫なでた。その心地よさに、体があたたかくなっていくように思える。

「お前は、あの男に騙だまされているんだ」

「無が……シンマに……？」

「ああ。よく考えてみろ。自分を殺そうとした相手を、簡単に引き入れたんだ。それくらいはして然るべきだろう」

　しゃがみこみ、目を合わせ。蒼は口元に微笑を湛え続けた。

「あいつは狡猾な男だ。自らの命を救う為ためにお前を弄び、見せかけの優しさで籠ろう絡らくし、殺意をうやむやにしようとした。危ないところだったな」

「……そうだったのですか」

「ああ。だが、もう平気だ。お前には僕ぼくがいる。僕はどんな時でもお前を助けてやった。だから、今回もそうしてやる。……なにも心配することはない。使命を果たすんだ、無」

「あに様……！」

　視界が滲む。ふがいない自分を。惑わされていた自分を。兄はまた救ってくれた。その手を伸ばし、正しい方向へと連れて行ってくれる。

「ありがとうございます。……ありがとうございます！」

「いいんだ、無。僕は、お前が過あやまちを犯さないために存在しているのだから」

　抱きしめられる。ぎゅっと強く。いつもそうしてくれたように。これからも、そうしてやると約束するように。

　馬ば鹿かだった、と思った。一時の感情に迷い、恐おそろしい判断をするところだった。

「……やれるな？　無」

「は、はい……！」

　強く、強く、無は頷く。今度こそ、絶対に間違えないように。

　だが。

「……随ずい分ぶんな言われようだな」

　苦く笑しようするような声に、無は振り返かえった。

　窓が開き、枠に背を預けたシンマと、その傍に控えるコトハが居る。

「し、シンマ……！　お前、学校とやらに行っていたのではないのか！」

　そう聞いたから、こうして蒼と会話をしていたというのに。

「確かにそうだったけどな。昼から先生たちの会議があって、休講になったんだよ」

「私が提案したのです」

　コトハが言う。刀の柄つかに手をかけながら。

「無、貴女の本音を探る必要があると。故に尻尾を出すよう、今日、シンマ様が早く帰ることは知らせず、わざと独りにするよう仕向けました」

「無を、罠わなにかけたのか!?」

　ぎり、と奥歯を噛かみ締しめた。背後から蒼が告げる。

「そうか、やはりお前たちは無を信用してはいなかったのだな。僕の考えは正しかった、ということか」

「……勘かん違ちがいなさらないで下さい。そうすべきと言ったのは私です。シンマ様は最後まで反対されました。ですが、事の真相をはっきりさせるべきではないのかと、出過ぎた真似かと思いながらも、御おん身みを案じていささか強ごう引いんに説き伏ふせたのです」

「たとえそうであろうと、最終的にその案に乗ったのはその男の意思だろう。自分で判断したのであれば、無を騙したのも日鎖心真。──お前の意思、ということになる」

「…………。そうだな」

　しばらくの無言の後。睨にらみ付ける無に対して、シンマはそう漏もらした。

「シンマ、やはりお前は……！　くそぅ！」

　愚おろかであった自分を殴りつけたい衝しよう動どうにかられる。そんな自分へ、シンマが口を開いた。

「確かに、オレ自身どこかで、無……お前を信じていないところはあったかもしれない。いや、かもしれないなんて、そんな言い方は卑ひ怯きようだな。信じていなかったんだろう。それは事実だ」

「……フン、やはりあに様の言う通りだったな！」

「だけど。……だけど信じたかったっていうのも本当だ」

　窓枠から体を離し、シンマは真まっ直すぐと立って、

「信じたいという気持ちと、信じられないという気持ちがずっとぶつかり合ってて、オレは一いつ生しよう懸けん命めいに戦ってた。奈々と遊んでいる無を、ぶっきらぼうな態度で、それでも晩ばん御ご飯はんを食べてくれた無を見て……ただそれだけを見て、信じよう、と思ってた。嘘うそかもしれない、って言ってくるもう一人のオレを無む茶ちや苦く茶ちやに殴りつけて、どうにか抑えつけようとしていた。だけど……最後の最後で、やっぱり、オレは、オレの中にあるその影かげに勝てなかった」

　深々と、シンマは頭を下げた。

「……本当にすまない。お前を信じきるべきだった。最初に感じた、オレの判断を信じるべきだったんだ」

　真摯に、何の言い訳もなく謝罪する。

「お前に偉えらそうなことを言っておいて、このザマだ。……ごめん」

「別に、そんなことはいい」

　無は視線を逸そらして、どうでもいいことのように言った。

「お前の判断は正しかった。無はお前を殺すつもりだった。それだけだ」

「確かに、そうだったかもしれない。でも、だからと言って、それが正しかったとはオレは言いたくない」

　己が内を直球で投げかけるように。シンマは続ける。

「本当に正しいのは、周りからなにを言われても、たとえそれが結果的に間違っていたとしても、オレがオレとして出した答えを守り続けることだったんだ」

「……シンマ様」

「もちろん、ただ殺されるつもりはない。だけど……自分から、自分を疑うような真似をすべきじゃなかったんだ」

「お前は、馬鹿か？」無は鼻を鳴らした。「じゃあ、そのまま信じ続けて、対応を失敗し、無に殺されたとしても──お前はそれでよかったと思ったとでも言うのか？」

「……さあ、それは分からない。後悔するかもしれない。やっぱりコトハに従っておけばよかったと思うかもしれない」

　苦笑して、頭を掻き。……だけど、とシンマは頷く。

「少なくとも、無を『幻狼の一族だから』って理由だけで敵だと決めつけるようなことをしてしまうよりは──ずっと、マシだと思うんだよ」

「……っ」

　その言葉が。ずくん、と、無の体のどこかに痛みを覚えさせた。

「……お、お前は」

　声が掠れる。振り切ったはずの何かが、また無の心を蝕んでいくように思えた。

「お前は……、一体なにを言っている。無は幻狼の一族だ。資格者をこの世より消すために在る。だからそれでいいんだ！」

「何かの為に在る人間なんて、いないとオレは思う」

　揺るがない。ただの一つも。

「ただ、オレたちは──何かの為に在ろうとするだけだ」

　お人好しで、間が抜けていて、それでも。

　目の前の男は、シンマは、絶対に揺るがない。

　己が、己で在り続けることから。

「やめろ……」

　また迷う。また揺らぐ。また分からなくなる。

「無をこれ以上、惑わさせるな……！」

　なにが正しくてなにが正しくなく。なにをやるべきでなにをやらざるべきで。何のためにあって何のためにないのか。どう決めてどう決めないのか。ぐちゃぐちゃになっていく。

　──よく考えて下さい、無

　コトハの言葉が、無の中を巡った。

　──正しいのか正しくないのか。やるべきかやらざるべきか。そうではありません

　無は頭を押おさえる。目を瞑り、唸うなりを上げた。

「やめろぉぉ……！」

　そんな自分を助けてくれたのは。

「……そこまでだ」

　やはり、兄だった。

「事が判明した以上、強襲は不可能と断じる。僕たちは一いつ旦たん、この場を退かせてもらう」

「あ、あに様……！」

　無を抱だきしめて、彼は言った。

「だが、僕たちは諦めない。アーティファクトを奪還し、必ずやお前を始末する……！」

「……だろうな。分かってるよ。あんたらが伊達や酔狂で動いてないってことくらい」

　シンマは、答える。ただ堂々と。

「それじゃあ、勝負しよう」

「なに？」

「明日の午後三時。この近くにある廃工場で。オレ達とあんた達で勝敗を決する。負けた方は相手の要求に従う。それでどうだ」

「ふざけるな。そんなものに乗れるか。こちらには得物がない」

「アーティファクトなら、その場でそっちに返す」

　蒼が目を見開いた。コトハがシンマの方を向く。

「危険です、シンマ様」

「分かってる。ごめん、いつも心配かけて。……だけど、こうでもしなけりゃ諦めないだろ。オレだって、いつ襲われるか分からない状じよう況きようで日常を送るのは勘かん弁べんだ」

　苦笑して、彼は問いかけた。

「どうだ、それならやるか？　もちろん、これは別に純じゆん粋すいな試合じゃない。だからオレは仲間を連れて行くし、そっちの不利であることは違ちがいない。だけど、それでも」

「いいだろう」

　皆みなまで言わせず、蒼は同意した。

「このまま膠着状態になるよりはマシだ。……致いたし方かたない。その条件を呑もう」

「ありがとう」

「礼を言われる筋合いはない」

　無の肩かたに手をおいて、蒼が言い放つ。

「──どんな状況であろうと必ず無はお前を殺す。幻狼の、高潔なる意思に賭かけて」

　その台詞は、なによりも強く、そして、押し潰すかのように重く。

　無の体に、伸し掛かっていた。










　　　第四章　神魔、妹、握った拳





　もう何年も前から人気のなくなったその工場には、墓標のように突つき刺さる巨きよ大だいな鉄骨が目立っていた。彼方かなたにそびえる古びた建物は、かつての栄華を物語るかのように寂寞と佇たたずんでいる。

　晴天の下。荒涼たる大地の上で。シンマ達と無ウー達は対峙している。

「……ったく、びっくりしたわよ」

　アリスが身の丈ほどもある巨大な斧を担いでぼやいた。彼女の武器、土の力を持つアーティファクト【ヘカトンケイル】である。重力操作を可能とし、まるで棒切れのように自在に巨大な刃やいばを振ふり回すことが出来る代しろ物ものだ。そんな彼女の傍にはレイやノンエもいた。

「いきなり戦うから協力してくれなんて」

「……悪い。でも、来てくれてありがとう」

　申し訳なさそうに言うシンマへ、横手からミンクが首を振る。

「いえ、とんでもありません。わたくしでお役に立てるなら本望です。でも、事情を聞いて更さらに驚おどろきました。まさかアーティファクトを返して全面対決なんて」

「そうですよ、シンマ様らしくありません！」

「君はもっと逃にげ腰ごしな男だったはずだ。見損なったぞ！」

「それを見損なったと言えるあんたの根こん性じようはほんとにすげーな」

　引きつった笑えみで、レイとノンエにそう返すシンマ。コトハが刀を抜きながら、

「しかし、本当に宜よろしいのですか、シンマ様。多人数とは言えど、あちらもかなりの手練れです。……このまま相手を攻せめる方法が無難かと思われますが」

「まあ、確かにそうだよなあ。でも、それじゃ意味ないんだよなあ」

　頭を掻かいて、シンマはなんともいえない顔をする。

「無を止めるには、それじゃダメなんだ」

「止める？　ちょっと、あんた、この期に及んでまだあいつをどうにかしようと考えている訳？」

「それは正直、無謀としか言えませんよ」

「ああ。少々、甘すぎるんじゃないか」

　アリス達の忠告はもっともだった。しかし、諦めきれないわけがある。

「ダメなんだよ、オレ、あんな小さい子が殺すの殺さないの言ってるの。それぞれには、それぞれの事情があるって分かってるんだけどさ。それでも……多分、理屈じゃないんだ」

　頭では馬鹿げたことだとも思っている。平へい穏おんを望む人間がわざわざ、無理をしようとしている。これは矛盾に他ならない。しかし、

「ここで自分を曲げたら──それはそれで、オレがオレじゃなくなっちまう気がして」

「……シンマくん」

　息をつくシンマへ、そう言って、ミンクは微笑ほほえんだ。

「……。ったく。ほんと、あんた、アホよね」

　アリスが呆あきれたというように肩を竦めた。信じられない、というポーズをとるように。しかし、

「……ま、そういうとこ、嫌きらいじゃないけどさ。あたしたちも、それで助けてくれたし」

　ぼそりと呟き、その頬ほおを紅で染めた。

「シンマ様がそうされるというのであれば、私に異存はありません」

「ありがとう、コトハ」

「それに」と、コトハは真っ直ぐと前を見て。「……彼かの女じよには、私も思うところがあります」

「……仕方ないわね」

　息をついて。アリスはその場で軽く跳ぶ。

「それじゃ、ちょっと、あのわがまま娘むすめにオキューをすえなくちゃね」

「そうですね。……ところでアリス、オキューってなんですか？」

　ミンクがきょとんとするのに、アリスは、「え？」とぎょっとして振り向むく。

「お、オキュー……ってのは、あれよ。その。えーと。日本の言葉で……砂漠！」

「砂漠に据える!?　日本独自の拷問か何かですか……？」

「そ、そーよ。首まで砂漠に埋めて、一日に数回『ごめんなさいと言ったらこの水を飲ませてやる』って目の前に持ってきたミネラルウォーターをどぼどぼ零す、そういう拷問なのよ！」

「おお、恐ろしいですね、日本！」

「アリスは博識だな……私も知らなかった。そんなおぞましい方法がこのジャパンに存在していたとは」

「ハラキリに続く独自習慣ですねっ、アリス様！」

　多分それは『砂丘』のことだと思うが、アリスは自信満々だし話は盛り上がっているしタイミングを逃したしということで、シンマは流すことにした。

「後……わがままついでにお願いしたいことがあるんだけど」

　その場に居た全員の視線が集まるのに、シンマは告げる。

「オレがいいって言うまで、向こうに攻こう撃げきしないでもらえないかな」

「それ、どういうこと？　あんたがやられるのを黙だまって見てろってわけ？」

「な、なんのためにわたくしたちを呼んだんですか？」

　アリスとミンクの問いに、シンマは苦笑いした。

「頼たのむ。……ちょっと試ためしてみたいことがあるんだ」

　それしか言わない自分に、しばらく訝しげな視線を向けていた四人だったが、最終的には渋しぶ々しぶと納なつ得とくした。

「……ま、あんたがそう言うならいいけど」

「で、でも、本当に危なくなったら助けますからね!?」

「アリスが危なくなった時も、同様だ」

　ミンクとレイに対して、シンマは顎あごを引く。

「その時は、頼む。ありがとう。後、オレ以外の人に危険が及んだ場合も、もちろん、動いて構わない」

　そして、ちらり、とコトハを見た。

「コトハにもお願い出来るかな」

　これはある意味、彼女が己おのれで決めたことを侵害するような提案だ。だから了承を得る為に問いかけたのだが、しかし、コトハは何も言うことはなく、頷うなずいた。

「シンマ様がそう仰おつしやられるのであれば」

　その応えに礼を言う。そこで、タイミングを見計らったように蒼ヤンが口を開いた。

「そろそろいいか？……勝負を始めるのなら、その前にアーティファクトをこちらへ渡わたしてもらおう」

　シンマは、「ああ」と返事をして懐ふところから取り出だした腕うで輪わを投げた。空中を舞った幻狼シイ・レアン一族の至宝【天啓火烏カウ・ジン】が蒼の手へと渡る。彼かれはそれを、無へと差し出した。

「装着するんだ、無」

「……分かりました」

　無は従順に、手にとるとそれを腕うでへと嵌はめた。その顔は、様々な感情を無む理り矢や理りに閉じ込めて、一つにまとめ上げているかのようにひどく不自然に思えた。

「それでは勝負を始めよう。準備はいいか？」

　シンマはポケットに入れていた【水鏡無限】を握にぎり締めて離はなす。光が溢れ、四方を壁かべが取り囲んだ。領域が場を現実から切り離す。

「オーケーだ。……始めよう」

　シンマが、そう言った。その瞬しゆん間かん。

「行け、無。──速すみやかなる、使命の遂すい行こうを！」

「……ぐっ。く……うああああああああああああああああっ！」

　無が吠ほえる。そして、疾しつ走そうした。最中で跳躍し、マントを翻す。

「目覚めよ──【天啓火烏カウ・ジン】！」

　幾つもの影が飛んだ。空中を走り、風を切って、殺意を孕んだ鉄の塊が空を埋め尽つくす。ヒョウだ。無数の暗器が、シンマ目め掛がけて飛来する。

「風よ！──唸れ！」

　叫さけびとともにシンマは右手を横へと振り払はらった。轟ごうと唸り疾しつ風ぷうが舞い上がると、壁が築かれ無の攻撃を全すべて受け止めた。そのままバラバラと跳び散らす。

「あああああああああああっ！」

　無の再びの旋せん転てん。次々とのたくる蛇へびのように、何本も何本も、何本もジョウヒョウがその身をくねらせ牙きばを剥むいた。

　シンマが先ほどと同じように壁を作ろうとすると、その隙すきを狙ねらって無が何かを投とう擲てきする。四角い箱に閉じ込められた中に、球状のなにかが収められている。数十個ものそれが、次々と足元へと襲しゆう来らいする。

「シンマ様！　爆弾です！」

　コトハの警告にシンマは慌あわててそちらへと火球を飛ばした。着弾すると共に、目標へと到達する前に爆ばく薬やくが炸裂する。鼓こ膜まくを破くような轟ごう音おん。濛もう々もうと黒煙が上がった。

「しまっ──」

　しかし、それこそが無の狙いであったことに気付いたのが遅すぎた。視界が完全にふさがれてしまったのだ。案の定、闇やみを貫つらぬくように忽然と現れたジョウヒョウのいくつかがシンマの体にまとわりつき、まるで生きているかのように縛り上げていく。

「くっ……まずい！」

　シンマは捕縛されたまま、右手を下方に広げて集中した。衝しよう撃げき波はを放つ。その反動で、高く宙へと舞った。ギリギリセーフで、先ほどまで己が居た場所に大軍勢が放った矢のように次々とジョウヒョウが刺さっていくのが見える。

　しかし一時的には防げたものの、これでは次の手が打てない。恐らくそこも計算に入れていたのだろう。ゆっくりと地面へ近づくシンマの視界に、無がマントを広げる姿が捉とらえられる。

「いけええええええええ！」

　空を割るかのような激しい咆ほう哮こう。以前の銃などではない。大砲だ。ずらりと並んだ小型の筒が、その身から次々と巨大な球を撃うち出していく。

　目の前を、砲弾の群れが埋め尽くした。

「火と風よ！」

　空中で身を捻ひねり、どうにか手を向けた。

「──巻き起これええええ！」

　オォオ……ンッ！

　まるで悪あく魔まが怒いかりに身を震ふるわせたかのように、おどろおどろしい叫びが響ひびき渡った。空を大地を、シンマの力が支配する。疾風が竜巻となり、その竜巻へ神が宿った。炎ほのおだ。螺旋をなぞり、点火し、瞬く間に巨大で膨大な焔の嵐となる。

「ぐっ……！」

　爆発。砲弾は全てがそれに巻き込まれ、つんざくような断末魔を上げて次々と消えて行った。しかし、そちらへ意識を向けすぎてシンマは受け身を取ることを忘れていた。まともに、大地へと体を打ち据える。

「がはっ……！」

「シンマ！」「シンマくん！」

　ミンクとアリスそれぞれの声。彼女たちは助けに来ようと走り始める。が、それをコトハが押し留めた。

「なにすんのよ！　見てわかんないの!?　シンマが危ないのよ！」

「そうですよ！　コトハさん、あなたはシンマくんの護衛でしょう！　それなのに！」

「分かっています！」

　普ふ段だんにない大声を張りあげ、二人を驚かせる。そのまま、コトハは言った。

「本来なら真っ先に駆けつけるべきであることは、十分に理解しています！　それでも、シンマ様が私たちに来るなと仰るのなら、ここで待つべきです！」

「……あんた」

　その顔に、表情の変化はない。だが、見る者が見れば分かっただろう。唇くちびるを歯で噛み締め、彼女が、なにかを必死で耐たえているのを。

　表現出来ない心の内で、懸命に闘っているのを。

「……コトハさん。分かりました」

　ミンクは頷く。それに、アリスは悔くやしそうにそっぽを向いた。

「なによ。……自分が一番、シンマのことを分かってるみたいに言っちゃって」

　しかし、彼女もまた、ため息をついてその場に居ることを選んだ。

「……みんな、悪いな」

　身動きできない状態でまともに高い場所から落ちたせいか、ダメージは大きかった。おまけにジョウヒョウはまだ、シンマを縛り付けたままだ。

















「無様な姿だな、資格者」

　蒼が近づいてくる。その顔には余よ裕ゆうの笑みが窺えた。

「なんのつもりか分からんが、いかに神魔の力を持つ存在と言えどお前の力は未覚かく醒せい。仲間の力を借りるべきだった」

「……そーだな」

　傷は治すことが出来る。【再生】の力を使えばそれで済むことだ。だが、シンマはそうしなかった。そうしない、理由があった。

「無、この愚おろか者へ今度こそ思い知らせてやるがいい。幻狼の牙の、恐ろしさを」

「……はい、あに様」

　歩みは遅く。しかし、無は現れた。その鋭するどい目で、シンマを見つめながら。彼女に向かい、蒼は粛々とした儀式を進ませるように告げる。

「──殺せ。世界の害悪を、抹まつ殺さつせよ」

「分かっています、あに様」

　彼女は、苦しげに息をつくシンマを見下ろす。その、人を殺めるにはあまりに純粋な瞳ひとみで。

「……なぜ、たった一人で来た。無を嘗なめているのか」

　マントを払うと、無は腕を突き出した。彼女が装備する【天啓火烏カウ・ジン】が光を宿す。正しき道を、指し示すように。

「嘲っているのか。迷った無を。どうせお前には出来まいと。侮っているのか」

　炎が生まれる。幻狼にとっての意思が。無にとっての、蒼にとっての未来が。

「馬ば鹿かにしているのか……！　言ってみろ、シンマ！　無はそんなに、甘くはないぞ！」

　現れた長槍を掴つかみとり、無は振り回す。その切っ先を──シンマへと、向けた。

「そうだ、無。思い知らせてやれ。お前の……正しさを！」

「はい、あに様！」

　殺意の感情が、まるで彼女が信望するその火のように、勢いよく迸る。……しかし。

「……無の、正しさだって」

　シンマは口元を緩め、笑った。

「違うだろ、蒼。それは──【お前】の正しさだ」

「……僕ぼくの正しさは無の正しさ。幻狼の正しさだ」

「勝手に決めるなよ……」

　激しく咳き込んで、シンマは首を振る。

「そんなものあるかよ。誰だれの意思もなく決められる絶対の正しさなんて、あるわけない。時代によって……変わるものだ。人によって、変わるものだ。たったほんの少しのきっかけで……変わるものなんだよ」

　真まっ直すぐと向けられた槍の矛先に向けて、シンマは言った。

「お前はお前の正しさで生きていけばいい。だけど……それを無へ押し付つけるな。妹へ押し付けるな。その子はお前の繋がりだけど──お前の物じゃあ、ないんだぞ……！」

「……ほざけ！」

　叫ぶ。そして、蒼は無をたきつけた。

「なにをしている。早くしろ、無！」

「……は、はい、あに様！」

　ぐっと、柄えを握る無の手に力がこもる。逡しゆん巡じゆんの一つもしない。迷いのない感情で。だが、それは、仮初めの決断だ。誤ご魔ま化かしの選せん択たくだ。シンマにはそれが分かった。いや、

（そうであることを……オレは信じている）

　だから、その時、呼びかけた。

「……無、もうやめるんだ。帰って、また、一いつ緒しよに晩ばん御ご飯はんを食べよう」

「……黙れ」

「奈な々なとも、遊んでやってくれ」

「黙れ」

「……あの子は、お前のことを気に入ってる。いや、奈々だけじゃない。オレだって。……コトハだって。皆、お前が好きだ」

「黙れ……！」

「本当は、お前が今の状況を望んでないって。心の何処かでは、間ま違ちがっているんじゃないかって、そう思ってるってことを。……オレは信じてる」

「黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ！」

　無は歯を噛かみ締しめた。痛みを堪えるようにこめかみを押おさえる。

「無。お前は──」

　シンマは、最後に、こう告げた。

「──お前は、自分を、信じているか？」

　無は、叫んだ。

「黙れえええええええええええええええええええええええええっ！」

　そして腕を、弓引くように下げる。その槍の切っ先を、シンマの顔目掛けて──放った。

「し、シンマ！」「シンマくん……っ！」

　アリスとミンク、それにレイとノンエの呼び声が重なった。コトハだけが、無言。

　……そして。

「……愚か者め」

　無が呟つぶやいた。

「お前のような愚か者は……見たことがない」

　つくろうように冷酷で。仮面を被るように淡々と。だけど、それでも。

「……なぜだ」

　それでも、震える色を、隠すことも出来ずに。

「なぜ──避けようとしないんだ！　大馬鹿者……っ！」

　涙なみだを滲ませた顔で、無は、そう言った。

「……言ったろ、信じてたって」

　シンマは微笑む。傷を負った体で、地に手をつき。

「無──やっぱり、お前は、いい子だったよ」

　シンマは、立ち上がった。

　槍は止まっている。シンマを貫く……その、直前で。

　分かっていた。だから、傷を治す必要はなかった。倒れ伏したシンマに彼女は止めをさすことはない。そう、信じていたから。そんな自分を彼女へ見せるために、わざとそうしていたのだ。

「無……一体どういうことだ」

　無の肩かたを掴む蒼の手に、力がこもる。彼は鋭く無を睨にらみ付けながら、叱責した。

「説明しろ。なぜ、実行しない！　幻狼の使命を、忘れたか……！」

「……あに様」

　無は、それまで保っていた均衡が崩くずれ、ただ年ねん齢れい相応の感情を剥き出しのまま。

　しゃっくりを上げ、涙を零しながら、蒼の方を向いた。

「ごめんなさい……やっぱり、出来ません」

「なぜだ……一体、なぜだ！」

「こいつを殺したら──奈々が。こいつの妹が……悲しむ」

　槍を落とし。蒼の体を掴んで、無は訴えかけた。

「無が、あに様を失ったら、すごく、すごく悲しい。だから……シンマを、奈々から奪いたくはありません……！」

「馬鹿を言うな。資格者は害悪だ。こいつを殺さなければ、世界のすべてが誤った方向へと進むのだぞ!?　多少の犠ぎ牲せいはあって然るべきだ！」

「それでも……殺せません……！」

　泣きじゃくりながら、無は言い続けた。

「分かっていても……シンマを前にしたら、どうしても……出来ませんでした……！」

「……無、お前」

「あに様、時間をください！」

　懸命に、無は蒼へ呼びかける。

「シンマを見極める時間を、もう少しだけ下さい！　もし、それでこいつがあに様の言うように悪い人間であれば、その時こそ必ず無が使命を果たします！　だから……だから！」

　シンマを守ろうと。敵であったはずの無が、決して逆らうはずのなかった兄に向けて。

「今少しだけ、時間をください……！」

　ただ、そう願っていた。

「……無。そこまでこの男のことを」

　蒼は、呆ぼう然ぜんと自らの妹を見下ろした。そのまましばらく無言でいたが、やがて、

「……分かった」

　彼は、言った。

「あに様!?」

　驚おどろく無に蒼は、無に向けて優しそうな表情を見せて、

「分かったよ、無」

「……あ、ありがとうございます！」

「ああ。もういいんだ、無。お前は何もしなくていい」

　穏やかで、落ち着いた声でそう告げながら。

「──お前にはもう、価値はないからな」

　固めた拳こぶしで、思い切り無を殴りつけた。苦鳴を上げて、無は吹き飛び、無造作に地面へと転がる。

「無……！　蒼、あんた、一体なにを……！」

「あ、あに様……？　なぜ……」

　怯おびえる無へ、

「……腑抜ぬけたことをいつまで言っているつもりだ、無」

　憤怒の形相で実の妹を憎悪の塊がごとく睨み付け、蒼は脅おどしつけるように低く言った。

「時間が欲ほしいだと？　ふざけたことを抜かすな。お前にそんな権利はない。お前になにかを選ぶ権利などない」

　その足で、実の妹を、踏ふみつける。

「あう……っ！」

「死ぬような想おもいでお前を育てたのは誰だと思っている。自分一人では生きてもいけないような、糞みたいに役の立たないお前に餌を与あたえ続けてやったのは何のためだと思っている。全てはこの日のためだ。幻狼の。父の。母の。そして僕の！」

　その身を焦がすかのような感情のまま、蒼は無を踏みにじり続けた。

「使命を果たすためだろうがあああああああああああああ！」

「やめろ！」

　シンマは手を振ふり風を巻き起こした。ジョウヒョウを切り払う。

「黙ってろよ害悪が！　今、このクズを教育中なんだよ！」

　血走った目で、蒼がシンマを睨み付ける。

「いいか、僕が【天啓火烏カウ・ジン】を使えていたら、お前のような愚鈍を誰が頼たよったと思う！　仕方がないから！　お前しか扱あつかえないから、今まで反吐が出そうな気持ちを抑えて接してきてやったんだろうが！　なんでお前なんかが！　お前なんかが使えて僕が使えないんだ！」

　立て続けに、蒼は無の体を蹴り続ける。そこに、先ほどまであった冷静な様子はまるでない。無論……無への、愛情さえも。

「正直、自分の人生を何度も呪ったよ！　正しい判断を下せるのは僕だけなのに！　その僕が力を貰えなかった！　そして僕に縋るしかない！　お前のような奴やつが力を持った！　こんなくだらない話があるかああああああああ！」

「ご、ごめんなさい！　ごめんなさい、あに様……！　もう、もう逆らいません！」

　うずくまり、されるがままになって、無は謝あやまり続けた。ただそうすることが、自分にとっての全てであるとでも言うように。己にはそれ以外、決して許されないとでも言うように。……ただ、どうしようもなく、弱々しく。

「そうだ！　お前はそれでいいんだよ無！　僕の言うことにだけ従っていればいい！　僕だけがお前の正しさなんだ！　なあ、そうだろうが！」

「はい、そうです。そうです……！」

「だったらさっさとあいつを殺せよ！　ああん!?」

「……加減に」

　全身の血液が、沸ふつ騰とうしそうだった。

　怒りに打ち震え、シンマは声を嗄らさんばかりに叫ぶ。

「いい加減にしろ、この野郎がああああああああ！」

　轟風。巨きよ大だいな獣けものが口腔を開け喰いかかるように、衝しよう撃げきが蒼の体に飛びつき吹ふき飛とばす。

「ぐあ……っ！」

　もんどり打って、蒼が倒れ込む。そこへ更さらに追い打ちをかけようとしたところで、

「やめろ、シンマ！」

　無が前に立った。両手を広げ、かばうように。

「あに様を傷つけるな！」

「無、さっきの聞いただろ!?　あいつは、お前のことを妹だなんて思ってないんだ！」

「うるさい！　うるさいうるさい！」

　聞きたくないというように両耳を塞ぎ、無は言った。

「そんなことない！　今のは無が悪かったから！　あに様が怒おこったんだ！　それで折檻されたんだ！　それだけだ！」

　自分でも分かっているのだろう。どれだけおかしいことを口にしているか。それでも、彼かの女じよはそれを認めたくないというように、

「う、無は……あに様から、見放されたくない！」

　シンマを、睨み付けると共に両りよう腕うでを広げた。

「日鎖かざり心しん真ま、もう迷わない。お前を──殺す！」

　全てを振り払うように、高らかに吠えた。

「目覚めよ……【天啓火烏カウ・ジン】っ!!」

　赤き光が灯る。それは無へ密接に絡みついた、宿命という名の鎖の色だ。彼女の両手に、炎より生まれ出でた、二本の巨大な太刀が落とされる。

「覚かく悟ごおおおおお！」

　がむしゃらに、襲い掛かってきた。シンマは歯は噛がみして、衝撃を起こすと後方へと逃れる。そして疾風を起こすと、

「ごめん……少しだけ痛くする！」

　しばらくは動けない程度の強さで、無にそれをぶつけた。彼女は地面を転がり、そのまま横たわる。

「シンマ！」「シンマくん！」

　ミンクとアリスがやってくる。それに、シンマが言った。

「アリス！　ミンク！　レイ、ノンエ！」

　振り返かえり、強い意思を込めた目で。

「そして、コトハ。……あの子を止める。力を、貸してくれ！」

「分かりました！　お任せください！　【エターナル】は、あのような邪じや悪あくを見過ごしません！」

　ミンクが杖つえを取り出だし、決意のこもった眼まな差ざしで頷うなずいた。

「……久々に胸糞悪くなるような悪党を見た気がするわ」

　アリスが斧を振り回まわし、傲然と構える。

「許せない。ああいう奴は、【夜明けの星々ロート・グランツ】の名に賭かけて、絶対にぶっ飛ばす！」

「もちろんです、アリス様！」

「サポートは任せろ。全力で戦え！」

　レイとノンエが協力を申し出た。そして、最後に。

「シンマ様、私もあの子を。無を、止めたく思います」

「コトハ……」

　シンマが目を見開いた。はっきりとした、それは、コトハの意思だった。

　あの時、傍そばにいさせてくれと、初めて言った時以来の。

「貴方あなたに教えて頂き、私自身で決めた正しさで」

　刀を抜くと、コトハは頷いた。

「──無幻狼を、止めてみせます」

「ありがとう、コトハ。それに……ミンク、アリス、レイにノンエ」

　拳を握にぎり、シンマは目を瞑った。心を落ち着かせる。そして、精神を鋭く尖らせた。まるで一本の、どんな闇やみをも切り裂く巨大な剣のように。

「あの子の動きを止めてくれ。オレは……」

「いかが致いたしますか、シンマ様」

　コトハの問いかけに、シンマは目を見開く。

「オレは、あのろくでもない兄貴に、一発ぶち込んでやる！」

　炎が立ち上がった。シンマの確固たる信念と、そして、覚悟を顕あらわすように。

「……はは、いいじゃない」

　アリスが前に立った。口端はしを上げながら、

「あんたの思うようにやんなさいよ。後ろは、任せなさい！」

「正直なところ、暴力沙汰は出来るなら避けたいと思いますが……」

　ミンクは、息をつき、しかし、次に杖を掲げて言った。

「あの方には、神の……いえ。わたくしたちの、裁きが必要なようです！」

「行って下さい、シンマ様」

　シンマの横に並び、コトハが深く頷く。

「そしてまた帰りましょう。──私たちの、日常へ！」

「おうよ。そんじゃ……行くぞおおおおおおおおおっ！」

　気合一声。シンマは風を纏まとうと同時に、真っ直ぐと無へと突っ込んだ。

「おの……れえええええええ！」

　復活した無が走る。そして、手にもった太刀を投げつけた。大気を打ち破り、シンマへとその切っ先が接近する。

「防いで！　【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】！」

　目の前に半透明の壁かべが形成された。ミンクの使うアーティファクトによる防ぼう御ぎよ壁へきだ。それに阻まれ、あえなく剣は地へと突つき刺さる。シンマはそのまま方向を変えず、ただひたすらに直行した。

「来るな！　来るな来るな来るなあああ！」

　無は跳とび上あがる。そして、彼女の天へと掲かかげた右手が極大の炎ほのおを創り上げた。そこから、巨大な何かが滑り落ちる。

　円形状の、鉄で出来た刃やいばのようだった。それを無は、あらん限りの声と共に投げつける。空気を切り裂くような音を立て、旋せん転てんする円刃が押し迫せまった。それも幾つも、幾つも幾つも絶え間なく唸うなりを上げて。

「シンマ！　あたしたちを使いなさい！」

　シンマは一いつ旦たん、風の力を解くと、落ちる寸前の状態で右手を後ろへと向けた。

「風よ！　呼び寄せろっ！」

　突き出す。それに伴い、風の膜まくで覆われたアリスがシンマの前方へと飛来する。

「オラアアアアアアアアアアッ！」

　斧を直ちよく撃げきさせた。勢いと共に重力場が発生。円刃は残らず、地面へと叩たたきつけられた。

「レイ、ノンエ！」

「委細承知」「おっ任せ下さい！」

　アリスの背後から飛び出た二人が、それぞれ自動式拳銃を放ち、ナイフでもって無を翻ほん弄ろうする。

「くっ！　どけ！　このぉっ！」

　呼び出した鏜で無も応戦するが、咄とつ嗟さのことで反応が遅おくれたようだ。その隙すきをついて、シンマは再び風の力で蒼へと向かう。それに、彼かれは焦あせった声で言った。

「無！　なにをぐずぐずしている。僕を早く援護しろ！」

「は、はい、あに様！」

　二人の攻こう撃げきを振り払はらい、無数の銃によって彼女たちを退けると無はシンマの前に出た。

「ここから先は……行かせない！」

　言って、彼女は両手を合わせる。そして、勢いを増した炎から生まれた爆ばく薬やくをそれぞれぶつけようとした。その瞬しゆん間かん。

「──シンマ様の道を、邪じや魔ますることは許しません」

　背後から、暴風。シンマを飛び越え、コトハが無との間に降り立つ。

「おのれ……使徒があああああ！」

　悔し紛れに放った無の大声にも顔色一つ変えず、コトハが刀を構えた。

「それが、私の選んだ道です！」

　大きく一歩踏み出し、体を前傾させた。その手が、あらん限りの力で柄を握る。そして、

「御み守かみ流秘ひ奥おう義ぎ──颶風・鎌威絶ッッ！」

　コトハの心を、想いを、その強き意思を孕んだ一陣じんの神風が、吼え猛る。

「っ──ああああああああああああああっ！」

　まるでその気持ちへ押し負けたかのごとく。無の体は、遙はるか彼方かなたへと飛んだ。もんどり打ち、仰向けとなる。

「う……嘘うそだ。やめろ。来るな。来るなああああ！」

　蒼が叫さけんだ。ひどく惨めで、情けなく、無力な姿だった。

「よく覚えとけ……」

　風の力を解き、シンマが地に降り立つ。その【聖痕】が宿る右手を、拳へと変えて。

「兄貴ってのはなぁ！　妹を愛しむもんだ！」

　睨み付ける。そこにいる相手を。なによりもシンマの感情を高ぶらせた──【敵】を。

「間違っても！　傷つけるモンじゃねぇ……！」

　紋章が疼うずき、灼熱の如ごとき痛みが走る。だが、そんなものは気にならなかった。

「あんたは絶対にやっちゃいけないことをした……！」

　シンマの真横に、炎が立ち昇る。何よりも大きく。何よりも気高く。そして、何よりも。

「だから、オレはオレの正しさでもって、今ここで、あんたをぶっ飛ばす！」

　──何よりも、熱く。

「文句があるなら、後でいくらでも相手してやる。だけど──その時は、自分でかかってこい！　他人に自分を押し付けて、正義面してんな！」

　前へと足を。絶対の意思で。不動の信念で。シンマは、ただ、吼えた。

「生まれろ……炎の、鉄槌！」

　ゆっくりと。焔の塊から、何かが生まれ出でる。

　それは、鋼の【拳】であった。

　鋼で固められた、大きく、強靭で、しなやかな。

　炎の【再生】によって出現した、シンマの怒いかりその物だった。

「ひ、ひいいいいいいいいいいいいい！」

　尻しり餅もちをつき、慌てふためく蒼に。

「喰らえ！　名付けてええええええええええええ！」

　腰こしを捻った一撃を、その力で──放つ。

「オレの怒りの一撃ゴツド・ブレス・ユーッッ！」



　──刹せつ那な。それは、凄すさまじい勢いでもって敵を打ちのめすのだった。



















　　　最終章　神魔の想いと彼女の微笑み





　タコさんウィンナー。鳥の唐から揚あげに卵焼き。ハンバーグとブロッコリー、トマト、レタスのサラダ。真ん中に梅干しをおいた日の丸ご飯。

　……に、限りなく近いものがそこにはあった。

「おお……」

　シンマは感動の余り弁当箱を神々しく掲げ、その後、箸はしを取り出して唐揚げをつまみ上げた。そのまま口に入れて、咀そ嚼しやくする。ごくり、と飲み込んだ。

「……美う味まい」

　少なくとも、きちんとそれぞれの形に合った味がする。

　そんなもの、当たり前だろうと言ってしまえばそれまでだろう。だが、つい最近まではほとんど炭に近いものしか作ることの出来なかった子が、一応ではあるが、まともなものを用意してきたのだから、こんな反応になるのも無理はないと言えた。

「美お味いしいよ、コトハ！」

　おかずを次々と食べながらそう言うと、前に座るコトハは深々と頭を下げる。

「ありがとうございます。これもシンマ様による、ご指導ご鞭撻のおかげです」

「なに言ってんの。料理を本格的に習い始めたのが一か月くらい前だろ。それでこれだったら十分すぎるくらいだよ。ひょっとしたら、もう少ししたらオレより上う手まくなっちゃうんじゃないか」

　笑ったシンマへ、コトハは首を振った。

「いえ、まだまだ精進が必要です。シンマ様を心の底から満足させるようなものを作るまでは、自身へ更なる修しゆ行ぎようを課すつもりです」

　何事にも真面目まじめな、彼女らしい返答である。だが、コトハのそんなところがシンマは好きだった。

　以前コトハは、シンマの使徒となったのだから、より距きよ離りを近付けるために弁当を作りたいと言って持ってきたことがある。その出来は、正直なところ、あまり良いとは言えなかった。だが、それから彼女はシンマに空いた時間を使って料理を教えてもらえないかと願い、それに応え、教えている内に、これほどまでに腕うでを上達させたのだ。

「それに」とコトハは胸に手を当て、目を閉じる。「……お弁当を作りたいと思ったのは、私自身の意思です。ですから……なによりも、大切にしたく思いますから」

「……そっか」

　その優しげで温かな響ひびきに、シンマは微笑んだ。

「じゃあ、これからも良かったら教えるからさ。遠えん慮りよせずに言ってくれよな」

「はい。ありがとうございます」

　そこで、わずかに──本当にわずかに、コトハは口元を緩ゆるめる。だがシンマにはそれが、彼女の最上の笑え顔がおだと知っていた。コトハは今までの人生の中で自身の感情を抑制し、殺してきた。だがシンマの傍に居ると決めた時から少しずつ、過去に置いてきた自分を取り戻そうとしているように思える。その証しよう拠こに、

「……難しいものですね」

　自分の両頬ほおを摩りながら、コトハは呟つぶやく。

「毎日、寝ねる前に鏡の前で練習をしているのですが……笑うというのは、大変です」

「……いや、うん。確かにそうした方が、その、可愛かわいいかもって言ったのはオレだけどさ。なにも、無理しないでもいいんだぜ。強制したら意味ないんだし」

　フォローのつもりでそう言うと、彼女はゆるりと首を振った。

「確かにそうかもしれません。ですが……」

　無む理り矢や理りに、顔の筋肉を動かそうとしながら、

「私も、シンマ様の前で──笑ってみたいのです」

　ぎこちなく、もう一度、笑えみを浮うかべる。

　その姿に、シンマは、不覚にもどきりとしてしまった。鼓動が高まり、無意味に発汗する。

「……シンマ様？」

　不思議そうに首を傾かしげるコトハに、シンマは慌あわてて、

「い、いや、なんでもないよ。ありがとう」

「……いえ、私は本当に不器用で。申し訳ありません」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、コトハ。無理しなくて。それに──」

　と、シンマは、その手を伸のばして。コトハの肌はだに触れ、少しだけ、両頬を持ち上げる。

「──ほら、オレがこうしたら、コトハはいつだって笑顔になれるぞ」

　からかうように、そう言った。それに……コトハは、無表情のままで。

「……おやめください」

　拒きよ否ひするように言った。シンマは、やり過ぎたかと「あ、ごめん」と手を離した。

「ごめん。女の子に簡単に触ったらダメだよな」

　苦く笑しようして、そう言ったシンマに、彼女は「いえ……」と返し、

「申し訳ありません。シンマ様の要求を撥はね除けるなど……その」

　顔を俯うつむける。そして、自分の手で顔を触った。

「……突とつ然ぜんだったもので、驚おどろいて」

　その頬が、それと分からない程度に桜色に染まっていた気がして、シンマは目をしばたたかせた。しかし、次に顔を上げた時、コトハはいつも通りの顔に戻もどっている。

（気のせい、だったか……？）

　照れていたように感じたのだが。と、そこへ、

「シーンマ、くん」

　屋上の扉とびらが開き、ミンクが顔を見せる。挨あい拶さつをすると、彼女はてててっ、と近づいてきて、

「はい、今日のランチですっ！」

　と差し出した。これも、いつもの光景である。

「ああ、ありがとう。ミンクも一いつ緒しよに食べないか？」

「はい。ありがとうございます！」

　そのまま、膝ひざを崩して座る。ランチボックスの蓋を開けると、中身はサラダにフルーツ、それにオムライスだった。

「今日のは自信作です。何回か失敗しちゃったんですが……渾身の逸品が出来たので、それを詰めて来ました！」

「へぇ。すごいな。オムライスって難しいからなぁ」

　備え付けのスプーンですくって食べてみる。卵の柔やわらかさが絶妙で、中身のバターライスの塩味と相まって舌に心地よい味となっていた。

「うん、美味しいよ。さすがミンクだ」

「……へへ。ありがとうございます」

　照れたように顔を赤くするミンク。それに、シンマは言った。

「ミンクと結けつ婚こんしたら、毎日、こんな美味いオムライスが食べられるんだなー」

　シンマからしたら、何気のない一言である。

「……………………へ」

　だがなぜかミンクは固まったまま、呆然とシンマを見つめていた。

「ん、どうした、ミンク。もしかしてお昼食べてないのか。オレもみんなのために弁当作ってきたから、それ食べるか？」

「……あ」

　気を遣つかっていると、ミンクの肌が、ピンク色から、徐じよ々じよに紅色へ、そして、火がついたように真っ赤になっていく。

「あ……あぎゃあああああ！」

「ひぃ!?　なに!?」

　突とつ如じよとして奇声を上げると、ミンクは、思い切りその平手でシンマの胸を叩いた。

「な、なにを言ってるんですか！　シンマく──んっ！　シンマくん！　シンマくんシンマくんシンマくーん！」

「痛い！　痛い痛い痛い！」

　その後も、何度も叩き続ける。まるで何かのショックで暴走してしまったロボットのような動きだった。

「不意打ち過ぎますよシンマくん！　今、加速度級に頭の中で妄想が爆発しちゃったじゃないですかシンマくん！　最終的にベッドで最期を看取ってもらうところまで行き着いちゃったじゃないですかぁ！」

「なにがあったか分からないけどこの短時間でそこまで飛躍したのかよ!?」

「ばかばかばかー！　絶対、今の、自覚なかったでしょうー！」

　ばちばちと攻撃してくるのを見かねて、さすがにコトハがそれを防いだ。

「はわわぁ……ダメですよ、わたくし。シンマくんのことなんだから、なんとはなしに言ってしまっただけなんですし、変に期待したら……ああ、でも、もしかしたらってことも……結婚式場はどこがいいかしら……エルスタイン様……」

　目をぐるぐると回しながら、なにやらすごいスピードであらぬ計画が立てられているのを、シンマは呆ぼう然ぜんと見守っていた。

「し、シンマ！　ちょっとこっち向きなさい！」

　その声にはたと我に返り、シンマは再度、屋上の入り口を見る。

　そこには、アリスが腰に手を当て、悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいた。

「ほ、ほーら、あたしの今日のお弁当よ！　感謝しなさい！」

「え。また、あの、フライドチキンですか。いや、ありがたいんだけども……」

　差し出されたランチボックスを見て、シンマは、引きつった笑みを漏もらす。

　アリスもまた、コトハやミンクと同じように毎日、シンマに弁当をもってくる。

　だが、その中身は脂でぎとぎとのフライドチキンやフライドポテト、あまり質の良くない冷凍食品というものばかりで、少々、胃にもたれるのである。

　いや、恐おそらくはそれがアリスの出身国の習慣なのだろう。だから、それを否定するつもりはない。

　だが、いかんせん、日本人のシンマには合わないというか、後々辛くなることが多いのである。それでも、作ってくれたことには感謝して、食べることにはしていた。

「いいから食べなさいよ、ほら、早く！」

　どっかとその場に胡坐を掻かき、その紅色の瞳ひとみで、じっと見つめてくる。その視線は、どんな鎖くさりよりも強く、シンマを縛り付けた。

「シンマ様、お断りになっても宜よろしいのではないですか。この間も、食べた後、一時間ほどトイレに籠られていたと思いますが」

「……まあね」

　コトハの助言は、的を射ている。際限なく鳴なり響く腹を抱かかえて、トイレに入ったまま出て来れなかったことを思いだし、シンマは冷や汗をかいた。確かに食べない方がいいのだろう。

　だが、アリスが一いつ生しよう懸けん命めい、自分の為ために作ってきてくれたことは確かだ。それを食べずに返すというのは、いささか義に反する。もっとも、少しだけ嫌いやがることくらいは許されても然るべきだとは思うのだが。

　ともかく、と、シンマは恐る恐るといった感じで、ランチボックスの蓋を開いた。

「うひぃ……あれ？」

　しかし、中身を見てきょとんとする。

　鮭の塩焼きに、卵焼き、煮物に豚の生姜焼き。それに、小さな俵型のおにぎりが三つ。きちんと海苔も巻いてあった。

　意外なことに、全すべて純和風である。

「ど、どう？……変じゃない？」

　顔を覗のぞきこんでくるアリスの、その手を、シンマは見た。

　指先にはいくつもの絆創膏が張られ、所々、カバーしきれなかったのか小さな傷がいくつもあった。

「……アリス、それ」

　指し示すと、彼かの女じよは「しまった」という顔をして、自分の両手を後ろへと回した。

「べ、別になんでもない。これはその……昨日、謎の覆面集団と戦った時に出来たものよ！」

「誤ご魔ま化かすにしてももう少し言いようがあっただろ……」

「ほほ、本当よ！　【夜明けの星々ロート・グランツ】と対立する【朝焼けの煮干し】っていう組織があんのよ！　嘘じゃないわよ！」

　必死でそう話すアリスの背後で、レイとノンエがこっそりと姿を見せる。

「なにを言ってるんだ、アリス！　昨日、料理本を見て一生懸命作ってきただろう！　『塩少々って、どのくらいよ。初心者舐めるんじゃないわよ。グラム単位まで書きなさいよ！』とか、独りで憤っていたじゃないか！」

「そうですよ、アリス様！　鍋を煮ている時間、あまりにも暇だからと、独創的なダンスを踊おどっていたじゃないですか！　わたし、しっかりとこの目にしましたよ！　それはそれは、とても愛らしい姿でしたもの！　ちなみにあのダンスの名前は、『ソレイユの空に』とか、そういうのでいいですか？」

「ああ、あんたら！　余計なことは言うなー！　特にダンスのことは！　忘れなさい！」

　立ち上がると、アリスは両手を振ふり回まわして怒おこった。

「諦めようとする度に、シンマにあげるんだし、と何度も繰くり返かえして、ノートにも書いていたのに……」

「塩と砂糖を間違えるという、ギネス物の典型的な間ま違ちがいもしていました……」

「ほんっっとに！　あんたら！　あたしのことからかってるだけでしょ!?」

　顔を真っ赤にして、地じ団だん駄だを踏ふむアリス。その後、全てをバラされてしまったことに気付いて動きを止めた。そして、こちらを少しだけ向いて、

「……あ、あの子たちの言うことは、信じないでいいわよ。ほんと、別に、なんでもないことなんだから」

　傷ついた指を隠かくしながら、

「べ、別にあんたの為とかじゃなくて。その……たまたま、こういうのもいいかなって思っただけだし。気まぐれよ、気まぐれ。だから……その」

　もじもじと、照れ臭そうに、上目使いで見た。

「……不味かったら、捨ててもいいわよ。ちょっと……いえ、かなり、失敗しちゃったし」

「……。いや」

　シンマは、ふっと笑って、箸を手にとった。煮物のしいたけを口に入れる。噛かんで、よく味わった。それを、アリスはまるで極刑が下される前の罪人のような顔で眺ながめている。

「……うん、美味しい」

　微笑んで、シンマは言った。

「ありがとう、アリス。日本の料理なんて、難しかっただろ」

　正直なことを言えば、味も濃かったし、塩もきつかった。だが、そんなことはどうでもいいことだ。異国に住んでいたアリスが、相当の無理をして和食で統一した弁当を作ってくれた。その事実だけで、シンマは深く彼女に感謝した。

「……あ」

　アリスは大きく見開く。そして次の瞬間、じわり、と涙なみだが浮かんだ。

「って、ええ!?　え、なに、ごめん。なんかオレ、悪いこと言ったか!?」

「……ち、違ちがうわよ！　なんでもない！」

　そっぽを向いて、まなじりを拭ぬぐい。アリスは、ぼそりと言った。

「……べ、別に、大したことじゃなかったわ。だから……また作ってきてあげる」

「ああ。ありがとう」

　色々あって、問題も起こったが、やはり優しいなと思う。素す直なおでないのも、彼女の個性だろう。

「でで、でも」

　おずおずと振り返り、ぺたん、とその場に座すわった。そして、潤んだ瞳で見つめる。

「……よかった。成功して」

「あ、ああ。うん。良かった」

　妙にその姿に愛らしさと色気を感じて、シンマは動どう揺ようした。

「しかし、弁当が三つも……」

「み、皆みなで食べますか？」

「私は、構いませんが」

「あ、あたしもそれでいいわよ。さすがに、多いし」

　三人がそう言って頷うなずくのに、少し考えて。

　だが、シンマは笑って首を振った。

「いや、全部食べるよ。みんなの気持ちだしな」

　そんな自分を見て、コトハ、アリス、ミンクは顔を見合わせる。そして、お互たがいに頷きあった。

「え、なに？　どうかしたか？」

　問いかけたシンマへ、彼女たちは異口同音に、ノーと答える。そして、

「……ま、今はそれでもいいけど」

「はい。これからですもんね」

「シンマ様らしい選せん択たくであるかと」

　それぞれが、シンマの出だした結果の感想を出すのだった。

「なんだよ……なんかオレが悪いみたいな雰ふん囲い気きだな……」

　訝しがりながらも、シンマは自分で作ってきた弁当を差し出した。と言っても彼女たちに比べれば簡単なものではあるが。

　しばらく、レイとノンエも交え、歓談しながら食を進めた。

　その中で、不意に、

「……そういえば」

　アリスが言った。

「無ウーはどこへ行っちゃったんでしょうね」

「そういえば、そうですね」

　ミンクとアリスの話にシンマは頷き、空へと視線を移した。

「……元気でやってんのかな」

　数日前。無の兄、蒼ヤンを倒たおしたシンマへ、彼女は懇願した。

　兄の傷を治して欲ほしい。もう、シンマに手出しはしないからと。

「にしても、それで、あの兄貴を治しちゃうんだから。あんたも相当のお人好しよね」

　アリスが呆あきれたように言うのに、シンマはコトハの作ったウィンナーを口にしながら、

「いや、一応、手加減はしたけど結構なダメージだったわけだし。元々治すつもりではあったんだよ。それに、どんなことしたって、無の兄貴は蒼だけだ。……妹から、兄ちゃんを奪うばうわけにはいかないだろ」

　苦笑いをした。ミンクが、そんなシンマへ微笑む。

「はい、そうですね。……わたくしも、そう思います」

「シンマ様の選択は、間違っていません。少なくとも、私は支持します」

　コトハが深く、顎あごを引くのにアリスは唇くちびるを尖らせた。

「あたしも別に反対してないわよ。でも、また襲われたらどうすんの？　なにもアーティファクトまで返さなくても」

　傷を治すと、その後、無は蒼を連れていずこかへと消えてしまったのだ。アリスは拘こう束そくすべきだと言ったのだが、シンマはそれに同意しなかった。確かに危ない真似をしてしまったかもしれない、と思う。だが、

「その時はその時さ。それにあれは、無の一族の宝だろ」

「それはそうだけど、あんた、面倒ごとは避けたいんでしょ？」

「それはそうだけど……ま、大丈夫だろ」

　あっけらかんとそう言って、シンマはオムライスを頬ほお張ばった。

「オレは無を信じてる。だから、なんの問題もないさ」

「……アホくさ」

　肩かたを竦め、しかし、アリスは、微び苦く笑しようする。

「まあ……それがあんたよね」

「はは。そうかもな。でもアリスだってあの時、本気で止めようとは思ってなかっただろ」

　指し摘てきされて、彼女は「うっ」とたじろいだ。

「それは……その。あ、あたしだってあんたに迷めい惑わくかけたし。それで……」

「ほんとーは、あなただって、シンマくんの言うことがおかしいとは思ってないんじゃないですか？　アリス」

「うるさいわね！　なんであんたに、分かったようなこと言われなきゃいけないのよ！」

　ミンクに指摘され、図星だったのか、アリスは噛みつくように叫さけんだ。

「……フン。相変わらず、甘あまいな、お前たちは」

　唐とう突とつに。割って入るその声へ、その場に居た全員が視線を向けた。

　油気のない髪かみ。鷹のように鋭するどい目。色素の薄うすい唇。

　屋上のフェンスに、無が腰こしかけていた。

「無！　久しぶりじゃないか！」

　シンマが呼び掛けると、彼女は音もなく飛び降りた。

　そして近づいてくると、鼻を鳴らす。

「なれなれしくするな。無は、シンマ、お前の敵だぞ！」

「あー。あーあー、そうだったな。無、ところで、オムライス食べる？　ミンクのだけど」

「たべる」

　どっかと輪になった六人の間に入ると、無はランチボックスを手づかみで食べ始めた。

「どこが敵なのよ……完全にシンマに餌付けされてんじゃない」

「っていうか、あー！　わ、わたくしのお弁当！　全部食べちゃダメです！」

「ふまいふまい」

　もぐもぐと口いっぱいに入れて無理矢理にしゃべると、そのままごくりと飲み干した。

「ところで君は一体、なにをしにきたんだ。またアリスたちを襲いにきたのか？」

　レイがポットから入れたコーヒーを飲みながら問いかけると、ノンエが頷いた。

「そーですよ。やるなら主にアリス様がやりますよ？　本気ですよ！」

「あたしの本気をあんたが決めるんじゃないわよ」

　アリスにぐりぐりと拳骨を喰らわされると、ノンエは「ひーん！」と悲鳴を上げた。

「別に……もぐもぐ。そういうわけじゃ……ごくごく……ないもぐぐ」

「食べるか喋しやべるかどっちかにしてくれ」

「もぐもぐもぐもぐ」

「出来れば喋ってくれ」

　おにぎりを手で持ちながら、無はシンマを睨にらみ付つけた。

「シンマ、お前に対する決定が下ったぞ！」

「お、そうか。どうなった？　てか、兄ちゃんは元気か？」

「……。あに様は……お前にやられてから、ダメになってしまった」

　にわかにしゅんとして、顔を俯ける。

「すっかり怖こわがってしまって、無に指示も与あたえてくれない」

「……そうか。悪かった」

　自業自得というところもあるだろう。だが、結果的に無の兄に癒いやしきれない傷を遺のこしてしまったようだった。

「いや、それは仕方のないことだ。無たちはシンマ、お前に膝をつかされた。どちらかが勝ち、どちらかが負ける。それが戦いだ」

　シンマは頷く。すると彼女は、「だが」と続けた。

「無はまだ諦あきらめてない。お前が害悪かもしれないという、疑惑はまだもっている」

「で、でも、シンマくんのことはきちんと見たじゃありませんか。まだ信じられませんか？」

「信じられない！」

　言い切って、無はシンマを指差した。

「だから日鎖かざり心しん真ま！　無はお前を監かん視しすることにした！」

「……監視？」

「片時も離はなれずに、お前が本当に世界にとっての害悪でないかどうか、見極きわめてやる！」

　そして、無は立ち上がると歩き出し、シンマの背後に回った。コトハが動こうとするがシンマはそれを制す。その隙すきを狙ねらって、

「こんな風にな！」

　と、背中におぶさると、ぴったりとくっついた。

「ちょ……ちょっと、あんた！　なにしてんのよ！」

「だ、大胆な！　許しませんよ！」

「フン、お前らなんかの許しはいらない。シンマはこれから無がずっと見ていてやる！」

　腕うでを首へと回し、そのままぶら下がる。

「だから、他の奴やつにやられないよう、護ってやる。見極める前に死なれたら、無が困るからな！」

「……そりゃどうも」

　頬ほおを掻いて、シンマは複雑な顔をした。

「えーと。……じゃあ、一いつ緒しよに暮らすってことか？」

「そうだ！　よろしく頼たのむ！」

　にわかに周囲がざわめいた。ミンクが「ま、また、シンマくんに女の影かげが……」とよろめくと、アリスが「あわわわ。な、なによ。なんなのよ！」と動揺し始める。コトハだけが、少しの顔色も変えず（いつものことだが）シンマと、そして無をその瞳に映していた。

















　その時、不意に。

「……シンマ」

　シンマ以外の誰だれにも聞かれぬよう、耳元で、無が囁ささやく。

「この間は──その。無の為に……怒ってくれて、ありがとう」

「いや、オレは」

「あんなことをしたあに様を、助けてくれてありがとう。なにをされても、やっぱり、あに様は無のたった一人のあに様だから……嬉しかった」

　シンマは、息をついた。そっと、無の手を握にぎる。

「……なんでもないことだ。いつか、無の兄ちゃんだって元に戻もどるさ。そうしたら、今度はお前が、お前自身の意思で説得してみてもいいんじゃないか。きっと分かってくれると思う」

「……無に、出来るかな」

　できるさ、と、シンマは呟つぶやいた。

「出来なければ、オレにいつでも言えよ。必ず……協力するから」

「うん。……お前は優しいな、シンマ」

　きゅっと抱だきついて。聞こえるか、聞こえないかの小さな声で無は言った。

「お前は、昔の──無に優やさしかった頃ころの、あに様に似ている」

　どこか懐なつかしむように。今がどうであろうと、かつて確かにあったものを、無の意思で握り締しめるかのように。

「……でも、それとは違う気持ちもある。お前が無のために怒った時、なぜか、胸の中が、変になった。まだ、どうしてかは、分からないけど」

　無は、力強く言った。

「シンマ、あに様にあんなことをされて、わけがわからなくなった無を……それでも、救おうとしてくれたお前を、今度は無が守ってやる」

「……ああ、ありがとう」

「だから──」

「だから？」

　わずかな間が空いて。

　無は、笑えみを漏らすと共に、こう言った。

「また晩ばん御ご飯はん、食べさせてくれ」

「……ああ、もちろんだ」

　その答えへ、彼女は、たまらなく嬉うれしいことを伝えるように。そっと顔を、シンマの首筋へくっつけた。

　あたたかく、ほのかに、妹の奈な々なにも似た匂いがする。

　ふと、未いまだ注がれる視線を感じて、シンマはコトハの方を見た。

　彼女はしかし、シンマではなく、無を見つめている。

　まるで、姉が妹を愛しむかのように。

　ぎこちない動きで。それでも懸命に。己おのれが己であることを、示すかのように。

　コトハは、ずっと、感情を表そうとしていた。

　不意に、シンマと目が合う。

　彼女は無言で、問いかけるようにそのままでいた。

　シンマは頷く。コトハの気持ちは、分かっていた。

（大だい丈じよう夫ぶ。……笑えているよ）

　心の中で、呼びかけたその声に。

　コトハは──目を細めて、ゆっくりと頭を下げた。



ＦＩＮ










　　　あとがき





　お久しぶりです、空そら埜の一かず樹きです！

「シンマと世界と嫁フラグ２」をお送りいたしました。いかがだったでしょうか？

　ぼくの方と言えば、未だダイエットを継続中でして、体重が上がったり下がったりを繰り返している有あり様さまです。

　人づてに聞いたところによるとダイエットをして痩やせた人の多くは、数か月で元の体型に戻るらしいですね！　ワーオ！　ザ・リ・バ・ウ・ン・ド！

　と、陽気に振る舞ってでもいなけりゃ洒落しやれにならない状況ですよ。なんで減らすのには苦労するのに増えるのは簡単なんですかね。信頼は積み上げるのが難しくて崩れ去るのは一瞬なのに。関係ないですけど。

　さて、閑話休題。

　実は二巻の作中で某キャラが使っている武器は、暗あん器きと呼ばれるものであったりします。

　ぼくはこういったものが昔から好きで、手しゆ裏り剣けんやクナイ（もちろん偽にせ物ものです）なんかを集めているのですが、それらを適当に押し入れに仕し舞まっていたんですね。

　で、ある日、鼻歌交じりにがらりとその戸を開けたところ、雪崩なだれのようにそれらが落ちてきて危うく過去の自分に殺されそうになりました。この場合どこに通報したらいいんですか。タイムパトロール？

　皆様、くれぐれも暗器の保存方法にはお気を付け下さい。

　色々ツッコミが入らない内に謝しや辞じへ移ります。

　担当Ｎ様、諸もろ々もろの事情で忙しくさせており、申し訳ありません。その分、作品のクォリティで返せればいいのですがと怯おびえながら原稿を送る日々です。

　挿絵担当のにろ様、一巻と変わらず、いや、更に進化された素す晴ばらしいイラストの数々、ありがとうございます！

　サイトからメールやコメントを下さる皆様、全て目を通させて頂いております。感謝！

　そしてなにより、本書を読んで下さる全ての読者様へ。最大限の、感謝を。

　それではまた、次巻でお会いしましょう！



　　　　　　　　五月　空埜一樹　ＢＧＭ「Leave all behind」

　　　　　　ＨＰ　「空ノページ」　http://www.eonet.ne.jp/~tabibito5/
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